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第 1 章 プロジェクトの概要 

1.1 プロジェクトの背景 

タイ王国（以下、「タイ」という。）は、世界銀行（World Bank：以下、「WB」という。）の公表データに

よると 2018 年 GDP が約 5,050 億米ドルに達し、10 年前の 2008 年 GDP と比較すると 1.73 倍にな

る等、順調な経済成長を遂げてきた。一方で、経済成長に伴う同国のモータリゼーションが加速し

ており、それに伴う交通混雑の深刻化や交通事故の多発など交通環境の悪化が顕著となっている。

2015 年に世界保健機構（World Health Organization: 以下、「WHO」という。）が公表した「Global 

Status Report on Road Safety 2015」によると、2012 年データに基づくタイにおける人口 10 万人たり

の交通事故死者の WHO 推計値は 36.2 人に達し、ASEAN 諸国の中で 1 番目、世界でも 2 番目

に多い状況であった。同国運輸省（Ministry of Transport：以下、「MOT」という。）も交通事故死者

数がワーストクラスである状況を深く憂慮しており、国際連合（United Nations: 以下、「UN」という。）

が 2010 年 3 月 2 日に決議した「交通安全のための行動の 10 年（UN Decade of Action for Road 

Safety 2011 - 2020）」（国際連合総会決議 64/255 号。以下、「国連決議」という。）に沿って、2020 年

までに交通事故死者数を 2010 年比で半減させることを目標として交通安全対策を進めているが、

期待通りの効果が上がっていない。先頃公表された「Global Status Report on Road Safety 2018」で

は、同国の人口 10 万人あたり交通事故死者数は 32.7 人と推計されており、ASEAN 諸国で 1 番

目、世界でも 9 番目に多い状況であり、高止まりしている。 

独立行政法人国際協力機構（Japan International Cooperation Agency：以下、「JICA」と言う。）プ

ロジェクト研究「開発途上国における交通安全への取り組み」（2016 年 6 月）では、タイにおける交

通死亡事故の 7 割がオートバイ（含む三輪自動車）によるもので、事故要因の多くがスピード超過

や車線変更時の確認不足、車間距離不保持といったヒューマンエラーに起因していることが報告

されている。加えて、MOT、タイ王国国家警察（Royal Thai Police：以下、「RTP」という。）、保健省

（Ministry of Public Health：以下、「MOPH」という。）、病院、保険会社を始めとする民間組織等が

各機関・組織で異なる交通事故データが保持されており、各々の情報共有が成されないことで交

通事故の実態や事故要因が把握されていない、といった問題が指摘されている。 

このような状況に鑑み、MOT 大臣から日本の国土交通大臣に対して、交通安全対策についての

ノウハウを日本に学びたい旨、要請があり、2016 年 8 月 6 日に両大臣間で覚書が締結された。こ

の覚書に基づき、同国政府機関及び日本国国土交通省の担当職員からなる Working Group（国

交省 WG）が設置され、同国政府機関職員の日本での研修の実施や、国交省による交通安全分

野の産官学関係者の現地派遣を通じ、交通事故多発地点の対策についての議論・助言が行われ

てきた。これまで数次に渡る国交省 WG 実施を通じて、同国の交通安全状況の改善に対する協力

がなされてきたところであるが、同 WG の活動にて、より体系的かつ中長期的に改善に取り組む必

要が確認され、この度 MOT は我が国に対して「交通安全に関する組織能力向上および実施能力

向上プロジェクト」の実施を要請した。 

 

1.2 プロジェクトの目的と成果 

本プロジェクトの目的は、2020 年 3 月 23 日に署名された合意議事録（Record of Discussions：以
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下、「RD」という。）に基づいた活動を実施することにより、以下に示す期待される成果を発現し、プ

ロジェクト目標を達成することである。プロジェクト期間は、3 年間の予定であったが、新型コロナウ

イルス感染症による渡航制限を受けて第 1 年次の活動がオンライン中心で予定していた進捗が得

られないことから、2021 年 11 月に開催した第 2 回合同調整会議（Joint Coordinating Committee：

以下、「JCC」と言う。）にて、第 1 年次の期間を 1 年 6 ヶ月、プロジェクト期間を 3 年 6 ヶ月間とす

ることとした。 

上 位 目 標 ： タイ全国の道路交通事故による死者数が減少する。 

プ ロ ジ ェ ク ト 目 標 ： 道路交通安全に関する組織能力および実施能力が向上する。 

期 待 さ れ る 成 果 ： 表 1.2.1 に示す。 

プ ロ ジ ェ ク ト 期 間 ： 2020 年 12 月～2024 年 6 月（3 年 6 ヶ月間） 

表 1.2.1 期待される成果及び活動の概要 

期待される成果 活動の概要 

成果 1： 
新交通事故管理シ

ス テ ム （ New-
TRAMS）の信頼性

及び利用状況の改

善 

1.1 タイ王国国家警察（RTP）、保健省（MOPH）、内務省（Ministry of Interior：以下

「MOI」という。）および保険会社と協調している New-TRAMS をレビューする。 

1.2 死亡事故、重軽症事故、対物事故など各種事故規模感・レベルに基づく事故

捜査の新しい枠組みを策定する。 

1.3 運輸省（MOT）および関係機関を対象として、交通事故捜査に関する研修を行

う。 

1.4 試行的に指定地域のデータを用いて New-TRAMS の信頼性を向上させる。 

1.5 詳細事故分析にかかる MOT および関係機関の能力を向上させる。 

1.6 データ分析結果を含む四半期・年次事故報告書を発行する。 

1.7 交通安全オペレーションセンター（Traffic Safety Operation Center：以下、

「TSOC」という。）の役割を詳細にレビューし、行動計画を提案する。 

成果 2： 
国道および／また

は高速道路上のパ

イロット区間での活

動を通じた安全な

道路対策の策定・

実施 

2.1 国道および／または高速道路における事故多発地域の事故データ・情報を収集

する。 

2.2 事故多発地域を分類し、パイロット事業対象として優先度の高い道路区間を選

定する。 

2.3 パイロット事業の実施に向けた事故多発地域の改善計画を策定する。 

2.4 MOT および関係機関によって実施される事故多発地域でのパイロット事業を支

援する。 

2.5 交通流の前後比較分析に基づいて、パイロット事業の有効性を評価する。 

2.6 パイロット事業にて得られた成果を含む、交通安全に係る技術マニュアル「交通

安全技術グッドプラクティス」を作成する。 

成果 3： 
パイロット地域の県

道および／または

市町村道路での包

括的な交通安全プ

ログラムの実施 

3.1 MOT および関係機関と協議のうえ、成果３に係るパイロット地域を選定する。 

3.2 利用者、車両、道路環境に関するデータを収集し、参加型手法を通じて地域住

民と協力することにより、成果３に係るパイロット地域の県道および／または市町

村道における交通安全上の高リスク発生地域・区間および危険な行動を特定す

る。 

3.3 危険行動と対策の関係を決定し、子供やその保護者を対象とする安全プログラ

ムをも考慮したパイロット地域での包括的な交通安全プログラム（工学面、教育

面、取締面の対策含む）を策定する。 

3.4 MOT および関係機関によって実施されるパイロット地域での包括的な交通安全

プログラム（交通安全教育および交通取締りの指導者研修、啓発活動含む）を支

援する。 
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3.5 包括的な交通安全プログラムの有効性評価に必要な手法を作成する。 

成果 4： 
運転免許制度およ

び商業車両の運行

管理にかかる交通

安全のための陸運

行政の改善 

4.1 学科試験、講習、実技訓練を含むオートバイにかかる免許制度を改善する。 

4.2 学科試験、講習、実技訓練用の研修教材を開発する。 

4.3 成果４に係るパイロット地域において、オートバイ免許の取得を奨励する。 

4.4 交通違反者や免許更新者を対象とした再教育プログラムを提案する。 

4.5 商業車両の交通事故データを収集・分析する。 

4.6 MOT による商業車両の安全運行管理の監督を支援する。 
出典：JICA 専門家チーム（以下、「JET」という。） 

 

1.3 プロジェクト対象地域 

本プロジェクトはタイ全国を対象とする。本プロジェクトは成果毎に各年次にパイロット事業を実施

する計画であり、効率的効果的にパイロット事業を実施するため、各年次のパイロット県を表 1.3.1

に示す通り設定した。パイロット県の選定方法は 3.7 に示す。 

表 1.3.1 各年次のパイロット県 

年次 パイロット県 

第 1 年次 Nakhon Ratchasima 県 

第 2 年次 Suphan Buri 県 

第 3 年次 Samut Sakhon 県 

出典：JET 

 

1.4 相手国実施機関 

相手国関係機関を下表に示す。 

表 1.4.1 相手国主要関係機関 

機関 部局 概要 

MOT Transport Safety Operation 

Center (TSOC) 

MOT 内の交通安全事業の統括組織として機能することが期

待され、2020 年に設立された組織。本プロジェクトのメインカウ

ンターパート。 

Information Communication 

Technology Center (ICTC) 

MOT 内の情報通信の運用管理を担当する。 

本プロジェクトでは、New-TRAMS の運用を担当する。 

Office of Transport and Traffic 

Policy Planning (OTP) 

MOT 内の交通計画を担当。TSOC が設立される前はｐが交通

安全を担当しており、本プロジェクトでは交通安全計画作成に

関与する。 

Department of Highways 

(DOH) 

主に都市間国道の建設、運用、維持管理を担当。本プロジェ

クトでは、成果 2 のメインカウンターパート。 

Department of Rural Roads 

(DRR) 

主に地方国道の建設、運用、維持管理を担当。本プロジェクト

では、成果 3 のメインカウンターパート。 

Department of Land Transport 運転免許、車両登録、商業車両の運行管理等、陸運行政を担
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(DLT) 当する。本プロジェクトでは、成果 4 のメインカウンターパート。 

RTP Central / Regional Police 各地域の交通取締りや交通事故の捜査を担当。 

Highway Police 主に都市間国道の交通取締りを担当。 

出典：JET 

 

1.5 プロジェクト実施体制 

プロジェクト開始時のプロジェクト実施体制図を図 1.5.1 に示す。プロジェクト開始後、TSOC の

組織体制が整わないことから、暫定的に図 1.5.2 に示す通り、TSOC を本プロジェクトの管理調整

役の立場から他の機関と同様にプロジェクトメンバーの 1 つとする形とした。2022 年 10 月に TSOC

に新たな Director が就任したことから、第 4 回 JCC にて図 1.5.3 に示す通り、プロジェクトマネー

ジャー（Project Manager：以下、「PM」と言う。）を TSOC の Director とした。 

 

注：EXAT=タイ高速道路公社 (Expressway Authority of Thailand), MFA=外務省 (Ministry of Foreign Affairs), OPS=事務

次官局 (Office of Permanent Secretary), SRT=タイ国鉄 (State Railway of Thailand), TICA=タイ国際協力機構 (Thailand 
International Cooperation Agency) 

出典：JET 

図 1.5.1 プロジェクト実施体制図（プロジェクト開始時） 
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出典：JET 

図 1.5.2 プロジェクト実施体制図（第 2 回 JCC での変更） 

 

出典：JET 

図 1.5.3 プロジェクト実施体制図（第 4 回 JCC での変更） 

プロジェクトメンバーを表 1.5.1 から表 1.5.2 に示す。 

表 1.5.1 タイ側メンバー 

所属 氏名 担当 

MOT 
1 Permanent Secretary, MOT Dr. Chayatan Phromsorn Project Director / Chairman 

of JCC 
2 Deputy Permanent Secretary, MOT 

Director of TSOC (from the beginning 
Mr. Anon Luangboriboon Project Manager (from the 

beginning of the project to 
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of the project to Sep 2022) Sep 2022) 
3 Deputy Permanent Secretary, MOT Mr. Pisak Jitviriyavasin Vice Chairman of JCC 

4 Deputy Permanent Secretary, MOT 
Director of TSOC (from Mar 2024 to the 
end of the project) 

Mr. Wittaya Yamuang Project Manager (from Mar 
2024 to the end of the 
project) 

5 Principal Advisor on Land Transport 
Economics  
Director of TSOC (from Oct 2022 to Feb 
2024) 

Dr. Chakree Bumrungwong Project Manager (from Oct 
2022 to Feb 2024) 

TSOC 
6 Advisor Mr. Sujin Mungnimit Chairman of WG1 / 

Member of WG 2, 3 and 4  
7 Computer Technical Officer, Senior 

Professional Level 
Mr. Adisorn Kasempannarai Member of WG 1 

8 Plan and Policy Analyst, Practitioner 
Level 

Ms. Nuttaya Panjamaphon  Member of WG 1 

9 Plan and Policy Analyst, Practitioner 
Level 

Mr. Theeraphat 
Luangpongrat 

Member of WG 1 

10 Statistician Mr. Kitti Anusin Member of WG 1 
11 Statistician Ms. Romrat Khampantip Member of WG 1 
12 Policy and Plan Analyst Mr. Wittawat 

Phongklawkam 
Member of WG 1 

13 Policy and Plan Analyst Ms. Maneerat Sappol Member of WG 1 
14 Civil Engineer Mr. Jettaphat Phum-ampa Member of WG2 and 3 
15 Civil Engineer Mr. Passagon Pun-ngam Member of WG2 and 3 
16 Civil Engineer Ms. Mayurachat Vichaikul Member of WG 4 
17 Public Relations Officer Ms. Nattamon Udomporn Member of WG 4 
DOH 
18 Deputy Director of Bureau of Highway 

Safety 
Mr. Jakraphop 
Watcharamontien 

Chairman of WG 2 

19 Director of Safety Standard Section, 
Bureau of Highway Safety 

Mr. Thawatchai Saengrath Member of WG 2 

20 Civil Engineer, Expert Level Dr. Songrit Chayanan Member of WG 1 
21 Civil Engineer, Senior Professional 

Level 
Mr. Apivat Jotisankasa Member of WG 1 

22 Statistician, Senior Professional Level Ms. Somsuda Kraisingsom Member of WG 1 
23 Civil Engineer, Professional Level Mr. Chaiwut 

Karnjanasuntisuk 
Member of WG 2 

24 Civil Engineer Mr. Chakron Chaorai Member of WG 2 
25 Civil Engineer Mr. Eakkalak Boonchu Member of WG 2 
DRR 
26 Director Bureau of Traffic Safety Mr. Sasawat Pooripussarakul Chairman of WG 3 
27 Director of Monitoring and Evaluation 

Group 
Mr. Phromchat Chuathong Member of WG 1 

28 Civil Engineer, Practitioner Level Mr. Pongsatorn 
Ngowkarnjananak 

Member of WG 1 

29 Head of Traffic Engineering Division Mr. Santiparp Siriyong Member of WG 3 
30 Civil Engineer, Professional Level Mr. Khajonsak Jermprapai Member of WG 3 
31 Civil Engineer, Practitioner Level Mr. Pitcha Wachiropathum Member of WG 3 
DLT 
32 Director of Land Transport Safety 

Bureau 
Mr. Titipat Thaijongrak Chairman of WG 4 

33 Chief of Transportation Safety Planning 
Group 

Ms. Kobkul Intharat Member of WG 1 

34 Transport Technical Officer, Practioner Ms. Sujintra Pancharoen Member of WG 1 and 4 
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Level 
35 Senior Transport Techinical Officer Ms. Jiraporn Jittawin Member of WG 1 
36 Transport Technical Officer, 

Practitioner Level 
Mr. Montakan Boonsriwong Member of WG 1 

37 Transport Technical Officer, Practioner 
Level 

Mr. Thanawit Ratidet Member of WG 1 

38 Chief of Transport Safety Promotion 
Group 

Mrs. Wilawon Kanthothong Member of WG 4 

39 Chief of the Driving License and 
School Standard Division 

Ms. Nisakorn Chartsiri Member of WG 4 

40 Transport Technical Officer 
(Professional Level) 

Mr.  Tanyawee Churdchoo Member of WG 4 

ICTC 
41 Computer Technical Officer, 

Professional Level 
Mr. Sumate Vanaleesuksun Member of WG 1, 2, 3 and 4 

42 Computer Technical Officer, 
Professional Level 

Mr. Nopadol Jongcharoen Member of WG 1, 2, 3 and 4 

43 Computer Technical Officer, 
Professional Level 

Ms. Aompilai Manorat Member of WG 1, 2, 3 and 4 

OTP 
44 Plan and Policy Analyst, Professional 

Level 
Ms. Usanisa Jikyong Member of WG 1 

45 Plan and Policy Analyst, Practitioner 
Level 

Ms. Chadaporn Sookjam Member of WG 1 

RTP 
46 Commander of Highway Police 

Division 
Pol. Maj. Gen. Ekkaraj 
Limsakkas 

Member of WG 2 

47 Deputy Commander of Highway Police 
Division 

Pol.Col. Suksawat 
Koosittiphol 

Member of WG 2 

48 Superintendent of Traffic Planning  Pol. Col. Suriyan 
Vinitmontri 

Member of WG 1, 2, 3 and 4 

49 Superintendent of Information and 
Communication Technology 
Management 

Pol. Col. Atsadang Muangsri Member of WG 1, 2, 3 and 4 

出典：JET 

表 1.5.2 JICA 専門家チームのメンバー 

所属 氏名 担当  
1 株式会社アルメック 高木 通雅 業務主任者/交通安全計画・政策

(1) 
 

2 株式会社アルメック 西野 健 副業務主任者/交通安全計画・政

策(2) 
 

3 株式会社オリエンタルコンサルタ
ンツ 

入江 哲之 交通事故データベース及びマクロ

分析 
 

4 株式会社オリエンタルコンサルタンツグ

ローバル 
松沼 毅 交通事故詳細分析  

5 株式会社アルメック 
（株式会社交通運用エンジニアリング） 

深澤 秀行 交通事故捜査  

6 株式会社アルメック 
（株式会社交通運用エンジニアリング） 

井上 清次 交通事故捜査(2) 2023 年 4 月か

ら参画 
7 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 大畑 長 道路交通工学  
8 日本工営株式会社 後岡 寿成 交通安全教育  
9 株式会社アルメック 稲垣 奈摘 研修計画・運営/住民参加  
10 株式会社アルメック ROY ANANYA 研修計画・運営/住民参加(2) 2022 年 6 月

20 日から参画 
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11 株式会社アルメック 
（株式会社交通運用エンジニアリング） 

村山 𠮷永 交通規則・取締り(1)  

12 株式会社アルメック 岩本 あき子 交通規則・取締り(2)  
13 株式会社アルメック 

（合同会社ふれあいライフ）） 
田中 顕士郎 運転免許制度  

14 株式会社アルメック 大野 学 交通運行管理  
15 日本工営株式会社 酒井 由紀子 啓発・PR 2022 年 3 月

31 日まで参画 
16 日本工営株式会社 林 遼平 啓発・PR 2022 年 4 月 1

日から参画 
17 株式会社アルメック 

（公益財団法人交通事故総合分析セ

ンター） 

西田 泰 事故データ運用管理  

18 株式会社アルメック 
（首都高速道路株式会社） 

中島 寛崇 道路安全管理 2022 年 4 月

30 日まで参画 
19 株式会社アルメック 

（首都高速道路株式会社） 
大村 陽 道路安全管理 2022 年 5 月 1

日から参画 
20 株式会社アルメック タンサワット･ 

ティティワッチ 
コロナ禍におけるプロジェクト運
営/業務調整 

 

21 株式会社アルメック 
（補強：日本大学） 

福田 敦 組織設立支援 2022 年 9 月 1
日から参画 

出典：JET 
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第 2 章 業務工程 

2.1 業務の実施工程 

当初の計画ではプロジェクト期間は 2020 年 12 月から 3 年間であったが、新型コロナウイルス感

染症の影響により第 1 年次の活動が遅れていることから、2021 年 11 月 25 日に開催した第 2 回

JCC にて、第 1 年次の活動期間とプロジェクト全体の活動期間を 6 ヶ月間延長することを合意し

た。業務の実施工程を表 2.1.1 に示す。 

表 2.1.1 業務の実施工程表 

 

出典：JET 

 

2.2 要員計画・実績 

要員計画・実績表を表 2.2.1 に示す。 

 

0 全体

1 Improvement of reliability and utilization of New-TRAMS

2 Development and implementation of the countermeasures for safer road engineering on National Highways and /or Expressway

3 Implementation of comprehensive road safety programs on the Rural and/or Local Roads

4 Improvement of land transport administration for road safety on driver licensing and operation management of commercial vehicles 

4-5 Collection and analysis of traffic accident data of commercial vehicles
4-6 Assistance of MOT to supervise operation management of commercial vehicles

4-1 Review and improvement of licensing system
4-2 Development of training materials
4-3 Encouragement of the acquisition of motorcycle license in the pilot area
4-4 Proposal of re-education program for traffic offenders and license renewers

3-3 Preparation of comprehensive road safety programs
3-4 Assist the MOT  for implementation of the pilot projects
3-5 Development of monitoring and evaluation method for the pilot projects

Assist the MOT  for implementation of the pilot projects
2-5 Effectiveness evaluation for the pilot projects
2-6 Prepare a road safety engineering manual

3-1 Select pilot areas
3-2 Identification of high risk spots and risk behaviors through the participatory approach

1-7 Review of function of TSOC and proposal of action plan of TSOC

2-1 Collection of traffic accident data on National Highway and Expressway
2-2 Identification of black sport and selection of pilot road section
2-3 Preparation of the improvement plans for the pilot project
2-4

Training of traffic accident investigation for MOT and others
1-4 Improvement of reliability of New-TRAMS in Pilot Area
1-5 Capacity improvement of accident analysis
1-6 Issue of quarterly and annual traffic accident report

8 Training in Japan
9 Report

1-1 Review of New-TRAMS
1-2 Formulation of a framework of traffic accident investigation
1-3

JCC
5 Working Groups
6 Monitoring
7 Seminar

5 6

1 Prepare a Draft of Work Plan
2 Confirm the Work Plan
3 Confirm Main and Deputy Project Mamagers and C/P staff
4

11 12 1 2 3 45 6 7 8 9 1011 12 1 2 3 45 6 7 8 9 1011 12 1 2 3 45 6 7 8 9 10
2022 2023 2024

12 1 2 3 4

The 1st Year The 2nd Year The 3rd Year
# 2021
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表 2.2.1 要員計画・実績表 

 
出典：JET 

現地 国内 現地 国内 現地 国内 現地 国内

555555 555 555 555555 55 555555 555 5555 555
10/27~11/3 10/15-21 6/15-22

10/4~21 3/17~4/1 5/24~6/12 9/3~21 12/3~18 5/4~6/5 7/8-23 8/27~9/15 12/14-22 5/6-17

555555 555 555555 555555 555555 555555 555555 555555

2/12~3/13 5/5~14 11/6~23 3/1~6 6/8~23 8/15~9/13 11/29~12/18 1/13~18 3/20,21,22,30~4/5 7/5-21 10/16-11/3 1/11-20 3/11-29 6/3-27
11 1 11

555555 555555 555555 555555 5555 5555 5555 55552 5555 555 555
6/16-17,20-22

4/30~5/29 11/21~12/20 2/1,2/8~3/1 5/4~31 9/1~28 12/4~21 3/14~4/2 6/19~7/8 10/9-20,26-11/1 1/10-27 3-3-7,3/28-4/4

1111

55555 555555 55555 555555 5553 5555 5555 555 555 555
1/7-2/1

6/1~30 10/25,'11/1~23 4/21~5/6 8/29~9/18 1/9~2/1 5/10~31 9/18-29 12/14-22 2/26-3/6 6/16-17,20-22
111111

555555 555555 55553 5557 555 555555

2/22~3/23 6/15~7/13 11/8~30 2/15~3/4 6/10~28 5/6-12
111

555555 555555

6/5~28 4/16-30

555 555555 555555 555555

10/25,'11/1~23 8/29~9/27 5/21~6/12 11/27-12/12 1/22-2/2

555 555555 555555 555555 55555 55555 55555 555555 555

5/11~6/10 11/1~30 3/10~4/1 6/15~7/13 11/1~30 2/1~24 5/18~6/26 9/26~10/25 4/18-5/17
11111

5555551 554 555555555 555555 555555

5/13~6/12 10/31~11/13

555

11/3~18

555555 555555 555555 555555 555555 555555 555

2/22~3/23 6/15~7/13 11/1~30 2/28~3/10 6/5~28 4/16-30
111

555555 555555 555555 555555 55555 5555 555 555

2/22~3/23 6/15~7/10,7/26 11/1~30 2/13~3/10 5/18~6/30 8/29~9/22 10/27-11/4, 11/26-12/22
111111

555555 555555 555555 555555 555555 555555 555555 555555
12/17-31 6/18-23

6/27,7/11~24 11/1~12/18 2/5~4/11 5/21~7/3 11/5-29 3/18-31 5/27-6/2

555555 5555 5555 5555 5555 5555 5555

10/7,10/14~11/13 5/11~6/2 9/13~10/1 2/12~25 6/22~7/8 8/27~9/8 11/19-12/2 3/3-3/16
111

555556

10/6~11/5

555555 555555 555555 554

11/5~30 6/5~26 4/17-26

55555 55555 55555 55555 55555 55555
3/16-30

6/18~7/10 11/5~27 2/4~25 6/3~24 10/14-11/4 12/2-23 2/17-3/9 5/4-17
1111

555555

2/10~3/11

555555 5555 5555 5555

9/25~10/13 3/22~4/8 8/28~9/22 12/6-21 2/26-3/22
1111

555555555555555555

12/11~1/24
5555

55 55 55
6/20-24

9/4~12 7/15-24 5/9-13

計画 2 36 39 39 0 119 25.70 35.10 35.20 96.00

実績 2 24 40 45 14 125 16.63 30.35 43.41 90.39

33 33 33 33 33 34 33
11/16~20 3/30,31 7/8,9,19~21 9/1,2 11/17~19

10/26~30 12/14~17 2/22~26 8/23~27 5/1-3 6/3-4
23

33 33 33 33 33 34 33
11/16~26 1/25~29 7/26~28

10/19~23 12/21~25 6/22~25 8/23,24 1/22-26 4/1-5 5/22,28
32

334 0 334 444 42 42
1/7,8,25~27 3/10~12,26,30 7/7,14,20,26 9/8~21 11/8 1/25 3/14

2/15~19 4/8,9,21,22 6/10~30 8/5,11,19 10/5,8 6/8 8/16~18 3/1

42 444 42 42
1/13,20,27 3/11~30 5/7~27 7/14,29 9/1~21 1/12,19 3/30

2/4,8,18 4/8~29 8/5,18,23 12/16,21 12/11-13,25-27 3/25-28

444
1/5~8 5/7,19 7/2,19,28 9/21 4/19,24~26

3/6,7 2/2,7,14,16 5/1,2

444 442 442 442
3/1~22 5/7,25 7/14,29 9/1,15 13,14 2/13-15,19-21,26-28

4/5,30 6/10,25 8/6,19 10/6 12/8,21 16,21,22 1/9-12,15-19

433 433 444
1/25~27 3/29~31 5/6~7 7/14,19 9/14,21

2/9~25 4/1~20 6/18,24,25 8/6,23 10/14,20,29 12/3,7 7 12

442 455 55 2/2,7,21,22,26,29
11/13,25,26,30 1/22,27 3/29,30 1/7,18 3/15,16,31 9/22,26 11/1,2,27 1/22-26, 30 6/4-7,10-13

10/19~23 12/7~10 2/22,24,25 4/6,7 8/10,11 12/17,23 2/21,25 4/22 8'15,22,29 10/11,13,16,212/5-8,12,13,19,20
32

22 33 本邦

444
1/5~8 5/7,19 7/2,19,28 9/21

3/15,16

444
1/5~8

4/1,4~8

334 334
3/3~5 5/20~28

2/15~19

334 334
1/26,27 3/3~5 5/7,19~21 7/8

2/15~19 4/30 6/14~30 11/4,7,8
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第 3 章 全体に係る活動 

3.1 活動の概要 

プロジェクト全体に係る活動として、ワークプランの作成、主副プロジェクトマネージャーおよびカ

ウンターパート（Counterpart：以下、「C/P」という。）職員の選定、JCC の開催、プロジェクトのモニタ

リング、セミナーの実施、本邦研修を行った。また、本プロジェクトでは、プロジェクト調整会議

（Project Coordinating Group: 以下、「PCG」という。）を設置し、活動進捗の共有、重要事項の協

議、意見交換を行った。ここではこれら全体に係る活動について記載する。 

 

3.2 ワークプラン（案）の作成および確定 

プロジェクト開始直後に、MOT の各機関及び RTP にワークプラン（案）を説明し、本プロジェクト

の内容について合意を得た。2021 年 5 月 7 日に開催した第 1 回 JCC にて承認された。 

 

3.3 主副 PM および C/P 職員の確定 

本プロジェクトの主副 PM 及び C/P 職員は、2021 年 5 月 7 日に開催した第 1 回 JCC でタイ側か

ら発表された。本プロジェクトの 2020 年 3 月 23 日付け RD では、PM は MOT の Deputy Permanent 

Secretary、副 PM は TSOC の Director とされていたが、TSOC の Director は MOT の Deputy 

Permanent Secretary であったため、PM が副 PM を兼務することでプロジェクトが開始された。 

2022 年 9 月末に MOT の Director を務めていた Deputy Permanent Secretary が定年退職になっ

たが、同年 10 月に TSOC の Director が任命されたため、Deputy Permanent Secretary に代わり、

TSOC の Director が本プリジェクトの PM 及び副 PM を務めることで、2023 年 1 月に開催した第 4

回 JCC で合意された。その後、2024 年 3 月に TSOC の Director の変更があり、本プロジェクトの

PM 及び副 PM の交代が生じた。 

 

3.4 JCC の開催 

JCC は、プロジェクトの進捗確認や重要事項の協議・決定を目的とする会議である。MOT の事務

次官が議長を務め、半年に 1 度を目途に開催し、プロジェクト期間中に 6 回開催した。 

表 3.4.1 JCC 一覧 

回 年月日 議題 

第 1 回 2021 年 5 月 7 日 • Work Plan の確認 

• プロジェクト実施体制およびカウンターパートの確認 

• パイロット県の確認 

• プロジェクトデザインマトリックス（Project Design Matrix：以

下、「PDM」と言う。）の効果指標の確認 

第 2 回 2021 年 11 月 25 日 • プロジェクト実施機関延長の確認 
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• プロジェクト実施体制変更の確認 

• 各成果の Action Plan の確認 

• プロジェクト全体および各成果の進捗確認 

• モニタリングシート Ver.2 の承認 

第 3 回 2022 年 6 月 9 日 • プロジェクト実施体制の変更（TSOC の位置付け） 

• プロジェクト全体および各成果の進捗確認 

• 他機関との交通事故データ共有の合意の迅速化 

• MOT 内の各機関の交通事故データ様式の統一化 

• RTP へのトレーニング実施の合意 

• モニタリングシート Ver.3 の承認 

第 4 回 2023 年 1 月 18 日 • プロジェクト実施体制の変更（TSOC の位置付けと本プロジ

ェクトの主 PM が副 PM ） 

• プロジェクト全体および各成果の進捗確認 

• 第 1 回本邦研修の概要 

• モニタリングシート Ver.4 の承認 

第 5 回 2023 年 10 月 18 日 • TSOC の設立方針 

• MOT 以外の機関との協力体制 

• PDM の効果指標における「プロジェクトで介入した地域」の

定義の確認 

• 成果 1 の New-TRAMS の改善の遅れと成果 2 のパイロット

プロジェクト実施の遅れに対する代替案の確認 

• 第 1 回本邦研修の概要 

• モニタリングシート Ver.5 の承認 

第 6 回 2024 年 6 月 21 日 • プロジェクト活動の実施内容と評価の説明 

• プロジェクト業務完了報告書の提出 

出典：JET 

 

3.5 Project Coordinating Group 会議 

本プロジェクトでは、図 3.5.1 に示す通り、JCC と各成果の Working Group（以下、「WG」という。）

の中間に、各成果の活動状況の共有や各成果に共通する事項の協議を目的に、PCG を設置し

た。TSOC の Director が議長を務め開催した。本プロジェクト期間中に 5 回開催しており、概要を

表 3.5.1 に示す。 
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出典：JET 

図 3.5.1 プロジェクトの各会議の構成 

 

表 3.5.1 PCG 会議一覧 

回 年月日 議題 

第 1 回 2020 年 12 月 23 日 • Work Plan の説明と協議 

第 2 回 2021 年 3 月 11 日 • パイロット県の選定 

• 各 WG の進捗状況の確認 

第 3 回 2021 年 4 月 26 日 • 各 WG の進捗状況の確認 

• 第 1 回 JCC での協議内容の確認 

第 4 回 2021 年 10 月 14 日 • 各 WG の進捗状況の確認 

• MOT 内での交通安全教育の役割分担 

• 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、第 1 年次とプロジェ

クト全体の活動期間延長の確認 

第 5 回 2022 年 3 月 14 日 • 各 WG の進捗状況の確認 

• PDM の効果指標の見直し 

• 第 1 回セミナーの概要 

• 第 1 回本邦研修の概要 
出典：JET 

 

  

第 1 回 PCG 会議 第 2 回 PCG 会議 

JCC 
(Chair: Permanent Secretary of MOT) 

PCG 
(Chair: Director of TSOC) 

WG1 
(Chair: TSOC) 

WG2 
(Chair: DOH) 

WG3 
(Chair: DRR) 

WG4 
(Chair: DLT) 
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第 4 回 PCG 会議 第 5 回 PCG 会議 

出典：JET 

図 3.5.2 PCG 会議の実施状況写真 

2023 年 1 月から 2024 年 3 月にかけては、PCG の代わりに Monthly Meeting と Follow Up Meeting

に改め、それぞれ毎月開催した。Monthly Meeting はタイ側 C/P からの進捗報告の場とし、Follow 

Up Meeting は TSOC と日本人専門家チームとで進捗状況や課題を協議する場として開催した。 

表 3.5.2 Monthly Meeting および Follow Up Meeting 一覧 

会議名 開催日 

第 1 回 Monthly Meeting 2023 年 1 月 11 日 

第 2 回 Monthly Meeting 2023 年 2 月 8 日 

第 3 回 Monthly Meeting 2023 年 3 月 13 日 

第 4 回 Monthly Meeting 2023 年 4 月 5 日 

第 1 回 Follow Up Meeting 2023 年 4 月 26 日 

第 2 回 Follow Up Meeting 2023 年 5 月 3 日 

第 5 回 Monthly Meeting 2023 年 5 月 10 日 

第 6 回 Monthly Meeting 2023 年 6 月 12 日 

第 3 回 Follow Up Meeting 2023 年 6 月 23 日 

第 7 回 Monthly Meeting 2023 年 7 月 12 日 

第 4 回 Follow Up Meeting 2023 年 7 月 26 日 

第 8 回 Monthly Meeting 2023 年 8 月 9 日 

第 5 回 Follow Up Meeting 2023 年 8 月 25 日 

第 9 回 Monthly Meeting 2023 年 9 月 13 日 

第 6 回 Follow Up Meeting 2023 年 9 月 28 日 

第 10 回 Monthly Meeting 2023 年 10 月 11 日 

第 7 回 Follow Up Meeting 2023 年 11 月 2 日 

第 11 回 Monthly Meeting 2023 年 11 月 6 日 

第 8 回 Follow Up Meeting 2023 年 12 月 1 日 

第 12 回 Monthly Meeting 2024 年 1 月 10 日 

第 9 回 Follow Up Meeting 2024 年 1 月 24 日 
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第 13 回 Monthly Meeting 2024 年 2 月 8 日 

第 10 回 Follow Up Meeting 2024 年 3 月 1 日 

 

3.6 成果 1～4 の Working Group の開催 

本プロジェクトでは、図 3.5.1に示す通り、4つの成果それぞれにWGを設置した。WG1はTSOC、

WG2 は DOH、WG3 は DRR、WG4 は DLT が議長を務め、WG 単位で活動を行った。各 WG の

活動内容については、第 4 章から第 7 章に記載する。 

 

3.7 パイロット県の選定 

タイ国の省庁は、縦割り組織で部署間の連携がうまく図られていないことが多いと言われている。

本プロジェクトには、MOT 内の TSOC、ICTC、OTP、DOH、DRR、DLT と多くの部署が参加してお

り、今後交通安全分野の事業を行う際には連携して実施することが求められる。そのため、複数の

部署が連携して意思決定をすることを実践するため、PCG の中での協議を通じてパイロット県を選

定した。 

パイロット県の選定は、各年次のパイロット事業のテーマを設定しそれを基にショートリストを作成

し、ショートリストに入った県を対象に、階層化意識決定法（Analytic Hierarchy Process：以下、

「AHP」という。）により選定した。ショートリストの選定基準とショートリストされた県を表 3.7.1 に示す。 

表 3.7.1 ショートリストの選定基準とショートリスト県 

項目 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 

テーマ 重大事故 二輪車事故 道路利用者の行動と交通

安全教育 

ショートリスト県の

選定基準 

• Black Spot が多い上位

10 県 

• バンコクから 200km 圏内 

• 人口当たりの二輪車事

故件数が多い上位 10 県 

• バンコクから 200km 圏内 

• 人口当たりの交通事故

件数が多い上位 10 県 

• 全国 

ショートリスト • Nakhon Ratchasima 県 

• Suphan Buri 県 

• Nakhon Sawan 県 

• Kanchanaburi 県 

• Nakhon Ratchasima 県 

• Suphan Buri 県 

• Nakhon Sawan 県 

• Nakhon Ratchasima 県 

• Chon Buri 県 

• Suphan Buri 県 

• Tak 県 

• Ayutthaya 県 

• Chiang Mai 県 

• Surat Thani 県 

• Pathum Thani 県 

• Samut Sakhon 県 

• Songkhla 県 

出典：JET 
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ショートリストされた県を対象に、DOH、DRR、DLT にアンケート調査を行い、表 3.7.2 に示す選

定基準の重みづけ及びショートリストされた県の評価を行った。評価結果を表 3.7.3 から表 3.7.5

に示す。第 1 年次は、Suphan Buri 県が評価順位 1 位となったが、DRR が同県でのパイロット事業

の予算を確保することが難しいため、協議の結果、第 2 位となった Nakhon Ratchasima 県をパイロ

ット県とした。第 2 年次と第 3 年次は、評価順位第 1 位となった Suphan Buri 県と Samut Sakhon

県をそれぞれパイロット県とした。このため、表 1.3.1 に示す 3 つの県が各年次のパイロット県とし

て選定された。 

表 3.7.2 AHP での選定基準 

選定基準 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 

緊急性 県内の Black Spot の数 県内の人口当たりの二輪車

事故件数 

県内の人口当たりの交通事

故件数 

必要性/注目度 県の人口 県の人口 県の人口 

効果 各部局の県事務所の体制

及び能力 

各部局の県事務所の体制

及び能力 

各部局の県事務所の体制

及び能力 

出典：JET 

 

表 3.7.3  AHP による第 1 年次のパイロット県の評価結果 

対象県 

（ｼｮｰﾄﾘｽﾄ） 

選定基準 
評価 

評価

順位 Black Spot の数 人口 事務所の体制と能力 

選定基準の重み 0.209 0.069 0.723   

Suphan Buri 0.082 0.011 0.208 0.301 1 

Nakhon Ratchasima 0.055 0.033 0.181 0.269 2 

Nakhon Sawan 0.059 0.013 0.190 0.262 3 

Kanchanaburi 0.012 0.011 0.145 0.168 4 
出典：JET 

 

表 3.7.4  AHP による第 2 年次のパイロット県の評価結果 

対象県 

（ｼｮｰﾄﾘｽﾄ） 

選定基準 

対象県 
選定

基準 
人口当たりの二輪

車の事故件数 
人口 事務所の体制と能力 

選定基準の重み 0.364  0.084  0.552    

Suphan Buri 0.213  0.016  0.216  0.444  1  

Nakhon Sawan 0.089  0.020  0.190  0.298  2  

Nakhon Ratchasima 0.062  0.049  0.147  0.258  3  
出典：JET 
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表 3.7.5  AHP による第 3 年次のパイロット県の評価結果 

対象県 

（ｼｮｰﾄﾘｽﾄ） 

選定基準 

評価 
評価

順位 
人口当たりの事故

件数 
人口 事務所の体制と能力 

選定基準の重み 0.371  0.088  0.541    

Samut Sakhon 0.077  0.004  0.060  0.142  1  

Suphan Buri 0.049  0.006  0.063  0.118  2  

Chiang Mai 0.033  0.012  0.072  0.117  3  

Chon Buri 0.034  0.011  0.066  0.111  4  

Ayutthaya 0.053  0.006  0.052  0.110  5  

Nakhon Ratchasima 0.021  0.018  0.058  0.097  6  

Tak 0.039  0.005  0.043  0.087  7  

Songkhla 0.021  0.010  0.043  0.074  8  

Surat Thani 0.020  0.007  0.046  0.073  9  

Pathum Thani 0.024  0.008  0.037  0.070  10  

出典：JET 

 

3.8 モニタリングの実施 

本プロジェクトでは JCC の開催と合わせて、半年毎を目途にモニタリングを実施しており、変更点

等を表 3.8.1 に示す。PDM の効果指標について JCC にて協議し、関係者との協議により一部変

更を行った。 

表 3.8.1 モニタリングシートの変更及び確認内容 

確認日 変更箇所 

第 1 回 JCC • 成果 2、成果 3、成果 4 の効果指標を設定 

• 成果 1 の効果指標の内、「1-3 X ヶ所の詳細事故分析を行う」を「1-3 二輪車事

故を含む 6 ヶ所の詳細事故分析を行う」に変更 

第 2 回 JCC • 成果 1 の効果指標を設定 

第 3 回 JCC • 成果 1 の効果指標の定義の明確化 

第 4 回 JCC • 変更はない 

第 5 回 JCC • プロジェクト目標の効果指標の「プロジェクトで介入した地域」の定義の確認 

第 6 回 JCC • 効果指標の達成状況の確認 

出典：JET 

 

3.9 セミナーの開催 

第 1 回セミナーは、新型コロナウイルス感染症の対策のため、2022 年 9 月 9 日（金）にバンコク

市内の Royal Princess Larn Luang にて、オンライン併用で開催した。参加者は、会場から 70 人、

オンラインで 230 人であった。参加者の大半は、本プロジェクトの C/P 機関である DOH、DRR、
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DLT の職員で、特にオンラインでは地方事務所の職員が参加した。 

  

第 1 回セミナー：開催風景 第 1 回セミナー：主要メンバーによる集合写真 

図 3.9.1 第 1 回セミナーの写真 

参加者に対してセミナーの内容に関してアンケートを行い、51 人から回答を得た。セミナー全体

の内容について 5 段階での評価を行ったところ、上位 2 段階で 96％を占めた。また、参加者の業

務の観点から興味のある成果について問いたところ、4 つの成果にほぼ均等に分かれた。 

 

  

セミナーの内容についての評価 参加者の業務の観点から興味のある成果 

図 3.9.2 セミナー参加者へのアンケート結果 

 

また、以下のように一つの事故データベースの必要性、住民協力の必要性、交通安全教育の機

会の増加等、本プロジェクトで実施している活動に同調する意見が見られた。高校生向け二輪車

講習については、目標値が高いとの意見があった。これらを C/P と共有し、今後の活動への参考

にする。 

• Accident data should come from a single source and must follow one standard. 

• The target number of 700,000 high school students per year participating in the safe driving 

training course is quite high. 

• Community cooperation is needed. 
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• Thai citizens are not given traffic safety education on a regular basis. A more frequent education 

program is needed. 

 

関係機関にプロジェクトの成果を共有することを目的に、第 2 回セミナーを 2024 年 6 月 17 日

（月）にバンコク市内の Royal Princess Larn Luang にて、オンライン併用で開催した。参加者は、会

場から 50 人、オンラインで 30 人であった。参加者の大半は、本プロジェクトの C/P 機関である

MOT、TSOC、ICTC、DOH、DRR、DLT、RTP の職員であった。議事次第と写真を以下に示す。 

表 3.9.1 第 2 回セミナーの議事次第 
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開催風景 主要メンバーによる集合写真 

図 3.9.3 第 2 回セミナーの写真 

 

3.10 本邦研修の実施 

2021 年度及び 2022 年度の本邦研修は、新型コロナウイルス感染症の影響から実施しないことと

し、2023 年 11 月および 2024 年 5 月に開催した。2023 年 11 月に実施した第一回本邦研修の概

要、および 2024 年 5 月に実施した第二回本邦研修の概要は、下表に示すとおりである。 

表 3.10.1 第一回本邦研修の概要 

目的  日本における交通安全の対策や各関係機関の活動について学び、プロジェクトで実

施している各種活動、特に①事故データ収集及び分析、②3E アプローチの工学的

部分、③住民参加を通じた PDCA サイクルの実施について理解を深め、タイ国の交

通事故死者数削減に向けた実際的なスキルを習得する。 

 研修期間中に他組織からの参加者との議論を通じ、交通安全の実現に必要とされる

関係機関の連携方法について検討する。 

期間 2023 年 11 月 8 日（水）～11 月 21 日（火） 13 泊 14 日 

（2023 年 10 月 31 日（火）、11 月 1 日（水）、11 月 2 日（木）に事前オンライン講義を実

施） 

研修員 TSOC（1 名）、ICTC（2 名）、DLT（2 名）、DOH（2 名）、DRR（2 名）の計 9 名 

内容（講師また

は訪問先） 

 道路安全診断の取組み（日本大学小早川教授） 

 ビッグデータの市道への適用・活用した取組み（船橋市） 

 幹線道路対策の視察（国道 357 号千葉市役所付近交差点、国道 14 号千葉西警察

署付近交差点、国道 51 号成田市並木交差点付近） 

 事故データの可視化に関するワークショップ 

 生活道路対策の視察（習志野台 8 丁目、薬園台高校付近） 
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 交通事故データ収集・分析（交通事故総合分析センター） 

 幹線道路の事故対策の講義（古木氏）・視察（上尾道路、さいたま市におけるゾーン

30 プラスおよび事故ゼロプランの取組み） 

 

表 3.10.2 第二回本邦研修の概要 

目的  我が国における交通安全の対策や各関係機関の活動について学び、プロジェクトで

実施している各種活動のうち、特に運転免許制度と運行管理について理解を深め、

タイ国の交通事故死者数削減に向けた実際的な知識・スキルを習得する。 

 研修期間中に他組織からの参加者との議論を通じ、交通安全の実現に必要とされる

関係機関の連携方法について検討する。 

期間 2024 年 5 月 15 日（水）～5 月 29 日（水） 14 泊 15 日 

（2024 年 5 月 13 日（月）および 5 月 14 日（火）に事前オンライン講義を実施） 

研修員 TSOC（2 名）、ICTC（1 名）、DLT（6 名）、OTP（1 名）の計 10 名 

内容（訪問先）  事業用車両の安全運行にかかる診断・講習（独立行政法人自動車事故対策機構） 

 物流事業者による運行管理業務 (1) （青葉運輸株式会社船橋営業所） 

 トラック協会による運行管理（公益社団法人全日本トラック協会） 

 バス事業者による運行管理 (2) （東京空港交通株式会社羽田運行事業所） 

 物流事業者による運行管理 (2) （西鉄物流株式会社成田支店） 

 物流事業者による運行管理 (3) （結城運輸倉庫株式会社五井営業所） 

 企業および個人向けの安全運転講習（交通教育センターレインボー埼玉） 

 自動車教習所における教習・技能検定等の現状 (1) （レインボーモータースクール

和光） 

 自動車教習所における教習・技能検定等の現状 (2) （スマートドライバースクール所

沢中央） 

 バス事業者による運行管理 (2) （京王バス株式会社府中営業所） 

 運行管理における ICT の活用（矢崎総業株式会社） 

 事業用自動車のデータ詳細分析（公益財団法人交通事故総合分析センター） 
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3.11 プロジェクト広報の実施 

3.11.1 プロジェクト概要パンフレット 

プロジェクト目標、成果 1～4 の説明、パイロットプロジェクトの概要、組織図、スケジュールをまと

めたパンフレットを、タイ語、英語の 2 種類作成した。主に JCC 参加者、大学、その他関係者への

説明資料として配布した。 

  

出典：JET 

図 3.11.1 プロジェクトパンフレット 

 

3.11.2 セミナー開催時の広報 

第 1 回プロジェクト進捗報告セミナーの開催にあたって、広報物（フライヤーおよび案内看板）

を作成し、関係者への周知を行った。 

      

図 3.11.2 セミナーフライヤーと会場設置看板 
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3.11.3 プロジェクト活動状況の日常的な広報 

(1) Facebook ページ（JET 及び TSOC） 

本プロジェクトの Facebook ページ（https://www.facebook.com/Road.Traffic.Safety.Thailand）及び

TSOC 独自の Facebook ページ（https://www.facebook.com/profile.php?id=100069022156073）に

おいて、JET 及び TSOC 等タイ側関係機関が合同で実施した現地での活動状況を公開し、市民

への広報を実施した。 

   

出典：JET 

図 3.11.3 TSOC の Facebook ページにおけるセミナー開催状況の広報（右図） 

(2) プロジェクトウェブサイト 

更なる情報発信や情報共有のため、プロジェクトのウェブサイト（PC 版、モバイル版）を開設およ

び公開した。本プロジェクトの概要や直近のイベント予定に加えて、タイにおける交通ルール等の

基礎知識に関する情報を発信した。 

 
出典：JET 

図 3.11.4 プロジェクトウェブサイト（開設中） 
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3.11.4 パイロットプロジェクトの広報 

各成果のパイロットプロジェクト実施時にも個別の広報活動を行った。 

成果 2 では、活動 2-4 に記載の通り Prachin Buri 県のパイロットプロジェクトに際して、安全啓発

の広報活動を実施した。成果 3 では、パイロットプロジェクトでの交通安全キャンペーンにて、ドラ

イバーの行動変容を促すためのスローガンやチラシを作成した他、学生の参加による安全啓発活

動を実施した。活動内容については、各成果の活動に記載する。 

 

3.12 プロジェクト完了報告書の作成 

プロジェクト全期間の活動内容とプロジェクト目標の達成度と伴わせて、今後の類似プロジェクト

での活用を想定し、実施運営上の工夫や課題・教訓を取りまとめた。報告書の内容については、

タイ側に説明し、合意を得た上で、JICA タイ事務所に提出した。 
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第 4 章 新交通事故管理システム（New-TRAMS）の信頼性及び利用状況の改善（成

果１） 

4.1 概要 

成果 1 では、PDM において、7 つの活動の実施が計画されており、表 4.1.1 に示す効果指標が

設定されている。 

表 4.1.1 成果 1 の効果指標 

1-1. 道路交通事故死亡者数について、New-TRAMS と MOPH データの差異が 10％以内で

維持される。 

1-2 道路交通事故死亡者数に加え、New-TRAMS は事故現場、事故パターン、衝突図、運

転手行動などの必要項目を網羅する。 

1-3 二輪車事故を含む詳細事故分析が 6 件実施される。 

 

4.2 協議実績 

TSOC を議長とし、ICTC、OTP、DOH、DRR、DLT 及び RTP と WG1 会議を 14 回開催した。ま

た New-TRAMS の現状確認のため、交通事故データを保有する保険会社（Road Accident 

Victims Protection Company Limited：以下、「RVP 社」と言う。）や MOPH 等との外部機関との個

別協議を実施した。 

その他、2021 年 7 月より、TSOC 職員の能力強化を目的とし、TSOC の WG1 担当職員と JET の

WG1 担当者で Weekly Meetingを継続的に実施した。WG1 会議、各機関との協議実績を表 4.2.1

に示す。 

表 4.2.1 成果 1（WG1）に係る協議実績一覧 

年月日 会議名/相手機関 内容 

2020 年   
2020 年 11 月 13 日 TSOC との個別協議 • TSOC の役割と体制の確認 
2021 年 1 月 27 日 第 1 回 WG 

（WG1,2,3,4 の合同） 
• 各 WG の実施内容とスケジュールの説明 
• 各 WG 議長の確認 
• 次回 WG の日程確認 

2021 年 2 月 15 日 第 2 回 WG1 • タイの事故データベース（New-TRAMS）の現状 
• 日本の近年の事故発生状況 

2021 年 3 月 26 日 第 3 回 WG1  タイの事故データマネジメント（DOH、DRR、DLT）の
概要 

 日本の事故データマネジメントの紹介 
2021 年 4 月 1 日 RTP (Bang Yi Khan 

Police Station) ヒアリン
グ 

 交通事故捜査の実施方法 
 交通取締りの実施方法 

2021 年 4 月 30 日 RTP との個別協議  日本の警察官の活動 
2021 年 5 月 13 日 第 4 回 WG1  ITARDA の活動内容 

 RTP の交通事故データ管理 
 New-TRAMS のデータ項目 

2021 年 5 月 18 日 DLT との個別協議  DLT 事故・免許・車両登録データベースの現状把握 
2021 年 5 月 19 日 DRR との個別協議  DRR の事故データの収集、事故調査の現状把握 
2021 年 5 月 20 日 RTP Highway Police  Highway Police における交通事故捜査活動等の現状

把握 
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年月日 会議名/相手機関 内容 

2021 年 5 月 28 日 DOH との個別協議  DOH 事故データベースの現状と New-TRAMS 活用
に向けた課題と期待の把握 

2021 年 6 月 23 日 ICTC との個別協議 • New-TRAMS システムに関する確認 
• システム管者サイドからの New-TRAMS 改善の課題

把握 
2021 年 6 月 30 日 第 5 回 WG1 会議 • 日本の警察による交通事故捜査の流れ 

• パイロット県における事故捜査の研修に関する議論 
2021 年 7 月 20 日 DOH との個別協議 • HAIMS データベースの更新 
2021 年 7 月 20 日 DOH 及び現地コンサル

タント 
• DOH が取組中の HAIMS の更新についてインタビュ

ー、意見交換 
2021 年 8 月 5 日 第 6 回 WG1 会議 • New-TREAMS のレビュー 

• パイロット県における警察への情報提供依頼 
2021 年 8 月 19 日 RVP 社との個別協議 • RVP 社の事故データについて 

• RVP 社からの New-TRAMS への更なる事故データ提
供に向けた依頼 

2021 年 8 月 27 日 RTP との個別協議 • RTP 事故データベースと New-TRAMS の情報共有 
• RTP と MOT の事故データ提供に関する覚書（MOU） 

2021 年 9 月 2 日 三井住友海上タイ支店 • タイの交通事故保険制度 
2021 年 9 月 21 日 DOH 、 DRR と の 協 議

（sub-WG1） 
• 事故報告書の衝突類型（Accident code） 
• 共通事故報告書について 

2021 年 10 月 8 日 RVP 社との協議 sub-
WG1） 

• New-TRAMS の現状紹介 
• RVP 社の事故データベースから追加項目の提供依

頼、MOU 更新の必要性について 
2021 年 10 月 8 日 第 7 回 WG1 会議 • MOPH の事故データベースに関する実施中取組の紹

介 
• MOPH への TSOC の取組状況の紹介 

2021 年 11 月 23 日 TSOC アドバイザー打合
せ 

• TSOC アドバイザーとの WG1 活動に係るアクションプ
ラン、JCC 資料の確認 

2021 年 11 月 25 日 ICTC との個別協議 • ICTC の新しいダイレクター及び担当者への事故デー
タベースに関する改善活動への協力依頼 

2 年次   
2021 年 12 月 3 日 ICTC との個別協議 • New- TRAMS データの道路別整理の依頼 

• データスクリーニングについて 
2021 年 12 月 3 日 DLT との個別協議 • B-TAIMS（DLT 事故データ）について 

• 車 両 登録、免許登録データとの連携可能性 
2021 年 12 月 7 日 DRR との個別協議 • 事故記録調書の基本データ項目について 

• 重複データスクリーニングの現状 
2021 年 12 月 8 日 DOH との個別協議 • 事故記録調書の基本データ項目について 

• 重複データスクリーニングの現状 
2021 年 12 月 15 日 RVP との個別協議 • RVP 社の提供データの現状確認 

• 継続的データ提供のための MOU 締結の進め方につ
いて 

2021 年 12 月 15 日 DOH との個別協議 • プロジェクト評価指標に関する意見交換 
2021 年 12 月 16 日 第 8 回 WG1 会議 • New-TRAMS 現状データとマクロ分析 

• 基本データ項目（案） 
2022 年 1 月 12 日 パスコ社との打合せ • パスコ社の TSOC 対する事故データベース等の提案 
2022 年 2 月 17 日 保健省及び NIEM （国 

家救急医療機関）との
意見交換 

• 現状 New-TRAMS に提供されている保健省データの
確認 

• 事故データスクリーニングのための個人情報の提供に
ついて（ナンバープレート、個人 ID 番号等） 

2022 年 2 月 23 日 TSOC アドバイザー打合
せ 

• TSOC 及び RTP との協議予定について確認 

2022 年 2 月 24 日 DLT 情報部局（ICTC） 
との協議 

• 当該 JICA プロジェクトの概要説明 
• 日本の事故データベースにおける車両登 
• 録、運転免許データの統合状況の説明 
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年月日 会議名/相手機関 内容 

• New-TRAMS と DLT 管理の車両登録、運転免許デ
ータの連携に向けての議論 

2022 年 2 月 25 日 第 9 回 WG1 会議 • PDM の評価指標について（上位目標、プロジェクト目
標、成果１） 

• アクションプランに基づく WG1 活動の現状共有 
2022 年 3 月 9 日 RTP との個別協議 • RTP の本プロジェクトへの協力依頼 
2022 年 4 月 4 日 RTP との個別協議 • 交通警察の現状についての共有及び 

• 今後のトレーニング活動に関する方針検討 
2022 年 5 月 10 日 DOH との個別協議 • モニタリング指標 

• 重複データのスクリーニング 
2022 年 5 月 17 日 第 10 回 WG1 会議 • 交通警察と JET の現地活動で確認、理解したこと 

• 事故捜査、事故データ収集の活動 
2022 年 5 月 24 日 ICTC との個別協議 • 重複データのスクリーニングプロセスについて 
2022 年 5 月 30 日 DOH との個別協議 • 重複データのスクリーニング（継続協議） 
2022 年 6 月 16 日 New-TRAMS の開発事

業者、ICTC、TSOC との
協議 

• New-TRAMS システム開発者との重複データスクリー
ニング処理に関する確認、依頼会議 

2022 年 6 月 17 日 RTP との個別協議 • RTP との今後の活動予定協議 
2022 年 6 月 20 日 次期 TSOC Director との

協議 
• DRR にて Chakree 氏と TSOC の役割と正式承認に向

けた手続きについて確認 
2022 年 6 月 21 日 RTP との個別協議 • RTP 事故削減防止コミッティ委員長へ ITARDA と日

本のデータ分析活用事例を紹介、RTP との活動協議 
2022 年 6 月 22 日 TSOC アドバイザーとの

打合せ 
• 事故データベースの活用 
• 第 1 回セミナーの内容及び実施方法 

2022 年 6 月 27 日 RTP との個別協議 • データ担当チームにヒアリング、現状の課題や今後の
方針について協議 

2022 年 9 月 14 日 EXAT との個別協議 • EXAT の事故データおよびデータベース（TFP） 
• MOT 内の統合事故データベースのコンセプトについ

て意見交換 
2022 年 9 月 15 日 第 11 回 WG1 会議 • 重複データのスクリーニング（ICTC、DOH、DRR） 

• MOT 内の統合事故データベースの考え方について 
2022 年 9 月 15 日 RTP 高官訪問 • 警察庁副長官へのあいさつ、および、プロジェクトへ

の協力依頼 
2022 年 9 月 22 日 MOT アドバイザーとの

打合せ 
• Chakree 氏への挨拶および WG1 活動に関する意見

交換 
2022 年 9 月 23 日 ICTC との個別協議 • 重複事故データのスクリーニングの進め方 

• MOT 内の統合事故データベースに関する懸念事
項、システム構成 

2022 年 9 月 27 日 TSOC との個別協議 • New-TRAMS データを用いた第 1 当事者、事故要
因、道路形状の観点から DOH と DRR データ比較分
析 

2022 年 11 月 2 日 TSOC との個別協議 • TSOC の新 Director である Chakree 氏への業務進
捗報告書 

2022 年 11 月 7 日 TSOC との個別協議 • 四半期・年次報告書等作成に関する研修 
2022 年 11 月 7 日 RTP との個別協議 • RTP 向けトレーニングについて 

• Suriyan 氏と協議 
2022 年 11 月 8 日 RTP 表敬訪問 • RTP 副長官への表敬訪問 
2022 年 11 月 10 日 TSOC との個別協議 • 四半期・年次報告書等作成に関する研修 
2022 年 11 月 15 日 TSOC との個別協議 • 今後のプロジェクトの進め方について、Sujin 氏に

ヒアリング。 
• 四半期・年次報告書等作成に関する研修 

2022 年 11 月 29 日 RTP との個別協議 • RTP へのトレーニングについて事故削 
• 減委員会の Weerapaht 委員長へ報告、今後の RTP 

との活動について協議 
• Suriyan 氏と RTP との活動における検討事項を確
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年月日 会議名/相手機関 内容 

認 
3 年次   
2022 年 12 月 7 日 TSOC との個別協議 • 新 TSOC Director と WG１活動について意見交換 

• ICTC２名も参加 
2022 年 12 月 8 日 第 12 回 WG1 会議 • 交通事故データ詳細分析 

• 事故データ分析から見た New-TRMS 
2022 年 12 月 8 日 RTP との個別協議 • 事故データ分析セミナー開催の依頼など RTP から

の要望について 
2022 年 12 月 9 日 TSOC との個別協議 • TSOC Director が取組開始した事故データシステム

RAI（Road Accident Investigation）の詳細説明会議 
2022 年 12 月 13 日 DOH WG1 メンバーと

の個別協議 
• 重複事故データのスクリーニング作業状況確認 
• MOT 統合事故データベースの ICTC 作成のコンセ

プトについて 
2022 年 12 月 15 日 DRR WG1 メンバーと

の個別協議 
• 重複事故データのスクリーニング作業状況確認 
• MOT としての統合事故データベースの ICTC 作成

のコンセプトについて 
2022 年 12 月 16 日 RTP との個別協議 • RTP 交通事故防止･軽減小委員会のウィーラパッ

ト少将、スリヤン氏、ドゥアムレディ女史ほか 6 名
との事故データに関する会議（追加記録データ依
頼項目の説明、事故データ共有） 

• 事故データ分析セミナーの開催時期 
2022 年 12 月 16 日 TSOC との個別協議 • TSOC アドバイザー及びスタッフへの RAI システ

ムのレビュー結果報告 
• MOT 統合事故データベースの ICTC 作成のコンセ

プトについて 
2022 年 12 月 19 日 ICTC との個別会議 • 重複事故データのスクリーニング作業状況確認 

• MOT 統合事故データベースの ICTC 作成のコンセ
プトについて 

2022 年 12 月 20 日 TSOC との個別協議 • JET から RAI システムのレビュー報告（２） 
• MOT 統合事故データベースについて 
• RTP 会議報告と事故データ分析セミナー開催方針

に関する意見交換 
2023 年 1 月 11 日 第 6 回 PCG Meeting • 各 WG の活動進捗確認 

• 本邦研修準備スケジュールの確認 
2023 年 2 月 8 日 第 7 回 Monthly 

Meeting 
• 活動の進捗について確認 

2023 年 2 月 23 日 第 1 回RTP事故データ
分析ワークショップ 

• 交通事故データとデータ分析の日本の事例 
• タイ警察の取り組む事故データ 

2023 年 3 月 16 日 TSOC Director との協
議 

• WG1 活動全般に係る協議 

2023 年 3 月 17 日 JICA 本部、タイ事務所
との打合せ 

• TSOC の Chakree 氏との協議内容の共有 

2023 年 3 月 21 日 ICTC と New-TRAMS
開発者との協議 

• New-TRAMS に関する今年度予算での対応方針の
タイ側からの説明と協議 

2023 年 3 月 23 日 JICA タイ事務所との
打合せ 

• 本邦研修について 
• WG1 活動のタイ事務所への説明 

2023 年 3 月 30 日 
ICTC との協議 

• New-TRAMS 更新計画に関する JET からの提案書
類の説明と協議 

2023 年 3 月 30 日 
第 13 回 WG1 会議 

• 事故詳細データ分析（ソンクラン分析）について 
• New-TRAMS 更新の現行計画についての ICTC か

らの説明 
2023 年 3 月 31 日 

JICA タイ事務所 
• 今回現地滞在期間の WG1 活動等に関するタイ事

務所、遠藤氏への報告 
2023 年 4 月 5 日 第 9 回 Monthly Meeting • 活動の進捗について確認 
2023 年 4 月 26 日 Follow-up Meeting • 活動実施における課題について確認 
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年月日 会議名/相手機関 内容 

2023 年 5 月 10 日 第 10 回 Monthly 
Meeting 

• 活動の進捗について確認 

2023 年 5 月 12 日 第 14 回 WG1 会議 • RTP トレーニングの事故捜査プログラム内容に
ついて 

• RTP が進める事故データベースの開発状況につ
いて 

2023 年 5 月 31 日 第 2 回 Follow-up 
Meeting 

• 活動実施における課題について確認 

2023 年 6 月 12 日 第 11 回 Monthly 
Meeting 

• 活動の進捗について確認 

2023 年 6 月 23 日 第 2 回事故データ分析
ワークショップ（MOT
職員） 

• New-TRAMS データの現状と活用 
• 日本における事故データ分析 

2023 年 6 月 23 日 第 3 回 Follow-up 
Meeting 

• 活動の進捗および活動実施における課題について
確認 

2023 年 7 月 12 日 第 12 回 Monthly 
Meeting 

• 活動の進捗について確認 

2023 年 7 月 26 日 第 4 回 Follow-up 
Meeting 

• 活動の進捗および活動実施における課題について
確認 

2023 年 8 月 8 日 TSOC 個別協議 • 進捗および更新情報の確認 
• Monthly Meeting 資料について 

2023 年 8 月 9 日 第 13 回 Monthly 
Meeting 

• 活動の進捗について確認 

2023 年 8 月 17 日 TSOC Director 協議 • TSOC の RAI データ分析に関する説明 
2023 年 8 月 25 日 第 5 回 Follow-up 

Meeting 
• 活動の進捗および活動実施における課題について

確認 
2023 年 8 月 29 日 TSOC 個別協議 • 進捗および更新情報の確認 

• JET による New-TRAMS と RAI データ分析結果の
説明 

2023 年 9 月 13 日 第 14 回 Monthly 
Meeting 

• 活動の進捗について確認 

2023 年 9 月 26 日 第 6 回 Follow-up 
Meeting 

• 活動の進捗および活動実施における課題について
確認 

2023 年 10 月 11 日 第 15 回 Monthly 
Meeting 

• 活動の進捗について確認 

2023 年 10 月 18 日 第 5 回 JCC • 活動進捗の報告 
• TSOC の承認手続きの進捗状況の確認 
• MOT 以外の機関との将来的な協力の確認 
• PDM の更新の必要性の確認 

2023 年 10 月 18 日 ICTC 打合せ（WG1） • New-TRAMS 改善点、更新スケジュールについて 
2023 年 10 月 20 日 TSOC 打合せ（WG1） • 事故共通フォーマット、RAI 改善点について 
2023 年 10 月 31 日 DOH 打合せ（WG1） • HAIMS の更新状況、事故共通フォーマット 
2023 年 11 月 2 日 第 7 回 Follow-up 

Meeting 
• 活動の進捗および活動実施における課題について

確認 
2023 年 11 月 6 日 第 16 回 Monthly 

Meeting 
• 活動の進捗について確認 

2023 年 12 月 1 日 第 8 回 Follow-up 
Meeting 

• 活動の進捗および活動実施における課題について
確認 

2023 年 12 月 12 日 RTP Meeting • RTP 向けデータ分析ワークショップについての打
合せ 

2023 年 12 月 14 日 RTP Meeting • RTP 向けデータ分析ワークショップについての打
合せ 

2023 年 12 月 18 日 Huai Yang Province 
Police 訪問 

• 12 月 5 日発生のバス事故捜査について現地警察へ
聞き取り調査 

2023 年 12 月 21 日 第 2 回RTPデータ分析 • RTP 本部にて RTP 職員向けの第 2 回データ分析ワ
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年月日 会議名/相手機関 内容 

ワークショップ ークショップ開催 
2024 年 1 月 10 日 第 17 回 Monthly 

Meeting 
• 活動の進捗について確認 

2024 年 1 月 17 日 DRR 打合せ（WG1） • 共通事故記録フォーマットについ 
2024 年 1 月 24 日 第 8 回 Follow-up 

Meeting 
• 活動の進捗および活動実施における課題について

確認 
2024 年 1 月 25 日 TSOC Director 協議 • In-depth Analysis と成果 1 指標について 
2024 年 2 月 8 日 第 18 回 Monthly 

Meeting 
• 活動の進捗について確認 

2024 年 2 月 16 日 事故捜査及び事故詳細
分析オンライン研修
（MOT 職員） 

• 日本の警察による事故捜査の説明 
• ITARDA の詳細事故分析の事例 
• 質疑、意見交換。MOT 職員 30 名。 

2024 年 2 月 27 日 第 9 回 Follow-up 
Meeting 

• 活動の進捗および活動実施における課題について
確認 

2024 年 3 月 5 日 TSOC との個別協議 • 共通事故フォームについて 
2024 年 3 月 28 日 TSOC との個別協議 • 共通事故フォームについて 

• New-TRAMS データ、MOPH、DDPM データについ
て 

2024 年 4 月 3 日 TSOC との個別協議 • 共通事故フォームについて 
• 成果 1 指標について 

2024 年 5 月 9 日 
～5 月 10 日 

第 3 回 RTP 事故調査・
データ分析ワークショ
ップ 

• 事故原因（道路環境、車両、人） 
• 現場調査と調査事例 
• 交通事故分析（日本とタイの比較） 
• 交通事故要因（多重コレスポンデンス分析） 
• グループディスカッション 

出典：JET 

  



タイ国交通安全に関する組織能力および実施能力向上プロジェクト 

プロジェクト事業完了報告書 

 

4-7 
  

4.3 活動内容 

4.3.1 タイ王国国家警察（RTP）、保健省（MOPH）、内務省（MOI）および保険会社（RVP）と

協調した運輸省（MOT）の New-TRAMS のレビュー 

(1) New-TRAMS の現状 

タイ国全体の対外的な交通事故死者数の統計データは、MOPH が整理をしている 3 基盤デー

タに基づき WHO に報告されている。3 基盤データは、RTP、RVP 社、MOPH（内務省データを含

む）の 3 つをベースとして、交通事故死者数を把握している。3 つのデータベース間の重複データ

の整理にあたっては、タイ国民が有する 13 桁の個人番号（Personal ID number）を用いている。 

一方、MOT の交通事故データベースである New-TRAMS は、現状では MOT 傘下の DOH、

DRR、DLT、EXAT の他、RTP、RVP 社、MOPH 傘下のタイ国立救急医療センター（National 

Institute for Emergency Medicine：以下、「NIEM」という。）のデータが用いられている。 

ただし、2022 年末時点では量的、質的（データ項目）の協力体制が十分でないこともあり、MOT

傘下機関以外の政府関連機関とは覚書（Memorandum of Understanding：以下、「MOU」という。）

や正式文書（Official Letter）による合意締結をすべく TSOC が進めているが、締結に至っていな

い。具体的には、RTP からは 2019 年の交通事故データのうち、緯度経度情報のあるデータのみ

（全データの約 25%）提供されているが、このデータには死亡事故か負傷事故の判別情報が含ま

れていない。交通事故データベースの関係を下図に示す。 

 

出典：TSOC 

図 4.3.1 タイ国における各種の交通事故データベース 
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出典：JET 

図 4.3.2 New-TRAMS（MOT）と 3 基盤データ（MOPH）の違い 
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表 4.3.1 New-TRAMS と 3 基盤データの比較 

 データベー

ス名称 
New-TRAM 

S (MOT)の利

用データ 

3 基盤データ 
（MOPH）の 
利用データ 

特徴等 

MOT DOH HAIMS 〇 － 
個人 ID 番号がデータに

ないため活用できない 

約 7 割のデータは警察手

帳の記述から把握 

DRR ARMS 〇 － 
個人 ID 番号がデータ

にないため活用できな

い 

約 9 割のデータは警察手

帳の記述から把握 

DLT B-TAIM 〇 － 
個人 ID 番号がデータに

ないため活用できない 

商業車両のみのデータ 

EXAT TFC  － 
個人 ID 番号がデータに

ないため活用できない 

交通事故だけでなく、落

下物などインシデント情

報を扱うシステム 

RTP 犯罪捜査警察 CRIME △ 
2019 年データ

のみ 

〇 犯罪記録としての交通事

故記録データ 

交通警察 PAD 連携協議中 － 2022 年 1 月から交通警

察が取組開始した新たな

フォーマット 

RVP 社 e-Claim 〇 〇 交通事故被害者保護株式

会社のデータ 

MOPH NIEM NIEMS △ 〇 緊急搬送医療センターの

データ 

MOPH+MOI DEATH － 〇 病院、内務省の死亡証明

を含む事故死者に特化し

たデータ 

出典：JET 

表 4.3.2 New-TRAMS に保存されている事故件数 

  2018 2019 2020 

DOH 16,361 16,998 19,791 

DRR 1,543 1,496 1,206 

EXAT 400 302 789 

DLT 1,022 764 487 

RTP 1,524 25,486 3 

RVP 354,809 387,809 211,887 

MOPH - - 190,010 

Total 375,659 432,890 424,173 

出典：ICTC, TSOC 

 

(2) New-TRAMS 改善に向けた活動 

New-TRAMS の信頼性向上に向けて、データの質と量の観点から、次の活動を中心に、関係機
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関と協議を行った。 

① 各関係機関の重複交通事故データのスクリーニング 

② 警察等の交通事故データ保有機関からの継続的な情報入手と提供データ項目の充実

（MOU の締結） 

③ MOT 傘下機関（DOH、DRR、EXAT）における統一事故データベース化・共通事故フォーマ

ット化 

上記具体的な活動については、4.3.4 にて記述する。 

 

出典：1 年次セミナー資料、JET 

図 4.3.3 New-TRAMS の信頼性向上に向けた取組項目 

 

(3) New-TRAMS の改善に向けた提案 

New-TRAMS の改善方針について、2022 年 3 月に JET より提案書を提出した。以下に TSOC

及び ICTC への提案書を示す。 
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出典：JET 

図 4.3.4 New-TRAMS の改善に向けた提案書 
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4.3.2 死亡事故、重軽症事故、対物事故など各種事故規模感・レベルに基づく事故捜査の新しい

枠組みの策定 

2022 年 3 月に JET の交通事故捜査担当が現地に初渡航し、RTP 本部内に設置された本プロジ

ェクト用の執務スペースを拠点として関連機関と多数の協議を開始した。また、警察庁副長官をト

ップとし 2021 年に設置された RTP の交通管理総合委員会への表敬訪問にて、今後の協力体制

について確認をした。RTP では交通部門の警察官の知識や倫理観についての試験の実施やスマ

ートフォンの活用による事故捜査の効率化等、改革に取組んでいるところである。毎月各地の事

故状況について同交通管理総合委員会下に設置された交通事故削減コミッティにて対策案を検

討するという体制がとられはじめている。 

本プロジェクトで検討する事故捜査の枠組みについても、円滑な進行にむけて同改革と歩調を

合わせる必要があることを RTP と確認した。 

 

出典：JET 

図 4.3.5 RTP 内の交通管理総合委員会 

 

出典：JET 

図 4.3.6 RTP 交通管理総合委員会・交通事故削減コミッティ・業務改善コミッティとの打合せ 
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(1) 「事故捜査の新しい枠組み」の検討プロセス 

事故捜査の新しい枠組みを検討するにあたり、以下の手順にて活動をした。 

1) RTP の事故捜査に関する現状調査 

 警察署の捜査担当等へのヒアリング 

 トレーニングにおける日本の事故捜査の紹介及び参加者へのヒアリング 

2) 枠組みの提案・検討 

 

1) RTP の事故捜査に関する現状調査 

先述の交通事故削減コミッティを通じて、バンコク都内のパットゥンワム警察署、及び第 1 年次の

パイロットプロジェクト地域である Nakhon Ratchasima 県の複数の警察署にヒアリングを行った。下

図に示す通り、事故を記録する書類やその項目を含めて確認することができたが、同書類は開発

途中且つ全国での利用は徹底されていない現状が確認された。バンコクの警察署では使用され

ており、「すべての事故の記録を同書類に沿って作成している」と回答があったが、Nakhon 

Ratchasima 県の警察署では「捜査部門へ聞き取りをして埋める必要がありあまり使用していない」

という回答があった。タイでは「捜査部門」が交通事故や各種犯罪事案を捜査しているが、事故の

記録を入力する担当者は総務等、別部署の署員であり、その連携状況は警察署ごとに異なる状

況にある。交通総合管理委員会等が中央では立ち上がっているが、地方への指揮系統が徹底さ

れていない様子がみてとれ、その点の改善について RTP と協議を実施した。 

  

出典：JET 

図 4.3.7 警察署へのヒアリング 
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出典：RTP の資料を JET が撮影 

図 4.3.8 事故記録書類の一部 

 

なお、本プロジェクトで検討すべき各種事故規模感とは送致（検察に事件として送ること）を

するか否かの判断にも関連することから、送致に必要な事項についてもヒアリングを行い、以

下の回答を得ている。なお、上記「事故記録書類」は、下記に捜査部門が作成する送致に必

要な書類とは別で作成されるものである。 

送致の基準は以下の通り。なお、軽傷か重傷かというのは病院側の判断による。 

 軽傷や示談が成立した場合は送致しない。 

 重傷の場合、20 日以上の入院が必要な場合は示談の有無にかかわらず強

制的に送致対象となる。死者が出た場合も同様に送致対象となる。 

 

送致に必要な書類は以下の通り。捜査部門の警察官が作成する。 

 供述調書（運転手、被害者等） 

 病院の診断結果 

 鑑識の報告書 

 アルコール摂取のレベルに関する報告書 

 事故原因に関する報告書 

送致に要する期間について、法律では 1 年以内と定められているが、警察内部で

は 2 ヶ月以内に送致するということが推奨されている。2 ヶ月以上かかる場合も

存在し、また早い場合は 1 日で送致することもある。 

また、日本では通報を受けた事案については全て捜査を行い、送致をしない場合も警察内

部に記録が残されるが、複数の警察官から得られた以下の回答のように、タイでは記録も残

らない場合があるということも確認された。 
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以下 2 つの場合は事故を記録するに至らない。 

1. 事故が起きても誰も警察に報告せず示談で済ませた場合 

2. 事故の当事者は示談しているが、目撃者等が通報して警察が到着した場

合。警察は交通流の制御のみを行い、事故としては残さない。 

なお、事故の当事者は示談したが、保険会社からの問合せがある場合や、事故の示

談そのものがなされない場合は警察が後から捜査を行う場合もある。 

事故捜査の重要な目的として、日本では「再発防止」を掲げていることを協議やトレ

ーニングにて伝えたところ、RTP からは事故捜査はあくまで過失割合を捜査するため

のものであり「再発防止」という観点は含まれないという回答があり、またその概念

が不足しているかもしれないという反応を多数得た。これらのヒアリング結果を MOT

や RTP と共有しつつ協議を続けた結果、現在 RTP が推奨するデータ収集プロセスを

支援しつつ、さらにそのプロセスに一部不足していると思われるものを JETが提案し、

事故捜査の枠組みとすることとなった。なお、事故の規模別ではなく、通報があり RTP

が認知をした全ての事故を対象とするという RTP 側の前提を尊重し、事故規模別では

設けないこととした。 

 
出典：RTP 本部提供資料を翻訳 

図 4.3.9 RTP が推奨するデータ収集・入力プロセス 

 

2) 枠組みの提案・検討 

交通事故削減コミッティを中心とする RTP 本部が進めるデータ収集の改善の流れを促進

すべく、先に示したプロセスを土台として支援しつつ、JET としてデータ分析を見据えた

上で不足していると思われる以下の点を追加したものを枠組みとして提案した。 

交通巡査長が毎日の午前 0 時

から午後 12 時にデータを精査・

追求・修正・確認をする 

 

警察署長がデータを承認する。 

副所長（交通担当）が毎日の午後

12 時から午前 0時にシステムにて

データを精査・確認をする。 

 

アルコールの測定結果、事故後死に

至る事故に関する情報を追加 
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① 事故捜査の目的の一つに「再発防止」が含まれること 

② 収集項目に追加すべき項目（制限最高速度、座席位置、通行目的、事故類型） 

 
出典：RTP 本部提供資料を翻訳 

図 4.3.10 事故捜査の枠組み（プロジェクト案） 

データ収集・入力プロセスには事故の対策につなげるといったサイクルが含まれているも

のの、考え方として不足しているという回答が RTP への調査で多数得られていることから、

①についてはトレーニング等で引き続き提示し、資料等に盛り込んでいくこととした。②

については交通警察が取り組み中の新たな事故記録調書を精査した結果、制限最高速度、

座席位置、通行目的、事故類型といった基本項目が不足していることが分かり、追加する

よう提言を行った。RTP からは利用例や意義に関する質問があったため下記の通り整理の

うえ RTP に回答資料を提供した。なお、これら JET から提案した捜査項目は 2023 年 12 月

時点での RTP が行う事故捜査では既に含まれていることが確認されており、事故捜査の枠

組みは改善に向かっていると評価される。 

 

・「再発防止」 

・収集項目の追加 

事故捜査の枠組み 
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出典：JET 

図 4.3.11 交通警察の事故記録調書への提案と取得意義の説明資料（一部） 

 

4.3.3 運輸省（MOT）および関係機関を対象とした交通事故捜査に関する研修 

タイにおける事故捜査の目的に「再発防止」が含まれていないことが分かり、事故捜査の新しい

枠組みではそれを含めることとした。また、新しく項目を追加することについて RTP や MOT との協

議の上で提言も行ったことから、それらを対象にプロジェクト実施期間中にトレーニングを実施する

こととしたが、1 年次は RTP の本部職員や現場警察官の実際の技術レベルを観察することも考慮

し、下図に示すような実況見分図の作成をメインに指導を行った。 

(1) 1 年次トレーニング 

日時： 2022 年 11 月 21 日～23 日 

場所： RTP の Central Tactic Training Center（於 Nong Sarai） 

参加者： 

 TSOC 職員 3 名 

 パイロットプロジェクトエリアを管轄する警察官 18 名 

 RTP 本部職員 3 名 

 警察学校職員 2 名 

 DOH や DRR、DLT といった関係者へは Zoom リンクと招待状を送付し講義への出席を

可能にするよう調整したものの参加者はいなかった。 
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出典：JET 

図 4.3.12 トレーニング用に作成 した実況見分図例 

講義では、事故捜査の目的から日本の法制度に則った捜査手順、また実況見分でどのようなポ

イントを重視して図に落としているかを説明した。また、同日に取締りのトレーニングも行い、質の

高い捜査結果を用いて取締りの計画が迅速に立てられ再発防止の対策をとるという下図に示すよ

うなサイクルを各自が意識して業務にあたることが重要であることを、日本の事例をもとに解説した。

講義に出席した RTP 職員の捜査部門担当者らからは、「タイと日本の捜査方法は質が違うかもし

れないがほぼ同じである」といった声が聞かれた。 

 

出典：JET 

図 4.3.13 交通事故捜査・データの活用・取締り計画立案の PDCA サイクル 

その後、実際に図を作成するために事故現場を再現した路上で参加者とのディスカッションをも

とに実技が行われた。 
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出典：JET 

図 4.3.14 バイクと自動車の追突事故の現場再現 

具体的に細かくひとつひとつの挙動を見ていくと、RTP の職員も基礎を学んでいることが確認さ

れた。ただし、日本よりも調べる場所の範囲が狭い、また事故発生後に現場で関係者らとの実況

見分を行うことはないといった違いが判明した。さらに、交通規制をしようにも渋滞解消が社会共

通の命題であり周辺住民が警察の到着を待たずに現場を片付けてしまうといった問題も確認され

た。 

講義後に行われた実技に参加した職員らからは、具体的にタイと日本の違いについて多数のコ

メントが寄せられた。以下にその一部を示す。 

 事故捜査方法はタイと同じ。ただ、タイでも小規模な事故もデータを取得しなくてはな

らないと思う。 

 タイでは日本のように捜査はできない。捜査のために渋滞を起こしてはならない。 

 日本の捜査方法を実施することはタイでは大変。交通を規制するためには周辺住民

の理解が必要。 

 車優先の社会なので難しい。 

 現場を保存しながら実況見分を行うのは難しい。現場に戻り関係者から後日聞き取り

をするという日本の手法は効果的と思う。 

 実技に参加し、タイでは現場保存のための交通規制の距離が日本に比べて短いこと

が分かった。 

2 年次は、JET の提案により追加された項目をどのように捜査を通じてデータ収集するのか、また

1年次の結果から問題が浮き彫りになった「現場保存」をどのようにするのかといった点に重点を置

いてトレーニングをすることで、RTP と合意をした。 

 

(2) 2 年次トレーニング 

2 年次のトレーニングに向けて RTP の Nong Sarai の施設で協議を実施した。RTP としても 2 年

次はより多くの警察学校講師を招き、実務の訓練について学ばせたい、MOT との意見交換を通

じてより効率的な事故対策に結び付けたいとの意向があることが確認された。 
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出典：JET 

図 4.3.15 二年次の事故捜査内容に関する RTP のトレーニング施設長らとの協議 

1 年次のトレーニングの結果、またプロジェクト全体の方針等と照らし合わせ、下図に示すプログ

ラムを作成し、どのような事故現場再現を行ってトレーニングをするかについて打合せを重ね、教

材を作成した。その結果、現場保存の専門家も新たにプロジェクトに加えることが決定した。 

RTP とプログラム案を作成し、MOT のうち特に WG1 のメンバーらにも参加可能なものとなるよう

にしたが、2 年次以降、本トレーニングは MOT の意向により実施はかなわなかった。そのため、

4.3.5 に示す通り、事故捜査及び詳細事故分析のオンライントレーニングにより、MOT 職員への事

故捜査に関する研修を行った。 
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図 4.3.16 二年次の事故捜査トレーニング内容 

 

図 4.3.17 二年次の事故捜査トレーニングプログラム 
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(3) 第 3 年次トレーニング 

第 3 年次は、作成した事故操作マニュアルを用いて、MOT の職員に対して事故捜査のオンライ

ントレーニングを行った。事故捜査で収集したデータを詳細分析に用いることを理解してもらうため、

事故詳細分析と合わせたトレーニングとした。トレーニングの内容は 4.3.5 に記す。 

 

4.3.4 試行的な指定地域のデータを用いた New-TRAMS の信頼性の向上 

ここでは指定地域のデータに限らず、4.3.1 に記載した New-TRAMS 全体の信頼性向上に向け

て行った活動を記す。 

(1) New-TRAMS における重複データのスクリーニング 

重複データのスクリーニングの目的は、New-TRAMS に記録された交通事故死者数、交通事故

負傷者数、事故件数を、MOT 管轄道路分として確定するためである。現状は各機関がそれぞれ

事故データを収集しているため、１つの交通事故が 2 件とカウントされるなどの重複が発生してお

り、重複データのスクリーニングが必要である。図 4.3.18 に 2022 年 5 月時点の New-TRAMS の

交通事故死者数を示すが、MOT 傘下の DOH、DRR、EXAT、DLT のみの交通事故を対象とした

数字となっており、本プロジェクトの基準年である 2019 年の交通事故死者数は 3 基盤データと比

べて大幅に少ない 3,323 人となっている。 

 

出典： JET 

図 4.3.18 New-TRAMS における交通事故死者数 

 

＜交通事故位置情報をキーとした重複データスクリーニング＞ 

New-TRAMS に表示される交通事故死亡者を 3 基盤データに近づけるためには、他の事故デ

ータを活用することが必要である。個人情報保護法により MOT では個人 ID 番号を扱うことができ

ない制約があり、個人 ID 番号で重複データをスクリーニングすることができないため、交通事故発

生箇所の緯度経度情報を活用した重複データのスクリーニングに、DOH、DRR、ICTC と取り組む
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ことで合意した。 

具体的には、2 年次の 2022 年 9 月の第 11 回 WG1 会議にて、MOT 傘下の DOH、DRR、及び

New-TRAMS のシステム管理運用を行っている ICTC より、重複事故データのスクリーニングに関

する進捗報告があり、DOH からは年内にテストを行い、翌年から反映していく方針が示された。 

 

出典： ICTC 資料をベースに JET で整理 

図 4.3.19 New-TRAMS の信頼性向上に向けた課題 

スクリーニングを進めるためには、New-TRAMS のシステム更新が必要となるが、3 年次において

もタイ側で予算確保ができてきない。 

 

＜個人情報を活用した重複データスクリーニング＞ 

現在は MOT 傘下機関では集められていない次の事故情報を各機関から集めるべく働きかけを

行っているところであるが、タイ国の個人情報保護法（Personal Data Protection Act：以下、「PDPA」

という。）により、時間がかかることが想定される。現状はステップ１の位置情報をキーとした重複デ

ータスクリーニングに注力しつつ、継続的に関係機関に働きかけを行っている状況にある。 

・Personal Identification Number （個人 ID 番号） 

・Vehicle license plate number （車両ナンバープレート情報） 

・Driving license number （運転免許証番号） 

 

(2) 警察等の交通事故データ保有機関からの継続的な情報入手と提供データ項目の充実 

New-TRAMS と各種交通事故データベースとの接続状況は下表のとおりであり、DOH と DRR の

データベースについては、ウェブサービス経由での概ね 15 分ごとのデータ接続を 2022 年度より

開始した。他方、MOPH についてはオンラインで接続が実現できていない状況であるほか、RTP と
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は過去の 1 年分（2019 年）のデータのみしか共有されていない状況にあり、MOT と RTP との新た

な MOU 締結を継続的に働きかけている状況にある。 

表 4.3.3 New-TRAMS と各種交通事故データベースとの接続状況 

 データベース名称 New-TRAMS との 
オンライン相互接続 

MOT 
運輸省 

DOH HAIMS 相互接続済（via Web-service） 
DRR ARMS 相互接続済（via Web-service） 
DLT B-TAIM 未接続 
EXAT TFC 相互接続済 

RTP 
警察 

犯罪捜査警察 CRIME 未接続 
交通警察 PAD 

(新フォーマット) 

未接続 

RVP 保険会社 e-Claim 相互接続済 
MOPH 
保健省 

NIEM NIEMS 接続済 
MOPH+MOI DEATH 未接続 

出典：JET 

 

(3) MOT の統一事故データベース化と共通事故フォーマット 

＜MOT 傘下機関における統一事故データベース＞ 

第 3 回 JCC にて、MOT 傘下組織において、一つの統合事故データベースを目指す方向性が

確認された。しかしながら、DOH、DRR、EXAT 等は各々の事故データベースを運用しており、

MOT としての統合データベースとするためには、New-TRAMS に現在は備わっていないデータ

入力機能のほか、事故記録フォーマットの共通化、システム大幅更新のための予算措置、既存シ

ステムとの統合など、複数の課題がある。 

MOT の統合事故データベースは、ICTC 主導で具体化する方針となった。 

 
出典：JET 

図 4.3.20 MOT 傘下機関の統一事故データベースのコンセプト提案 
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＜共通事故記録フォーマット＞ 

第 8 回 WG1 会議にて提案を行った交通事故データの基本項目（日本や WHO の動向を踏まえ

た必須項目）の設定について DOH に再提示し方向性を確認した。DOH からは RTP の新たな事

故記録調書に項目が追加されることが重要であるとの意見があり、RTP への働きかけをしつつ進

めていく必要があることが確認された。具体の追加項目案は、以下のとおりであり、並行して DOH

と DRR の事故記録フォーマットの統一に取り組んだ。 

・最高速度（DOH、RTP に追加） 

・通行目的（DOH、DRR、RTP に追加） 

・座席位置（DOH、DRR、RTP に追加） 

・ナンバープレート情報（DOH に追加） 

・衝突類型（RTP に追加） 

 
出典：JET 

図 4.3.21 交通事故データの追加項目案 
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表 4.3.4 DOH,DRR,RTP と日本、WHO 推奨の事故データ項目の比較  

 
出典：JET 
 

DOH および DRR の共通事故データ報告書フォーマット案を以下に示す。 

   

Proposed Basic Data item of New-TRAMS (draft ver.2.0) ver. Jul 2022

WHO Remarkis
DOH

(HAIMS)
DRR

(ARMS)

RTP
(Investigation
Report Form)

Japan

Crash related 1 Crash date ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
2 Crash time ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
3 Crash municipality/place ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
4 Crash location ★★ Coordinates (long,lat), with larndmark, address ✓ ✓ ✓ ✓
5 Crash type ★★ Person & vehicle, single vehicle, multiple veihicle, etc. >> collision code in DOH/DRR in collision type in collision type N/A ✓
6 Impact type ★★ Heads-on, read-end, etc in collision type in collision type N/A ✓
7 Weather conditions ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
8 Light conditions ★★ Daylight, twilight, dark with street light, etc. ✓ ✓ N/A ✓
9 Crash severity ★★ ✓ ✓ ✓

Road related 10 Type of roadway ★★ In Thai:  DOH, DRR, EXAT, Motorway, Municipal road ✓ ✓ ✓ ✓
11 Road functional class ★★ In Thai:  route no, road name ✓ ✓ ✓ ✓
12 Speed limit ★★ Regulation speed of the road accident section. New item for DOH, DRR and RTP N/A ✓ N/A ✓

13 Road surface conditions ★★ Dry, wet, slipery, frost, flood , etc. ✓ ✓ ✓ ✓
14 Junction ★★ T-junction, Y-junciton, roundabout, U-turn etc. ✓ ✓ ✓ ✓
15 Traffic control at junction ★★ Traffic light or not, ✓ ✓ ✓ ✓
16 Road curve ★★ Straight, sharp curve, ✓ ✓ ✓ ✓
17 Road segment grade ★★ uphill, downhill, etc ✓ ✓ ✓ ✓
18 Location relative to roadway ★ Station Km (Km post) ✓ ✓ ✓ ✓
19 Number of lanes ★ ✓ ✓ ✓ ✓
20 Markings ★ Road markings ✓ ✓ ✓ ✓
21 Work-zone related ★ road section under construction ✓ ✓ ✓ ✓

Vehicle related 22 Vehicle number ★★ Unique vehicle number assigned to identify each vehicle involved in the crash. ✓ ✓ ✓ ✓
23 Vehicle type ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
34 Vehicle manoeuvre ★★ Start moving, driving straight, overtaking, turning right, turning left, etc… in collision type in collision type ongoing ✓
25 Vehicle special function ★★ No special function, taxi, bus, police/military, emergency vehcle, others ✓ ✓ ongoing ✓
26 Registration number ★ In Thai: Vehicle license plate number ✓ ✓ ✓ ✓

Person related 27 Person ID ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
28 Occupant’s vehicle number ★★ Unique number assigned for this crash to the motor vehicle in which the person was an occupant ✓ ✓ ✓ ✓
29 Pedestrian’s linked vehicle number ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
30 Sex ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
31 Type of road user ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
32 Seating position ★★ In Thai: number of passenger in seating position and outside the seats/loading space N/A N/A N/A ✓

33 Injury severity ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
34 Safety equipment ★★ Seat-belt, Childe restraint / Helmet,  ✓ ✓ ✓ ✓
35 Pedestrian manoeuvre ★★ Crossing, walking on carriageway, standing on carriageway, walking on sidewalk, standing on saidewalk, in collision type in collision type ✓ ✓
36 Alcohol use ★★ degree of drungness ✓ ✓ ✓ ✓
37 Drug use ★★ No suspicion or evidence of drug use, Suspicion of drug use, Evidence of drug use, no ✓ ✓ ✓ ✓
38 Driving license issue date ★★ In Thai: License number (not issue date) N/A ✓ ✓ ✓
39 Age ★★ ✓ ✓ ✓ ✓
40 Purpose of journey ★ New item for DOH, DRR and RTP N/A N/A N/A ✓

41 Risk-recognition Speed - New item for DOH, DRR and RTP N/A N/A N/A ✓

42 Accident contributing factor (esp. Human factor) - New item for DOH, DRR and RTP (Human:perception failuare/decision failure etc, vehicle, environment) N/A N/A N/A ✓

★★ Minimum dataset by WHO, ★Additional data shown by WHO 5 3 7

Basic Data item for New-TRAMS
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図 4.3.22 共通事故記録フォーマット案 

 

共通事故フォーマット案を作成し、DOH と DRR の同意を得たが、実際のシステム更新には各機

関で予算を確保し、実施する必要があり、今後 MOT 側で進めていく方針である。 

一方、TSOC が取り組んでいる ESRI 社のシステムを使った交通事故情報データベース（Road 

Accident Investigation：以下、「RAI）という。）システムがあり、このシステムを活用して共通事故記

録フォーマットの実装を行った。TSOC は New-TRAMS と RAI を接続させ、New-TRAMS で MOT

管轄道路における事故データを記録し、その内 TSOC が選定した重大事故や注目すべき事故に

ついて、より詳細なデータを RAI に記録し、New-TRAMS と RAI を合わせて本プロジェクトの New-

TRAMS の信頼性の改善を行った。TSOC は、New-TRAMS と RAI のデータを自動的に結合させ

るシステムについて開発中である。 
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出典：TSOC 

図 4.3.23 RAI システムで実装した共通事故記録フォーマット 入力画面 

 

出典：TSOC 

図 4.3.24 RAI システムで実装した共通事故記録フォーマットの項目例 

(4) パイロット地域における交通事故死者数削減に向けたデータ分析 

New-TRAMS データ等を用いて、パイロット地域（Nakhon Ratchasima 県、Suphan Buri 県、Samut 

Sakhon 県）の交通事故の特性を把握するとともに、事故死者数削減のための対象となる事故特性

を整理した。この特性に沿って、成果 2 および成果 3 のパイロット地域の事故対策の選定に活用

した。 

分析に用いたデータは、New-TRAMS データ（2019-2022）および、それを補強するための RAI

データである。具体的には、交通事故死者数 30％削減に向け、ターゲットとすべき死亡事故を抽

出するため、道路形態別、衝突形態別、車種別、事故原因別にパイロット県ごとにデータを分析し、
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レポートに整理した。レポートの目次は以下のとおりである。 

 

図 4.3.25 事故死者数 30%削減に向けたレポートの目次 

 

図 4.3.26 パイロット県における道路構造別の死亡事故の特性把握の例 
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図 4.3.27 パイロット県別、道路構造別の死亡事故の特性 

 

図 4.3.28 道路管理者別のターゲットとなる死亡事故 

 

以下に当レポートを示す。 
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出典：JET 

図 4.3.29 事故死者数 30%削減に向けたレポート 
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4.3.5 詳細事故分析にかかる MOT および関係機関の能力向上 

(1) 事故データ分析 

New-TRAMS のデータを用いて、5W1H（いつ、どこで、だれが、なにを、どのように、どうして）の

マクロ分析を WG1 会議で示し、交通事故分析の有用性を共有した。また、パイロット県内の交通

事故を対象に、共通フォーマットに含まれるデータ項目を活用した詳細事故分析を行った。 

 

出典：TSOC によるデータ分析結果をもとに JET が作成 

図 4.3.30 New-TRAMS を活用したマクロ分析 

 

New-TRAMS データの中で、最も詳細な事故データのある DOH および DRR のデータを用い

て、TSOC 職員と事故発生時間帯・事故要因・第一当事者・道路形状との組合せによる事故分析

の実践トレーニングを実施した。 

  

出典：JET 

図 4.3.31 テーマ分析例：時間帯別・第 1 当事者別・事故原因別事故件数（左 DOH、右 DRR） 
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(2) 事故データ分析ワークショップの開催 

①事故データ分析ワークショップ（MOT 職員向け） 

2023 年 6 月に MOT 職員向けの事故データ分析ワークショップを実施した。 

Time	 Presentation	Title	 Speaker	
09:30 – 09:40 Opening remarks TSOC 
09:40 – 10:30 Current TRAMS data and how can we utilize the 

data with incompleteness 
Mr. Irie, JET 

10:30 – 10:45 Tea break  
10:45 – 11:30 Examples of data analysis and countermeasures 

for preventing traffic accidents in Japan 
Mr. Nishida, JET 

11:30 – 11:55 Discussion All participants 
11:55 – 12:00 Closing remarks TSOC, 

 

出典：JET 

図 4.3.32 MOT 職員を対象とした事故データ分析ワークショップの様子 

 

②事故捜査及び詳細事故分析のオンライントレーニング 

2024 年 2 月に MOT 職員向けの事項捜査及び事故詳細分析のオンライントレーニングを実施し

た。 

Time	 Presentation	Title	 Speaker	
10:00 – 10:00 Introduction Mr. Irie, JICA Expert 

Team 
10:05 – 10:15 
(10 min) 

In-depth analysis of road accidents in Japan 
- Objective of in-depth analysis 
- Contents of in-depth analysis in Japan 

Mr. Nishida, JICA 
Expert Team 

10:15 – 10:55 
(40 min) 

Road Accident investigation in Japan 
- Outline of accident investigation 
- Examples of diagram of an accident scene 
- Driving speed and skid marks 

Mr. Fukasawa, JICA 
Expert Team 

10:55 – 11:05 
(10 min) 

Q &A and discussion All participants 

11:05 – 11:45 
(40 min) 

Points for in-depth analysis 
- Examples of in-depth analysis 
- Important points for the in-depth analysis  

Mr. Nishida, JICA 
Expert Team 

11:45 – 11:55 Q &A and discussion All participants 
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(10 min) 
11:55 – 12:00 Closing remarks TSOC 

 

 

出典：JET 

図 4.3.33  MOT 職員を対象とした事項捜査及び事故詳細分析のオンライントレーニングの様子 

 

(3) TSOC 職員による詳細事故調査の実施 

2024 年の新年時期（2023 年 12 月～2024 年 1 月）において、TSOC 職員による交通事故現場

調査を含む詳細事故調査 7 件を実施した。 

表 4.3.5 TSOC による新年時期の詳細事故調査の一覧 

  DATE Province Type of Accident 

1 30 December 2023 Bangkok A single motorcycle crashed heavily to a barrier of 

grade-separated U-turn bridge 

2 30 December 2023 Samut Sakhon A light truck rear-ended a passenger pickup. 

3 30 December 2023 Sara Buri A pickup truck hit another pickup truck at the 

intersection. 

4 01 January 2024 Bangkok A passenger car rear-ended a motorcycle. 

5 01 January 2024 Chachoengsao A passenger car rear-ended a pickup truck. 

6 01 January 2024 Chachoengsao A passenger car hit the guard fence, and another 

passenger car was rear-ended. 

7 02 January 2024 Samut Prakan Multiple vehicle crash with 2 passenger cars and 2 

pickup trucks. 
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出典：TSOC 

図 4.3.34 TSOC による詳細事故調査 

 

4.3.6 データ分析結果を含む四半期・年次事故報告書の発行 

四半期報告書として TSOC と協議し重要なテーマを選定し、四半期レポートを作成するとともに、

年次報告書を作成した。 

(1) 四半期報告書 

四半期報告書として整理して次の 6 つテーマ設定し、レポートを作成した。 

・ソンクラン時期の事故データ分析 

・速度超過事故の事故データ分析 

・新年時期の事故データ分析 

・県別の事故データ分析 

・二輪車の事故データ分析 

・四輪車の事故データ分析 
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    出典：JET 

図 4.3.35 四半期レポート表示と目次（英語版） 
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出典：JET 

図 4.3.36 四半期レポート（県別分析の例） 

また、2023 年のソンクラン時期の事故データと分析について、TSOC 職員により、これまで実施し

てきた日本側の分析手法も取り入れたレポートが作成された。ピックアップトラックと二輪車の事故

など、これまで着目していなかった結果が明らかとなった。 

   
出典：TSOC 

図 4.3.37 TSOC の作成したソンクラン時期の交通事故レポート 
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(2) 年次報告書 

New-TRAMS の 2024 年 2 月時点のデータを用いて、2023 年度の年次報告書として、2019 年か

ら 2023 年までの 5 か年の推移、MOT 所管対象の道路について交通事故統計、分析レポートとし

て取りまとめた。 

   

図 4.3.38 年次報告書 

 

4.3.7 交通安全オペレーションセンター（TSOC）の役割の詳細レビューと行動計画の提案 

(1) TSOC の組織体制の提案 

TSOC は MOT 内の交通安全に関する統括機関として設立され、道路交通のみならず、船舶や

航空も対象とすることが想定されている。2019 年 3 月に設立されたものの、プロジェクト開始から約

3 年となる 2023 年 10 月まで TSOC は MOT 内の正式な組織として承認されておらず、役割や権

限は明確に定められていなかった。その後、2024 年 6 月のプロジェクト終了時点では、TSOC の

組織体制は、Director 1 名（Deputy Permanent Secretary が兼務）の他は、13 名の職員が所属して

いる。プロジェクト開始時には常勤職員は 1 名のみであり、2023 年 6 月頃から常勤職員が 2 名増

員されたが、プロジェクト開始から在籍しているのは 1 名のみである。 

TSOC の Director については、プロジェクト開始時には Deputy Permanent Secretary が兼任して

いたが、定年退職に伴い 2022 年 10 月に MOT のアドバイザーが TSOC の Director に就任した。

2024 年 3 月に再度 Director の交代があり、プロジェクト開始時点とは別の Deputy Permanent 

Secretary が兼任している。 

TSOC の役割と機能について、第 1 年次に以下の提案を行った。 

表 4.3.6 TSOC の役割と機能の提案 

 Responsibility of TSOC 

(1) To prepare policy and direction of traffic safety project in MOT / To compile and manage traffic 

safety plans in MOT (if OTP is in charge of policy making) 
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(2) To promote awareness of traffic safety 

(3) To establish cooperation with other relevant national and international agencies on road safety 

 Function of TSOC 

(1) To analyze macro traffic accident data 

(2) To analyze micro traffic accident data including investigation on specific theme 

(3) To issue traffic accidents reports (annual report, white book) 

(4) To formulation and compile basic direction of traffic safety project in MOT 

(5) To implement awareness activities 

(6) To promote behavior modification activities for traffic safety 

(7) To promote traffic safety education 

(8) To coordinate with other organizations and international agencies on traffic safety 
出典：JET 

 

交通安全事業における MOT 内の他の部署との役割分担について、第 1 年次に以下の通り提案

した。役割分担についても、MOT 内で整理を行うとのことであった。MOT としては、TSOC を道路

交通のみでなく航空や船舶も含めた重大事故の調査委員会のような役割をまずは持たせる意向

もあるとのことであった。 

表 4.3.7 交通安全事業の MOT 内での役割分担の提案 

Category 
Accidents 

Investigation 

Accidents 
Data 

Management 

Macro Data 
Analysis 

Policy 
Making 

Planning, 
Safety 

Measures 

Public 
Relation 

Road 
DOH / DRR 

/ 
TSOC 

ICTC / 
TSOC 

TSOC TSOC 
DOH / DRR 

(Engineering) 

DOH / DRR 
/ 

TSOC 

Human 
DOH / DRR 

/ 
TSOC 

ICTC / 
TSOC 

TSOC TSOC 
TSOC 

(Awareness) 
TSOC 

Vehicle 
DLT / 
TSOC 

DLT / ICTC TSOC TSOC 
DLT 

(Engineering, 
Enforcement) 

DLT / 
TSOC 

出典：JET 

 

TSOC の組織体制を強化するため、Division の設立と中間管理職となる Division Head の雇用を

提案した。まずは短期的な体制として 2 つの Division を設立し、その後 TSOC の役割に合わせて

Division を増やすことを想定している。 
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短期的な体制（2 つの Division） 中期的な体制 

出典：JET 

図 4.3.39 TSOC の組織体制案 

(2) 第 1 年次段階における提言 

TSOC は MOT 内の交通安全事業の統括機関となること想定し設立された、本プロジェクトのメイ

ン C/P である。そのため、本プロジェクトの活動を通じて、TSOC が MOT 内での交通安全事業の

統括機関としての立ち位置を確立すると共に、その役割を担えるように職員の能力向上が期待さ

れる。しかし、第 1 年次時点では、TSOC の役割が明確になっていないことに加え、組織体制が確

立されておらず、また職員も大半が有期雇用となっていた。そのため、MOT に対して、TSOC の役

割の明確化と組織体制の確立を継続して協議及び要請した。 

 

(3) TSOC の正式承認と将来像 

TSOC は本プロジェクト期間中に、MOT 内で正式な組織として設立された。一方で、2023 年 10

月の第 5 回 JCC では、将来的に TSOC を National Transport Safety Center（NTSC）として MOT

から独立させ、米国の National Transportation Safety Board（運輸安全委員会）のような組織にする

という方向性が示されたが、現時点では実現していない。 

Policy Planning and 
Analysis Div.

PR, Education and 
Admin Div.

Director

Secretary

Division Head Division Head

Advisor

Policy and 
Plan Analysts

(2)

Statistician

(1)

Civil 
Engineers

(3)

Public 
Relations

(1)

General 
Admin

(2)

Clerk

(1)

Policy Planning 
Division

Traffic Safety 
Education and PR 

Division

Statistic and 
Analysis Division

Admin Division

Director

SecretaryAdvisor
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出典：TSOC（第 5 回 JCC 資料） 

図 4.3.40 National Transport Safety Center の設立に向けた予定 

 

 

出典：TSOC（第 4 回 JCC 資料） 

図 4.3.41 TSOC の組織概要案 (1) 
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出典：TSOC（第 4 回 JCC 資料） 

図 4.3.42 TSOC の組織概要案 (2) 

 

 

出典：TSOC（第 4 回 JCC 資料） 

図 4.3.43 TSOC の組織概要案 (3) 
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4.3.8 RTP 向けデータ分析能力向上にかかる活動（追加活動） 

交通安全の達成に向けては、MOT だけでなく警察活動の改善および能力向上は欠かせないこ

とから、JICA の要請により RTP を対象とするデータ分析関連の活動を 2023 年 12 月から追加活

動として実施した。 

(1) データ分析ワークショップに関する打合せの実施 

データを収集する重要性をテーマに JET が発表案を作成し、その内容について RTP 本部担当

官らと複数回の打合せを実施した。 

現在、RTP 本部はより多くのデータ収集を進める方針を固めているが、現場から送られてくるデ

ータには多くの不備があり、それらを本部で雇用されているコンサルタントが一つずつ修正する等

の手間が発生している。データ入力担当の警察官の能力向上に向けた最初のステップとして、事

故記録の日付が文字形式で入力されている等、具体的なミスを JET から指摘し、打合せの中で

RTP 本部に伝えた。そのような具体的改善案を示す中で、15 人が死亡した 2023 年 12 月 5 日の

バス重大事故の現場警察官の事故捜査状況についても視察してほしいと RTP 幹部らより依頼を

受け、12 月 18 日に現場を訪問した。 

 

出典：JET 

図 4.3.44  RTP 本部内 JET 執務スペースにおける打合せの様子 

 

(2) バス事故現場を担当する警察署へのヒアリング 

2023 年 12 月 5 日の夜中に乗客及びバス会社職員ら 15 人が死亡する重大事故が DOH 管

轄の 4 号線、Petchkasem Road にて発生し、Huai Yang 県警察署がその事故捜査を担当した。

RTP 本部の依頼を受け、JET は現場視察及び同警察署へのヒアリングを行った。なお、事前に

RTP、DOH、DLT による調査報告書を受領し、概略を把握した上で訪問した。 

訪問目的は同事故の捜査ではなく、警察が行っている捜査の様子を見ることであったため、どの

ような項目を確認しているかを中心にヒアリングを行った。 
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出典：JET 

図 4.3.45  Huai Yang Province 警察署におけるヒアリングの様子 

結果としては、事故捜査は当事者を含む関係者の供述や現場視察により行われている点は日

本での手法と似ているものの、供述の裏付けを取る等の基本的な証拠収集が欠けていることを確

認した。例えば、ドライバーが風邪薬を服用していたといった供述や、そのドライバーがその前日

までにどの程度働いていたかということまで日本では裏付けを取りドライバーの供述の信憑性を把

握することが想定されるが、タイではそのような捜査をしていない、または捜査をする必要性がない、

あるいは送致する際に検察に求められていない様子であった。 

(3) RTP 向けデータ分析ワークショップの開催 

2023 年 2 月に、RTP 職員向けの第 1 回事故データ分析ワークショップを開催した。参加者は 22

名であった。 

PROGRAM	 	

Time	 Presentation	Title	 Speaker	
09:30 – 09:40 Opening remarks RTP 
09:40 – 11:00 Examples of data analysis and countermeasures 

for preventing traffic accidents in Japan 
Mr. Nishida, JET 

11:00 – 11:20 Responsibilities and activities of Police Accident 
Data (PAD) of RTP 

RTP 

11:20 – 11:50 Discussion All participants 
11:50 – 12:00 Closing remarks RTP 

 
出典：JET 

図 4.3.46 RTP 職員を対象とした事故データ分析ワークショップの様子 
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第 2 回ワークショップは、2023 年 12 月に開催し、交通安全の責任者としてトップに立つウィーラ

パット氏を含む幹部ら 10 名程が RTP 本部にて参加し、オンラインでは全国 100 ヵ所以上の警察

署が参加した。JET からの発表後は、日本の警察制度や捜査について多数の質問がオンライン

で寄せられた。 

 
出典：JET 

図 4.3.47 第 2 回 RTP 向けデータ分析ワークショップの様子 

第 3 回ワークショップは、2024 年 5 月 9 日と 10 日の 2 日間にかけて、Chonburi 県の Pattaya に

て開催した。RTP 職員約 50 名が参加し、交通事故捜査によるデータ収集と収集したデータを基

にした分析をテーマに、事故発生個所の現地踏査も含め、ATRANS の協力を得て実施した。

ATRANS および JET からのレクチャー、事故発生個所の踏査、実際の交通事故事例を基にした

データ分析を行った。 

 

PROGRAM	on	9th	May	2024	 	

Time	 Presentation	Title	 Speaker	
09:00 – 09:05 Introductory Remarks Mr. Ryoichi Kawabe, 

JICA 
09:05 – 09:10 Welcome speech Pol.Maj.Gen.Veerapat 

Sivabadeya, RTP 
09:20 – 09:50 Lecture 1: Contributing Factor - Road & 

Environment 
- Road Infrastructure and Road Safety 
- Physical Infrastructure/Road Engineering 

and How It involves as a Contributing 
Factor in Road Traffic Accident 

Dr. Paramet Luathep, 
ATRANS 
Mr. Chaiwut 
Kanjanasantisuk, DOH 

09:50 – 10:10 Lecture 2: Contributing Factor – Vehicles 
- Fundamental knowledge/background on 2-

wheeled and 4-wheeled Vehicle Safety and 
How It involves as a Contributing factor in 
Road Safety/Road Traffic Accident 

Mr. Hiroyuki Nozaki, 
ATRANS 

10:10 – 10:40 Lecture 3: Contributing Factor – Human 
Behavior 
- STEERING SAFETY: How Effective Law 

Enforcement Reshapes Driving Habits 
- Road Safety Education for Thai Children 

and Youth: the Beginning of Road Safety 

Dr. Waiphot Kulachai, 
Suan Sunandha 
Rajabhat University 
Dr. Shitta Jaensirisak, 
Ubonratchathani 
University 
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Culture Development 
10:40 – 11:00 Break - 
11:00 – 12:30 Lecture 4: Lecture before field observation 

- Onsite Accident Data Collection Method, in-
depth Accident Investigation 

- Statistical Data analysis of RTP accident 
data and Analytical results 

- What kind of data should be collected in 
order to develop two-wheel and four-
wheel technology and how to utilize the 
accident data for data analytics 

Mr. Hideyuki 
Fukasawa, JET 
Mr. Yasushi Nishida, 
JET 
Mr. Hiroyuki Nozaki, 
ATRANS 

12:30 – 13:30 Lunch Break - 
13:30 – 15:30 Onsite Observation and Investigative Study Mr. Hideyuki 

Fukasawa, JET 
15:45 – 16:00 Questions and Answers Mr. Hideyuki 

Fukasawa, JET 
Mr. Yasushi Nishida, 
JET 

16:00 – 17:00 Group Discussion All 

PROGRAM	on	10th	May	2024	 	

Time	 Presentation	Title	 Speaker	
09:00 – 09:20 Lecture 5 

- Traffic Accident Analysis for Deriving 
Countermeasures in Japan and Some Trials 
in Thailand 

Dr. Atsushi Fukuda, 
Advisor of JET and 
ATRANS 

09:20 – 12:00 Group discussion on data analytics All 
12:00 – 13:00 Lunch Break - 
13:00 – 13:15 Lecture 6 

- Exploring Accident Influential Factors: 
Preliminary Analysis Using Multiple 
Correspondence Analysis 

Dr. Varameth 
Vichiensan, 
Kasetsart University 

13:15 – 16:00 Finalization of Group Discussion and 
presentation 

All 

16:00 – 16:30 Q & A and recommendations All 
16:30 – 17:00 Certification (awarding) and close the 

session 
Mr. Michimasa Takagi, 
JET 
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レクチャー グループディスカッションとデータ分析 

  

分析結果の発表 集合写真 

出典：JET 

図 4.3.48 第 3 回 RTP 向けデータ分析ワークショップの様子 

 

4.4 技術協力作成資料 

成果 1 に関する技術協力作成資料は以下の通りである。 

表 4.4.1 成果 1 に係る技術協力作成資料 

No. 資料名 別添資料番号 

1 Quarterly Report  四半期報告書 

1) Songkran festival ソンクラン時期 

2) Over speeding  速度超過 

3) New-Year Holidays 新年時期 

4) Provincial-wise 県別 

5) Motorcycle  自動二輪車 

6) Four-Wheeler  四輪自動車 

TD1-1 

2 Annual Report  年次報告書 TD1-2 

3 Road Traffic Accident Investigation Manual 交通事故捜査マニュアル TD1-3 
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第 5 章 国道および／または高速道路上のパイロット区間での活動を通じた安全な

道路対策の策定・実施（成果２） 

5.1 概要 

成果 2 では、PDM において、6 つの活動の実施が計画されており、表 5.1.1 に示す効果指標が

設定されている。 

表 5.1.1 成果 2 の効果指標 

2-1 国道および／または高速道路上のパイロット区間内の事故多発地域において、安全な

道路対策が 3 件実施される。 

2-2 国道および／または高速道路における安全な道路対策に関する MOT スタッフ能力の

自己評価が平均で 70％以上となる。 

 

5.2 協議実績 

各活動に関する議論の場として、DOH の Highway Safety Bureau、Highway Police、TSOC 及び

必要に応じてパイロット事業を担当する Highway Bureau（地方局）、 District Office のメンバーに

て、WG2 会議を定期的に開催した。また、Ad Hoc Meeting や、Black Spot 対策のための外部機

関との協議を行った。その他、技術専門的なトピックについての技術移転として、テクニカルワー

キンググループを開催した。各機関との協議実績を表 5.2.1 に示す。 

第 1 年次の活動では、プロジェクト全体で決定したパイロット県である Nakhon Ratchasima

県内のパイロットプロジェクト区間の対策検討を行った他、DOH から、Prachin Buri 県の

国道 304 号線の約 7km にわたる急勾配かつ急カーブが連続する区間で重大事故が多く発生し

ていることから、JET の技術支援が欲しいとの要請があり、この区間もパイロットプロジ

ェクト区間として追加することとなった。 

また、対策評価をできるだけプロジェクト期間内で行うため、第 2 年次の Suphan Buri 県

と、第 3 年次の Samut Sakhon 県のパイロットプロジェクトの検討を並行して実施した。第

1 年次と第 2 年次の対策は規模が大きく予算確保と工事に時間がかかり、効果の評価がプ

ロジェクト期間内に終わらないことから、代替のパイロットプロジェクトとして交差点対

策工事を予定していた Suphan Buri 県の国道 3201 号を追加区間として第 3 年次に対策を実

施した。 

なお、本報告書はプロジェクトで実施した活動報告であり、各パイロット事業の技術的な

詳細については、技術資料「交通安全に係るグッドプラクティス集」に掲載する。 

表 5.2.1 成果 2（WG2）に係る協議実績一覧 

年月日 会議名/相手機関 内容 

2021 年 1 月 27 日 第 1 回 WG 

（WG1,2,3,4 の合同） 

 各 WG の実施内容とスケジュールの説明 
 各 WG 議長の確認 

2021 年 2 月 18 日 第 2 回 WG2  DOH における交通安全対策の現状 
 国道における交通事故の傾向分析 
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2021 年 3 月 2 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 本プロジェクトの概要説明 
 DOH の交通安全対策の説明 
• パイロット県の選定方法の説明及び協議 

2021 年 3 月 30 日 第 3 回 WG2  日本の交通安全施策および工学的対策の検討
手順の紹介 

 タイの国道における工学的対策の手順の紹介 
• Prachin Buri 県のブラックスポットの概要説明 

2021 年 6 月 10 日 第 4 回 WG2  Prachin Buri ブラックスポットの交通事故分析 
 Prachin Buri ブラックスポットの道路安全監査 
• 日本の速度抑制対策の紹介 

2021 年 6 月 18 日 TSOC  メンバーとの面談 
• WG2 の進め方の確認 

2021 年 6 月 21 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 WG2 の進め方と今年度のアウトプット 
 Prachin Buri ブラックスポットの交通事故分析 
 Nakhon Ratchasima のパイロット区間の選定 
 Baseline survey の実施方法 
• 次回 JCC に向けたアクションプランの作成 

2021 年 6 月 23 日 TSOC  WG2 の進め方と今年度のアウトプット 
 Prachin Buri ブラックスポットの検討 
 Nakhon Ratchasima パイロット区間の選定 
 Baseline survey の実施方法 
• 次回 JCC に向けたアクションプランの作成 

2021 年 6 月 24 日 Nakhon Ratchasima 
現地視察 

 現地において、DOH、TSOC、Highway Police とと
もに事故多発箇所の状況を確認 

2021 年 6 月 25 日 第 5 回 WG2  Nakhon Ratchasima 県の概要の紹介 
 Nakhon Ratchasima の DOH ブラックスポット 
• パイロット区間の状況、事故分析 

2021 年 6 月 26 日 Prachin Buri Black Spot 現
地視察 

 現地において、DOH、TSOC、Highway Police とと
もに事故多発箇所の状況を確認 

2021 年 6 月 28 日 RTP Highway Police  速度抑制に関する取締り 
• パイロット県での取り組み 

2021 年 7 月 29 日 第 6 回 WG2  Prachin Buri パイロット区間の交通安全対策
Nakhon Ratchasima 県のパイロット区間の選定 

2021 年 8 月 19 日 WG2 第 2 回 Technical 
Meeting 

 タイと日本の法定速度と規制速度 
 Nakhon Ratchasima の事故分析 
 Prachin Buri パイロット区間の対策検討 
• アクションプラン案について 

2021 年 9 月 1 日 第 7 回 WG2  Prachin Buri パイロット区間の対策の提案 
• Nakhon Ratchasima 県の交通事故分析 

2021 年 9 月 3 日 TSOC WG2 担当  Prachin Buri パイロット区間の対策位置図の技術
移転 

2021 年 9 月 10 日 鹿島道路との意見交換  滑り止めカラー舗装（ニート工法）のタイにおける
適用 

2021 年 9 月 15 日 第 8 回 WG2  アクションプラン及びベースライン調査 
 国道における二輪車交通事故の状況の共有 

2021 年 9 月 21 日 TSOC WG2 担当  Prachin Buri パイロット区間の対策図作成の技術
移転 

2021 年 10 月 6 日 WG2 第 3 回 Technical 
Meeting 

 Nakhon Ratchasima パイロット区間でのビデオ調
査及び危険な運転行動の画像解析の提案 

 滑り止め舗装（ニート工法）のタイでの適用 
 Prachin Buri パイロット事業の実施検討に向けて

の役割分担 
2021 年 11 月 2 日 DOH Deputy Director 

General (Engineering) との
意見交換  

 WG2 での活動内容の報告 
 国道での交通事故対策についての意見交換 

2021 年 11 月 2 日 DOH Highway Safety 
Bureau との協議 

 団員訪問時の活動予定の報告と DOH 側タスクチ
ームのアサイン 
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2021 年 11 月 5 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Prachin Buri パイロット事業の具体化 

2021 年 11 月 6 日 Prachin Buri Black Spot 及
び Nakhon Ratchasima 
現地視察 

 現地において、DOH 現地事務所とともに検討区
間を視察 

 Highway Bureau（地方局）訪問 
2021 年 11 月 10 日 DLT 全地球測位システム

（  Global Positioning 
System ： 以 下 、 「 GPS 」 ）
GPS Center 

 GPS Center 視察 
 WG2 の活動へのデータ提供の依頼 

2021 年 11 月 15 日 DOH Highway Safety 
Bureau Standard Group 

 Prachin Buri パイロット事業の具体化 

2021 年 11 月 17 日 第 9 回 WG2  Prachin Buri パイロット事業の具体化 
 アクションプランの実現方法について 

2021 年 11 月 18 日 Prachin Buri Black Spot 
現地視察 

 DOH 及び 現地事務所とともに対策箇所の実現
可能性を議論 

2021 年 11 月 19 日 Nakhon Ratchasima Black 
Spot 現地視察 

 DOH 現地事務所、再委託先とともにビデオ調査
箇所・手法について検討 

2021 年 11 月 22 日 DOH Highway Safety 
Bureau (Director 他)  

 Wrap up meeting、渡航中の活動の報告 
 今後の活動の方針 

2021 年 12 月 13 日 DOH Highway Safety 
Bureau 及び TSOC 

 Prachin Buri パイロット事業の対策案についての
意見交換 

2021 年 12 月 22 日 鹿島道路タイ  すべり止め舗装（ニート工法）のタイでの適用につ
いての相談 

2022 年 1 月 11 日 DOH/PASCO  SDGs 案件化調査（モバイルマッピング）に関する
ヒアリング 

2022 年 1 月 20 日 DOH District Office  Nakhon Ratchasima パイロット事業における対策
（線形改良）についての前提条件の確認 

2022 年 1 月 27 日 DOH District Office  対策実施進捗及び効果把握のためのロングリスト
について DOH との議論 

2022 年 2 月 17 日 鹿島道路タイ  すべり止め舗装（ニート工法）の見積り等について
ヒアリング 

2022 年 2 月 17 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Nakhon Ratchasima パイロット区間におけるビデ
オ調査のためのカメラ設置等についての協議 

2022 年 2 月 17 日 DOH Highway Safety 
Bureau 及び再委託先 

 Nakhon Ratchasima パイロット区間における将来
対策（線形改良）について検討状況に関する協
議 

2022 年 2 月 25 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Prachin Buri パイロット事業の対策案の内容に関
する協議 

2022 年 3 月 3 日 DOH Highway Safety 
Bureau 及び鹿島道路タイ 

 すべり止め舗装（ニート工法）（費用、材料等）に
ついて DOH への説明 

2022 年 3 月 7 日 EXAT 及び DOH Highway 
Safety Bureau 

 EXAT へのすべり止め舗装の実施状況について
ヒアリング 

2022 年 3 月 9 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 すべり止め舗装の日・タイ比較状況等を DOH へ
の説明 

2022 年 3 月 10 日 第 10 回 WG2 会議  Nakhon Ratchasima パイロット区間の現地確認結
果報告（事故要因分析等） 

 Nakhon Ratchasima パイロット事業における検討
状況（ビデオ調査・線形改良等）の説明 

2022 年 3 月 30 日 DOH Highway Safety 
Bureau  

 Prachin Buri パイロット事業の対策におけるボラー
ドの設置方法の協議 

2022 年 4 月 22 日 TSOC   人工知能（Artificial Intelligence ：以下、「AI」と言
う。）画像解析の説明 

2022 年 4 月 25 日 DOH Highway Safety 
Bureau  

 渡航期間の Work Plan 

2022 年 4 月 28 日 DOH Prachin Buri district 
office  

 Prachin Buri パイロット事業の対策のコンセプトプ
ランの共有と詳細設計の依頼 
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2022 年 5 月 2 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 ビデオ調査、AI 画像解析を使った運転行動の分
析の説明 

2022 年 5 月 3 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Nakhon Ratchasima パイロット事業の対策につい
ての協議 

2022 年 5 月 5 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 交通安全対策の効果評価についての協議 

2022 年 6 月 24 日 DOH Highway Safety 
Bureau との打合せ 

 第２年次の活動内容についての協議 

2022 年 8 月 4 日 2 年次第 1 回 WG2 会議  第 1 年次の活動内容についての振り返りとパイロ
ット事業の進捗確認 

 第２年次の活動内容の協議 
2022 年 8 月 30 日 DOH Highway Safety 

Bureau 
 専門家の渡航期間中の活動内容の共有 

2022 年 8 月 31 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 DOH による Prachin Buri パイロット事業の詳細設
計についての専門家のレビュー結果の説明と協
議 

2022 年 9 月 2 日 DOH Suphan Buri District 
Office 

 国交省及び IATSS 研究で実施された対策の経
過報告と現在実施中の対策の現場視察 

2022 年 9 月 6 日 DOH Highway Bureau 
No.10  

 Prachin Buri 及び Nakhon Ratchasima のパイロッ
ト事業における対策の詳細設計についての議論 
(翌日の確認ポイント) 

2022 年 9 月 7 日 DOH Highway Safety 
Bureau Highway No.10 、
District Office との合同調整
会議及び視察 

 Prachin Buri 及び Nakhon Ratchasima のパイロッ
ト事業における対策の詳細設計についての最終
方針決定の協議 

2022 年 9 月 8 日 DOH Suphan Buri District 
Office 

 Suphan Buri 県のブラックスポットに関する協議及
び現地視察 

2022 年 9 月 12 日 DOH Samut Sakhon District 
Office 

 Samut Sakhon 県のブラックスポットに関する及び
現地視察 

2022 年 9 月 15 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Samut Sakhon 県及び Samut Sakhon 県の現地視
察のフィードバック及びパイロット地域の選定の意
見交換 

2022 年 9 月 23 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Nakhon Ratchasima のパイロット事業における追
加対策の協議 

2022 年 9 月 29 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Prachin Buri 及び Nakhon Ratchasima のパイロ事
業広報施策に関する協議 

2022 年 9 月 29 日 DOH Prachin Buri District 
Office, Prachin Buri 県警察 

 Prachin Buri 及び Nakhon Ratchasima のパイロッ
トプロジェクト広報施策に関する協議 

2022 年 10 月 4 日 VOLVO Truck and Bus 
Thailand Company Limited. 

 大型トラックの急勾配での安全運転の方法のヒア
リング 

2022 年 10 月 5 日 HINO MOTOR SALES 
(THAILAND) Company 
Limited.  

 大型トラックの急勾配での安全運転の方法のヒア
リング 

2022 年 10 月 7 日 TSOC (WG2)   Prachin Buri のパイロット区間の事前ビデオ調査
に関する協議 

2022 年 10 月 12 日 DOH Highway Safety 
Bureau, Highway No.10 

 Prachin Buri のパイロット区間の事前ビデオ調査
に関する協議 

2022 年 12 月 14 日 DOH/WG2 
 (オンライン) 

 1 年次パイロット事業の進捗報告 
 2 年次パイロット事業区間の選定の議論 
 今後のスケジュール 

2023 年 1 月 10 日 DOH Highway Safety 
Bureau Deputy Director 
Mr.Jakarapob 他 

 渡航期間の Work Plan 

2023 年 1 月 11 日 TSOC Dr.Chakree, Mr. Sujin 
他  

 JCC の内容確認、Monthly Meeting の方法 
 本邦研修 
 WG2 の活動報告 他 

2023 年 1 月 12 日 DRR  DRR の AI 画像解析ソフトについての意見交換 
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2023 年 1 月 16 日 DOH Suphan Buri disctict 
office 

 パイロット区間の現地視察 

2023 年 1 月 18 日 PASCO  国交省業務で撮影した Prachin Buri パイロット区
間の MMS データの活用方法 

2023 年 1 月 23 日 DOH Highway Safety 
Bureau Director Dr. 
Suebpong  他 

 Prachin Buri パイロット事業の内容説明、Escape 
Ramp の検討報告 

2023 年 1 月 24 日 DOH Highway Safety 
Bureau Mr. Tawachai 他 

 Suphan Buri でのワークショップの開催方法 

2023 年 1 月 25 日 WG2 Workshop in Suphan 
Buri 

 Suphan Buri パイロット事業に関するワークショップ 

2023 年 1 月 26 日 国交省 MMS 打合せ国交
省, PASCO, DOH Highway 
Safety Bureau Mr. Apivat  
他 

 国交省業務 MMS に関する打合せ 

2023 年 1 月 30 日 DOH Highway Safety 
Bureau 他 

 QGIS（全地球測位システムのソフトウェア）、AI 画
像解析に関するオンライントレーニング 
（DOH,TSOC,ATRANS が参加） 

2023 年 1 月 31 日 DOH Highway Safety 
Bureau Deputy Director 
Mr.Jakarapob 他 

 渡航期間の活動結果報告、Monthly Meeting で
の報告内容についての意見交換 

2023 年 3 月 22 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 本邦研修前の安全対策関連の講義および作成
中の PR 映像構成・シナリオ・制作スケジュールに
ついての協議 

2023 年 3 月 22 日 DOH PR office  PR 映像構成および内容の説明 
 映像制作企業の紹介依頼 

2023 年 3 月 28 日 UD Trucks Thailand  PR 映像の内容確認依頼 
2023 年 3 月 30 日 DOH PR office/filming firm  DOH より映像制作候補企業の紹介 

 候補企業の映像制作実績の確認 
2023 年 3 月 31 日 Hino Trucks Thailand  PR 映像の内容確認依頼 
2023 年 4 月 24 日 WG2 Meeting  Suphan Buri のパイロットプロジェクトの事故要因と

対策 
 Prachin Buri の広報用動画 
 Prachin Buri の AI 画像解析を使った分析 

2023 年 5 月 11 日 DOH Highway Safety 
Bureau new director 

 活動の概要報告 

2023 年 5 月 12 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 滞在中の Work Plan 

2023 年 5 月 18 日 PR 再委託会社 及び DOH 
Highway Safety Bureau 

 広報用ビデオ作成の打合せ 

2023 年 5 月 18 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Samut Sakhon のパイロット区間の選定 

2023 年 5 月 19 日 Samut Sakhon District 
Office, DOH Highway 
Safety Bureau 

 Samut Sakhon のパイロット区間の選定に関する打
合せ及び現場視察 

2023 年 5 月 23 日 Suphan Buri District Office, 
DOH Highway Safety 
Bureau 

 Suphan Buri のパイロット事業の対策についての
打合せ及び現場視察 

2023 年 5 月 25 日 DOH Highway Safety 
Bureau Deputy Director 

 Prachin Buri のパイロットプロジェクトの対策につ
いての説明他 

2023 年 5 月 26 日 DOH Highway Safety 
Bureau  

 Samut Sakhon のパイロット区間の選定に関する打
合せ 

2023 年 5 月 29 日 PR 再委託会社 及び DOH 
Highway Safety Bureau 

 広報用ビデオ作成の打合せ 

2023 年 5 月 29 日 DOH Highway Safety 
Bureau Director 

 Samut Sakhon のパイロット区間の選定に関する打
合せ及び現場視察 

 Suphan Buri のパイロット事業の対策についての
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打合せ 
2023 年 6 月 15 日 DOH Highway Safety 

Bureau Director (オンライン) 
 WG2 パイロット事業の予算執行に関して 

2023 年 6 月 20 日 DOH Highway Safety 
Bureau Director (オンライン) 

 WG2 Workshop の事前協議 

2023 年 6 月 21 日 DOH Highway Safety 
Bureau Director (オンライン) 

 WG2 Samut Sakhon での Workshop の開催 

2023 年 7 月 7 日 DOH Highway Safety 
Bureau Director（オンライン） 

 パイロットプロジェクトの予算確保と施工時期 

2023 年 7 月 14 日 DOH Highway Safety 
Bureau Director (オンライン) 

 Suphan Buri の対策案について 

2023 年 8 月 30 日 DOH Highway Safety 
Bureau  

 Highway Safety Bureau による Suphan Buri（パイロ
ット区間および追加区間）における対策案の提案
内容確認 

2023 年 8 月 31 日 DOH Highway Safety 
Bureau  

 Highway Safety Bureau による Samut Sakhon（パイ
ロット区間）におけるWorkshopの結果報告および
対策案の提案内容確認 

2023 年 9 月 8 日 Highway Safety Bureau  現場調査および Highway Safety Bureau からの提
案内容を踏まえた Suphan Buri および Samut 
Sakhon における対策案の提案＋議論 

2023 年 9 月 14 日 DOH District Office in 
Suphan Buri との協議 

 Suphan Buri（パイロット区間および追加区間）に
おける対策案の説明・詳細設計依頼 

2023 年 9 月 18 日 DOH District Office in 
Samut Sakhon との協議 

 Samut Sakhon（パイロット区間）における対策案の
説明・詳細設計依頼 

2023 年 11 月 8 日 DOH Samut Sakhon District 
Office 

 パイロット事業のコンセプト案の合意 

2023 年 11 月 28 日 DOH Highway Safety Breau  Samut Sakhon ビデオ調査についての打合せ 
2023 年 12 月 1 日 Site survey in Samut Sakhon  Samut Sakhon パイロット区間でドローン調査を実

施 
2023 年 12 月 4 日 DOH Highway Safety 

Bureau 
 Samut Sakhon パイロット区間の対策方針について

の意見交換 
 整備効果分析の分析ノウハウのレクチャーの実施

方法について意見交換 
2023 年 12 月 7 日 Site survey in Suphan Buri   Suphan Buri の当初区間と追加区間とでドローン

調査を実施 
2023 年 12 月 8 日 DOH Highway Safety 

Bureau 
 Suphan Buri の追加区間の対策方針について意

見交換 
2023 年 12 月 13 日 DOH Highway Safety 

Bureau 
 Samut Sakhon パイロット区間の広報計画について

の意見交換会 
2023 年 12 月 18 日 DOH Highway Safety 

Bureau 
 Samut Sakhon パイロット区間の広報活動について

の意見交換 
2023 年 12 月 20 日 DOH Samut Sakhon District 

Office 
 Samut Sakhon パイロット事業のコンセプトプランに

ついての説明及び広報活動についての意見交
換 

2023 年 12 月 21 日 DOH Highway Safety 
Bureau 

 Prachin Buri パイロット事業の進捗確認、正月休
みに向けた Prachin Buri の PR 活動 

 ベストプラクティス情報収集 他 
2024 年 1 月 9 日 DOH Highway Safety 

Bureau (WG2) 
 パイロットプロジェクトの進捗確認 

2024 年 1 月 10 日 第 17 回 Monthly 会議  活動の進捗について確認 
2024 年 1 月 15 日 DOH Suphan Buri District 

Office 
 追加パイロット区間の対策 

2024 年 1 月 24 日 第 9 回 Follow-up 会議  活動の進捗および活動実施における課題につい
て確認 

2024 年 1 月 25 日 DOH Highway Safety 
Bureau (WG2) 

 Follow up 会議での指摘内容の確認（プロジェクト
期間内でどこまで対策ができるか） 



タイ国交通安全に関する組織能力および実施能力向上プロジェクト 

プロジェクト事業完了報告書 

 

5-7 
  

 技術資料の構成他 
2024 年 1 月 29 日~2
月 2 日 

DOH Highway Safety 
Bureau (WG2) 

 AI 画像解析による事故要因分析、評価のトレー
ニング 

2024 年 1 月 31 日 DOH Highway Safety 
Bureau (WG2) 

 新 Highway Safety Bureau Deputy Director への活
動内容のブリーフィング 

2024 年 2 月 29 日 DOH Highway Safety 
Bureau (WG2) 

 パイロットプロジェクトの有効性評価、DOH
スタッフへの技術移転に関するアンケート内
容確認 

2024 年 3 月 4 日 DOH Highway Safety 
Bureau (WG2) 

 画像解析を用いたパイロットプロジェクトの
有効性評価の技術移転（Suphan Buri） 

2024 年 3 月 6 日 DOH Highway Safety 
Bureau (WG2) 

 パイロットプロジェクトの進捗、画像解析を用
いたパイロットプロジェクトの有効性評価の
技術移転（Samut Sakhon） 

2024 年 3 月 14 日 DOH Highway Safety 
Bureau, DOH Samut Sakhon 
depot (WG2) 

 パイロット区間における事後調査（Samut 
Sakhon） 

2024 年 3 月 20 日 DOH Highway Safety 
Bureau, DOH Suphan buri 
district office (WG2) 

 パイロット区間における事後調査（Suphan buri
追加区間） 

出典：JET 
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5.3 活動内容 

5.3.1 国道および／または高速道路における事故多発地域の事故データ・情報の収集 

WG2 のメインカウンターパートである、DOH の Highway Safety Bureau には国道事故情報管理

システム（Highway Accident Information Management System：以下、「HAIMS」という。） があり、

交通事故のデータベースを有している。 このデータベースに記録されている事故データは、主に

事故発生時に DOH が管轄する国道の道路施設に被害があった場合や重大事故の場合に、最

寄りの District Office の職員が駆け付け、事故報告書の様式に従ってデータを取得したものであ

る。その他、月に数回、District Office の職員が警察署を訪れ、DOH の事故調査報告書のフォー

ムに従って、警察官のノートを参考にしてデータ補足している。このフォームは、収集すべき項目

が多いため、データが十分に記録されていない軽微な事故の情報は収集されず、警察のデータ

よりも事故件数が少ないことが課題となっている。現在 New-TRAMS へデータを共有するにあた

り、最低限の収集項目を検討した HAIMS の改良の検討を行っている。また、その他、DOH 

Highway Safety Bureau には、各道路区間の交通量データを管理している交通情報管理システム

（Traffic Information Management System：以下、「TIMS」という。）、道路施設インベントリーや各種

交通安全施設のデータを管理している道路安全管理システム（Highway Safety Management 

System：以下、「HSMS」という。）がある。  

本活動では、DOHからこれらのデータベースのアカウントを提供してもらい、事故のマクロ分析や

事故多発地点の詳細分析に活用した。 

 

出典：DOH Highway Safety Bureau  

図 5.3.1 国道事故情報管理システム（HAIMS） 
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出典：DOH Highway Safety Bureau  

図 5.3.2 交通情報管理システム （TIMS） 

 

出典：DOH Highway Safety Bureau  

図 5.3.3 道路安全管理システム （HSMS） 

  

 【第 1 年次の活動】 

HAIMS のデータを使い、全国およびパイロット県である Nakhon Ratchasima 県、および Prachin 

Buri 県について、5W1H でのマクロ分析を行った。 これらにより、DOH が管轄する両県の国道に

おいては、単路部の速度超過による路外逸脱が最も多い事故類型であることが確認された。 
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出典：JET  

図 5.3.4 HAIMS のデータを活用した 5W1H 分析 

  【第 2 年次の活動】 

第 2 年次は、Suphan Buri 県及び Samut Sakhon 県を対象に、第 1 年次に実施した手法を参考

に DOH 主体で事故データの収集、マクロ分析、事故多発地点の選定（パイロット区間の選定の候

補）を行った。JET からは、第１年次と同様の HAIMS の事故データを活用した両県の事故データ

の分析の手法についてのガイダンスとチュートリアル動画を提供し、それをもとに DOH が実施す

ることとなった。 

第 1 年次の Prachin Buri 県や Nakhon Ratchasima 県のパイロット区間では、急カーブや長い下

り勾配、道路線形不良個所における大型車の事故が主な問題であったが、第 2 年次の Suphan 

Buri 県及び Samut Sakhon 県では、地方都市部における事故の特徴（箇所別：直線部における U

ターン箇所、交差点、側道との交差部、車種別：二輪車、乗用車、ピックアップトラックが多い等）

があることが分かった。 

 
出典：JET  

図 5.3.5 Suphan Buri 県の事故マクロ分析の例 
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また、DOH では、上記のとおり警察のメモから得た情報に独自の調査から得た情報を追加して

HAIMS に事故データを登録しているが、示談が成立している事故かつ DOH の道路施設に被害

のない場合は、記録されない事案も多いことが分かった。具体的には、第 1 年次の Prachin Buri

県や Nakhon Ratchasima 県のパイロット区間では、規模が大きく DOH の道路施設に被害のある

事故が多いため、記録としてかなりの件数が記録されていたが、第 2 年次の Samut Sakhon 県の

事故は二輪車と乗用車の軽傷や物損事故等が多く、地元住民や District Office では危険箇所と

して認知されているが、事故データとしてはデータベースに登録されていないケースがみられた。

事故データがないのは、事故対策を行う上で大きな問題であり、ビデオ調査等を行い、事故の要

因を分析した。 

  【第 3 年次の活動】 

第 3 年次は、メインカウンターパートである、DOH Highway Safety Bureau の Engineer には 5W1H

分析は浸透し、自ら作成することができるようになった。 

また、HAIMS のシステムが DOH によりアップデートされ、ダッシュボード機能の充実や MOT の

TRAMS のデータも参照できるようになった。また、事故帳票に関しても、事故要因（Contribution 

Factor）が、 道路環境、自動車のコンディション、運転挙動（法令違反含む）の 3 つに分かれ、より

詳しいデータを記録することができるようになった。 

 

 
出典：DOH  

図 5.3.6 HAIMS 更新版（上段：事故リスト、下段：ダッシュボード） 
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5.3.2 事故多発地域の分類とパイロット事業対象として優先度の高い道路区間の選定 

  【第 1 年次の活動】 

DOH では、図 5.3.7 に示す通り、事故多発地点（Black Spots）を特定するための独自の手法を

構築している。100m 毎に事故データを集計し、毎年 3 件以上の事故が発生している区間を Black 

Spots と特定している。さらに、これら事故データに交通量データや独自の計算式を組合せ、事故

率と事故損失額を算出し、事故多発地点のワーストランキングを作成し、対策の優先順位付けに

用いている。本プロジェクトでは、JET より図 5.3.8 に示す事故発生地点のヒートマップ図と DOH

の特定した Black Spots との重ね図を提示して精査するとともに、日本の事故率計算の手法にも類

似していることから、これらの検討手法について問題にないことを確認した。通常日本では複数年

（4 年程度）のデータを活用しているが、タイでは道路建設が至る所で行われ交通状況が変わるこ

とから、1 年単位で事故データを集計しているとのことであった。 

なお、上記のヒートマップ図の QGIS を使った作成の仕方についても、ハンズオントレーニングを

行い、技術移転を行った。 

  

出典：DOH Highway Safety Bureau  

図 5.3.7 DOH のブラックスポットの選定方法と事故損失額、事故率の計算方法 
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出典：JET  

図 5.3.8 Nakhon Ratchasima の事故多発地点の分布と DOH の特定したブラックスポット（青） 

パイロット区間の選定については、DOH Highway Safety Bureau や現地の道路メンテナンスの担

当部局である District Office とともに上記の各ブラックスポットで合同現地点検を行い、国道 304

号の 243km+114~222 の区間をパイロット区間として選定することで合意した。この区間は、4 年前

に対策を実施したが近年再度事故が増加しているものの、今年度の対策の実施や検討が行われ

ていない区間である。 

  

出典：DOH  

図 5.3.9 Nakhon Ratchasima 県での合同現地踏査の様子 

 

  【第 2 年次の活動】 

Suphan Buri 県及び Samut Sakhon 県の両県において、事故データのマクロ分析結果や DOH 

District Office が作成した事故多発地点のリストをもとに、各県の DOH District Office、DOH Safety 

Bureau、TSOC および JET で、事故多発地点の合同現地調査を行い、現地状況や事故の要因の

推察等を行った。現地調査の結果とプロジェクト期間中にできるだけ異なる事故形態をパイロット
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プロジェクトとして取り上げることを考慮し、図 5.3.10 のように整理し、DOH の意向も把握した上で、

最終的に決定した。 

  

出典：DOH  

図 5.3.10 Suphan Buri 県及び Samut Sakhon 県の事故多発地点の合同現地調査の様子 

 

表 5.3.1 選定されたパイロット区間 

 

出典：JET  

 

 【第 3 年次の活動】 

DOH の要望によりプロジェクト期間中にできるだけ初期的な対策効果の評価ができるよう、パイロ

ット事業の検討を前倒しして進めてきたが、タイ政府の政権交代により、施工のための予算執行が

通常よりも遅れた 2024 年 4 月となるとの情報があり、プロジェクト期間内に施工が完了しないこと

が分かった。できるだけ早期に対策効果の評価を行うため、安価で調達・施工可能な短期対策を

切り分け、2 段階で対策実施することで DOH と合意し、維持管理予算で実施可能な小規模な対

策を行うこととした。対策効果の評価については、ビデオ観測・画像解析による事前評価を行い、

その一連の活動を技術移転することで、施工完了後に DOH が自ら分析・効果評価ができるように

した。 

RemarkVehicle TypeCollision TypeAccident CauseAccident LocationPilot Section
Broken back curve, 
500m

Pick-up
Passenger car

Off-carriageway Violating speed limit 
 Suddenly cutting in

Straight 
Normal Curve

Nakhon 
Ratchasima

Reverse driving
Access road(DRR), 
350m

MC
Pickup

Side-Swipe,
Rear-end

 Violating speed limit 
 Suddenly cutting in
 Failure to give signal

Straight
Curve
U-turn, T-junction

Suphan Buri

Jaywalking
Shopping mall
300m

MC, Mix traffic
Pedestrian 

Side-Swipe,
Hit pedestrian

 Violating speed limit
 Suddenly cutting in

Straight
+ Crossing

Samut Sakhon

Long down hill
DOH emergency 
request (7km)

10 wheel truck
6 wheel truck
Passenger car

Off-carriageway Violating speed limit
 Suddenly cutting in
 Vehicle Defects

Normal Curve
+ On slope

Prachin Buri

Over speeding , motorcycle, mixed traffic accidents reduce 30% in Pilot sectionsGoals

To promote the safe operation & maintenance and improvement of existing road infrastructure 
for prevention of major crash type by scientific approachesObjectives 

1st year

1st year

2st year

2st year
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上記の通り 2 段階に分けた対策実施としても、プロジェクト期間内にいくつかの施工は完了しな

い見通しのため、本プロジェクトの PM より、プロジェクト期間内に効果評価までできるパイロットプ

ロジェクトを追加するよう要請があった。それを受け、DOH から Suphan Buri 県内の国道 321 号の

渋滞対策を目的とした道路施設改良工事を行う区間が、追加のパイロットプロジェクト区間として

提案され、事故データや現地合同点検を踏まえ、交通安全のための追加対策を検討し、District 

Office と合意した。 

 

5.3.3 パイロット事業の実施に向けた事故多発地域の改善計画の策定 

図 5.3.11 に示すワークフローは、事故データを分析し、事故要因を特定し、対策を検討するた

めに JET が提案したものである。本ワークフローには、事故のメカニズムや要因を推定するために、

ビデオ撮影データを AI 画像処理することによる、運転行動の分析が含まれる。さらに、対策実施

後に再度ビデオ撮影を行い、実施前後の比較による効果検証のプロセスを入れている。 

第 1 年次は、JET が主体となって、事故データの分析から対策のコンセプト案作成までの一連の

プロセスを行い、カウンターパートである DOH Highway Safety Bureau (本部)や、Highway Bureau 

No.10（地方国道局）、Prachin Buri 及び Nakhon Ratchasima District Office (地方事務所) 、

TSOC スタッフに対して、数回の会議を通じて技術移転をした。対策案については、タイの交通事

情、道路状況、ドライバーの受容性、看板や路面標示の現地への適用性について意見交換を行

いながら、DOH と JET とで Nakhon Ratchasima 県と Prachin Buri 県のパイロット区間で合同現地

踏査を行い、改善計画案のコンセプトを策定した。 

第 2 年次は、Suphan Buri 県では、DOH Highway Safety Bureau や、Highway Bureau No.13（地

方国道局）、District Office（地方事務所）、関連機関、地域の代表者を集め、事故の要因分析と

対策案を議論するワークショップを開催し、その手法について JET が説明を行い、District Office

の職員がファシリテーターを務め、4 つのグループに分けて討議、発表を行った。それを基にコン

セプトプランが作成された。Samut Sakhon 県では、Suphan Buri 県で学んだ手法を活用して、DOH 

Highway Safety Bureau が主体となってワークショップを開催し、出てきたアイデアを基に、パイロッ

トプロジェクト区間のコンセプトプランが作成された。これらの活動を通じて、DOH への技術移転を

行った。 

第 3 年次は、DOH の交差点改良プロジェクトに追加して、Suphan Buri 県でのパイロットプロジェ

クトを検討した。事故メカニズムの解明と対策検討のため、DOH と JET でワークショップを開催し、

各区間の危険な現状と関係者の意見を把握した。 
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出典：JET  

図 5.3.11 交通安全エンジニアリング対策のワークフロー 

以下に各パイロットプロジェクトで実施した主な活動を記載する。 

(1) Prachin Buri 県の Black Spots（パイロット事業 1） 

事故の発生状況 

Prachin Buri 県にある国道 304 号線は、国立公園内を通る道路であり、用地の制約から、7km に

わたる急勾配（最大傾斜は 7~8%）で且つ急カーブが連続する区間となっている。2019 年には 29

件の交通事故が報告され、DOH にとって緊急対策区間となっている。事故の発生地点を図 

5.3.12 に示す。対策案の立案に向けて、図 5.3.13 に示す手順に従って、事故データの分析から

対策立案までの検討を WG2 のメンバーとともに行った。その中で、事故発生状況を把握するため

に、図 5.3.14 に示す事故発生状況図を作成した。 

 

出典：JET  

図 5.3.12 Prachin Buri 県の Black Spots の事故の発生地点図 
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出典：JET  

図 5.3.13 事故対策の検討手順 

 

 
出典：JET  

図 5.3.14 事故発生状況図 

事故要因分析と対策検討 

HAIMS から取得した交通事故データの分析によると、多くの事故が下り坂での大型貨物車によ

るものであった。事故の要因は、速度超過による路外逸脱や、低速ギアを使用せずに走行したた

めのブレーキ故障により停車した車両への衝突が多いことが分かった。 

 現地での合同点検を経て、図 5.3.15 に示すプロセスで、事故要因を特定し、その要因に対応

する、早期に実現性が高くコストのかからない短期対策を検討した。具体的には、①大型看板、小

型看板による注意喚起対策、②大型車への低速ギアを促す注意喚起と低速レーンの設置、③既

設の可変式道路情報表示板（variable message sign：以下、「VMS」と言う。）の修復による速度抑

制のための注意喚起、④カーブ区間での路面標示や各種施設による注意喚起対策＋滑り止め

舗装等の対策案を提示した。このような要因分析と対策立案を体系的に整理するフォルトツリーを

活用した方法は、DOH ではこれまで行われておらず、高い関心をもって受け止められた。 
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出典：JET  

図 5.3.15 フォルトツリーを活用した事故要因分析及び対策立案の検討プロセス（全区間） 
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出典：JET  

図 5.3.16 フォルトツリーを活用した事故要因分析及び対策立案の検討プロセス（カーブ区間） 
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出典：JET  

図 5.3.17 Prachin Buri パイロット事業における事故対策コンセプト案位置図  

 

 
出典：JET  

図 5.3.18 Prachin Buri パイロット事業における事故対策コンセプト案 
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(2) Nakhon Ratchasima 県の Black Spots（パイロット事業 2） 

事故の発生状況 

Nakhon Ratchasima 県の対象区間は、国道 304 号線の下り坂且つブロークンバックカーブ（同方

向に屈曲する曲線の間に短い直線を入れた平面線形の組み合わせで、運転者が反対方向に曲

がっているように錯覚する）の区間である。DOH は 4 年前に舗装の打ち換えと曲線半径を大きくす

る線形改良を行い、事故件数は一時期減少したものの、近年再び増加している。 

 

出典：JET  

図 5.3.19 Nakhon Ratchasima 県パイロット区間の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JET  

図 5.3.20 Nakhon Ratchasima 県のパイロットプロジェクト区間の事故発生状況図 
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事故要因分析と対策検討 

事故データから速度超過による路外逸脱の事故が多いことが分かったが、どのような運転行動に

よるものかが明確にはなっていなかった。そのため、ビデオ調査と映像解析により事故につながる

運転行動の分析を行うことを JET から提案し、調査を実施した。ビデオ調査は、速度超過の状況

や危険な挙動が想定される区間が撮影できるよう、照明柱にネットワークカメラを設置し、パイロット

区間の交通状況を撮影した。この調査は、現地再委託で実施したが、現場の高所作業車等は

DOH の District Office から支援を受け、活動を通じて調査手法について技術移転を行った。 

 
出典：JET  

図 5.3.21 現地の道路線形と実施したビデオ設置箇所 

本パイロット区間は、前述の通りブロークンバックカーブと呼ばれる運転者が運転ミスを起こしや

すい道路線形となっているが、実際の交通事故の要因を分析するため、ビデオ調査を実施し、AI

画像解析ソフトを活用して、当該地区の車両の走行速度や運転挙動の分析を実施した。画像解

析には、プロジェクト終了後もタイ側で活用できるよう、ウェブで動画をアップロードすることで自動

に画像解析され、利用者側で交通量、走行速度、車両の軌跡等を任意に設定・計測できる、

Good Vision のソフト（サブスクリプションで 3 か月購入）を活用した。 

 
出典：JET  

図 5.3.22 画像解析の様子 
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画像解析の結果、多くの車両がカーブ区間もしくはカーブ区間の間の直線区間において、車線

変更を行っていることが分かった。また、走行速度が当該地域の規制速度を超えている車両が多

いことが分かった。本区間は、カーブ区間の間に直線区間が入り、運転者が反対側のカーブだと

誤認する望ましくない道路線形になっているため、車線変更が多発し、速度超過とともに、交通事

故の原因になっていることが、取得したデータからも検証された。標記結果及びソフトウェアの操

作方法は、DOH 及び TSOC に技術移転を行った。 

 

出典：JET  

図 5.3.23 画像解析にて取得した各地点の走行速度分布（％は、規制速度 60km/h 超の車両割合） 

上記の交通事故要因分析の結果、①第 1 カーブの後に速度超過している車両が増加、②急勾

配のカーブ区間かつ、線形錯覚するため車両のコントロールができにくくなり、③無理な車線変更

を行うという運転挙動が確認でき、線形改良の見直しが必要という分析結果を共有した。 

 

出典：JET  

図 5.3.24 ビデオ画像解析にて把握した事故の要因 
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(3) Suphan Buri 県の Black Spots（パイロット事業 3） 

事故の発生状況 

第 2 年次に検討を開始した Suphan Buri 県のパイロット区間は、国道 340 号線 119km+700 付

近の区間であり、直線部の中に T 交差点があり、U ターン部へアプローチする単路（乗用車、二輪

車）を対象にした。 

 
出典：JET  

 図 5.3.25  Suphan Buri 県におけるパイロット事業区間 

 

事前に DOH のデータベースにある事故データを確認した上で、DOH の District Office を含む

職員と現地視察を行い、現地の交通状況等を把握した。当該区間は、主要交通の起終点となっ

ていること、マーケットまでのルートが限られていること、バイクによる逆走が多いこと、DRR 管轄の

マーケットにつながる接続道路から U ターンをするために短い区間で車線変更する車が多いこと

等が、事故のリスクになっていることが分かった。 

定量的データ及び車両の運転挙動を取得するため、ドローンでの撮影や定点ビデオ撮影を

District Office に依頼するとともに、ピーク時間における方向別の交通量を計測してもらい、これら

のデータを現地で行ったワークショップで紹介し、現状の共有に活用した。 
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出典：JET  

図 5.3.26 Suphan Buri パイロット区間の事故発生状況図 

 

 

出典：JET  

図 5.3.27 DOH の撮影によるドローン撮影の動画（逆走車あり） 

 

事故要因分析と対策検討 

事故の要因分析や事故対策案の検討を行うため、ワークショップを開催した。参加者は、DOH

の Highway Safety Bureau の他、Highway Bureau No.12（第 12 地方局）、Suphan Buri District 

Office No.1、接続道路である DRR の District Office、Highway Police、対象道路の位置する地域
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の自治体や災害防止軽減局（Department of Disaster Prevention and Mitigation：以下、「DDPM」と

言う。）から、総勢 30 名が参加した。JET からの説明のあと、4 つのグループに分かれて、当該区

間の状況、事故の要因、要因に基づく対策案について、発表がなされた。 

 
出典：JET  

図 5.3.28 ワークショップのプログラム 

 

  

  
出典：DOH 

図 5.3.29 ワークショップの様子 
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ワークショップ参加者からの意見をもとに、DOH と JET とで議論を行い、要因と対策案について

検討を行った。当該区間の交通事故は、二輪車が接続道路（DRR 管轄）から U ターン区間まで

の短い区間で車線変更を行うところに、高速度で走行する車両が後ろから突っ込むというタイの地

方部における典型的な交通事故の区間となっている。また、当該区間の接続道路はマーケットに

向かう唯一の道路であり、事故の発生は報告されていないものの、本線を逆走する二輪車および

四輪車両が多く存在する。DOH により交通量調査やドローンの撮影が行われ、事故データや車

両の挙動分析等を踏まえ、上記二つの課題に対して、短期及び中長期的対応策を検討した。 

本区間は、①交差する DRR 管轄道路からの U ターンをしようとする二輪車に後続の速度の高い

乗用車が衝突する問題が発生し、②市場にいくために逆走する二輪車も問題となっている。これ

らの課題に対処するため、2023 年 1 月に開催したワークショップでは、案１）側道への二輪車専用

道路の整備及び横断箇所の限定、案 2）信号交差点化の 2 つの案が提案された。それぞれのメリ

ットとデメリットを比較検討し、最終的に対策案を決定した。 

  
出典：DOH  

図 5.3.30 Suphan Buri での合同現地視察の様子 

 

 
出典：JET  

図 5.3.31 Suphan Buri パイロット事業の対策案の比較検討 

対策案を具体化するために、二輪車レーンに関する標識や路面標示の標準化について、DOH

と打合せを実施した。JET からは、マレーシアや台湾の二輪車専用レーンの事例を紹介しつつ、
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DOH の自転車レーンでの路面標示の事例や、二輪車レーン等も参考に案を提示した。これらを

基に、DOH にて二輪車専用レーンの規格（幅員、横断位置、標識、路面標示）の検討をすること

になった。 

 
出典：JET  

図 5.3.32 マレーシアでの二輪車専用レーンの事例 

 

 
出典：JET  

図 5.3.33 台湾での二輪車の左折レーンの事例 
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出典：DOH 

図 5.3.34 DOH での二輪車自転車併用レーンの事例 

対策案を最終化するため、DOH の Suphan Buri District Office と協議を行った。事故データの分

析や現地踏査から、当該区間は、DRR管轄道路から侵入した二輪車の車線変更と本線道路の速

度超過している直進車との車両輻輳が主な事故の要因であり、また、二輪車レーンの逆走も危険

な事象として特定された。そのため、路外に二輪車専用レーンを設置し、車両との輻輳を避け

る対策を提案するとともに、二輪車を誘導するための路面標示や標識の設置、夜間の視認

性を向上させるための街灯の設置について DOH と協議した。 

 

出典：JET  

図 5.3.35 Suphan Buri のパイロット事業の対策案 
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出典：JET  

図 5.3.36 Suphan Buri の対策 1 二輪車専用レーンの整備 

 

 

出典：JET  

図 5.3.37 Suphan Buri の対策 2 二輪車専用レーンへ誘導するための標識 

また、二輪車の道路横断箇所を限定させるため、U ターン箇所での二輪車の右折のための信号

の設置を提案した。DOH の Suphan Buri District Office の見解では、過去に近隣区間にて信号を

設置した際に、速度超過の車両が急停止し、後続の車両が追突する事故が増加したことがあるこ

とから、信号の設置には難色が示しされた。そのため、当面の間、信号設置は見送り、二輪車レー

ンの設置後、事故が増加した場合に再度検討することになった。 
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出典：JET  

図 5.3.38 Suphan Buri の対策 3 U ターン箇所での信号の設置 

DOH からは、二輪車のための U ターン橋の設置も提案されたが、①右折車が多いこと、U ター

ン橋を設置しても逆走車両の解決にはならないこと、②スロープが長くなること、③側道に柱を設

置できるスペースがないこと等、適切な案ではないことを説明した。 

 

出典：JET  

図 5.3.39 U ターン橋設置のイメージ 

一方、本線の速度超過対策として、①視距を改善するための植栽の剪定、②速度抑制のための

オプティカルスピードバーおよび速度規制路面標示の設置、③T 字交差点を示す注意喚起看板

の設置、④速度を抑制させる注意喚起看板の設置を短期対策として提案した。 
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出典：JET  

図 5.3.40 検討された短期対策の案 

(4) Samut Sakhon 県の Black Spots（パイロット事業 4） 

事故の発生状況 

Samut Sakhon 県では、主幹線道路で事故が多発している国道 35 号線にて、Motorway の工事

が実施されており、将来の道路環境の改善が見込まれるため、それ以外の路線を対象としてパイ

ロットプロジェクト区間を選定することとした。しかし、他路線では、警察からの事故報告が少なく、

HAIMS の事故データベースにある情報も少ないため、District Office の意見を現場で聞き取りし

た。当該県では歩行者事故が多いことから、いくつかの候補の中から、歩行者事故対策が必要で

ある以下の国道 3091 号線の Km19＋000 のショッピングモール付近の箇所をパイロット区間として

選定した。 

 
出典：JET  

図 5.3.41 Samut Sakon のパイロット区間箇所と合同現地視察の様子 
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事故要因分析と対策検討 

パイロットプロジェクト対象箇所の事故要因および対策の検討について、DOHの本部、地方事務

所と、地元の関係者を集めたワークショップを開催した。ワークショップは Suphan Buri 県に続いて

2 回目の実施であることから、DOH の Highway Safety Bureau のオーナーシップを高めるため、資

料の説明と司会進行は同 Bureau が担当し、3 つのグループに分かれて事故要因と対策のアイデ

アの討議・発表を行った。JET はオンラインからの参加とした。当該区間は、ショッピングモールの

付近で歩行者の横断時の事故が多いところでもあり、関連機関、地元関係者を巻き込んだこのよ

うな取り組みは重要である。 

出席者：Traffic Safety Bureau, DOH HQ、Highway Bureau No.13, DOH、District office, DOH 

Samut Sakhon、Depot Office, DOH Samut Sakhon、Provincial police, RTP、Department of Disaster 

Prevention and Mitigation (DDPM)、Subdistrict Administrative Organization (SAO)、Provincial 

Public Health Office、Rescue team foundation、Thai Union Group PCL.、Big C Supercenter 

 

出典：DOH  

図 5.3.42 Samut Sakhon でのワークショップでの会議とディスカッションの様子 

 

 
出典：JET  

図 5.3.43 Samut Sakhon でのワークショップのプログラム 
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ワークショップで出た意見を踏まえ、DOH が事故分析結果と対策案を提示した。これまでの技術

移転の効果もあり、分析が適正に行われおり、これをベースに JET のアドバイスを追加し、対策案

を協議した。 

 

 

出典：JET  

図 5.3.44 DOH が提案した Samut Sakhon の事故の要因分析結果と対策のコンセプト案 

上記の DOH の事故分析と対策案について、合同現地視察を踏まえ、下記のコンセプトプランを

提案した。当該区間は 4 車線道路で商店や大型商業施設が立地し、バス路線となっており、比較

的歩行者が多い区間で、事故データの分析から歩行者の道路横断中の事故や二輪車の車線変

更による車両相互の事故が多い区間であることが分かった。 
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出典：JET  

図 5.3.45 Samut Sakhon パイロット区間の概況 

これらの事故対策の方向性として、①歩行者の安全対策、②二輪車の安全対策、③乱横断の防

止を挙げ、DOH と現地視察を行い、具体的な対策案のアイデアを議論した。 

 
出典：JET  

図 5.3.46 Samut Sakhon パイロット事業の対策概要 

歩行者対策として、注意喚起看板を目立たせる対策、フラッシュライトの設置箇所の見直し、歩

行者用押しボタン信号の導入を提案した。また、片側 4 車線の横断歩行者の横断の安全性を強

化するため、2 段階横断施設の設置を提案した。 
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出典：JET  

図 5.3.47 対策案 1 歩行者対策 

 

出典：JET  

図 5.3.48 対策案 2 二段階横断施設の設置（イメージ） 

上記対策のほかに、二輪車事故抑制のための横断歩道手前の停止線の移設と新型のオプティ

カルスピードバーの設置（ジグザク：イギリスの事例を参考、実績あり）が DOH から提案された。更

に、歩行者横断箇所を限定させ、道路横断する歩行者を防ぐ横断防止柵の設置を提案した。 
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出典：JET  

図 5.3.49 対策案 3 横断防止柵の設置 

上記対策案について、Highway Safety Bureau と当該区間を管轄している、Highway Bureau 

No.13、Samut Sakhon District Office, と JET で打合せを行い最終合意した。 

予算の都合上、短期と中期に分けた対策とし、短期については、District Office の維持管理予算

を使ってプロジェクト期間内に実施することになった。乱横断者と二輪車の事故が発生しているこ

とから、乱横断防止のための植樹の連続化、横断防止柵の新設、横断歩道がある旨を強調する

ための標識の設置箇所や見せ方の見直し、横断歩道前の停止線の位置の変更、二段階横断施

設の導入、速度を減速させるための路面標示（DOH の別の箇所で速度抑制効果のあったジグザ

クオプティカルスピードバー）を設置することで合意した。 

 

出典：JET  

図 5.3.50 Samut Sakhon パイロット事業におけるコンセプトプラン 
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(5) Suphan Buri 県の追加 Black Spots（パイロット事業 5） 

2023 年 6 月に開催された TSOC、DOH、DRR との会議において、PM より、プロジェクト期間内

に効果評価までできるパイロットプロジェクトを追加するよう要請があり、DOH から Suphan Buri 県

内の国道 321 号が追加パイロット区間として提案された。DOH では、当該区間の交差点改良事業

を予定していたため、その一部の予算や道路修繕費を使い、対策を実施することとなった。前後

の国道 321 号側の直線部の事故の要因を行い、安価で対策の実施が早急に行える対策案につ

いて検討を行った。 

 

事故の発生状況 

事故データの分析によると、当該区間は直線部の事故が多く、車両相互、追突事故が多く発生

している。交差点手前での車線変更や U ターン箇所での錯綜が主な事故の要因である。 

 
出典：JET  

図 5.3.51 追加パイロット事業区間の事故の発生状況図 

検討にあたっては、時間的な制約からワークショップは行わず、事故データの分析、現地踏査に

よる観測、AI 画像解析を使った分析を行い、事故の発生状況や要因を特定した。Highway Safety 

Bureau と Suphan Buri District Office と協議を重ね、下図に示すような事前の歩行案内や車線運

用の適正化のための標識設置、路面標示の設置、U ターン箇所を明確にする注意喚起看板、速

度抑制のためのオプティカルスピードバー（路面標示）及び自発光型の道路鋲の設置、フラッシュ

ライトの設置及び修理を提案した。 

早期に実施するため、Suphan Buri 事務所は詳細設計及び調達を開始した。 
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出典：JET  

図 5.3.52 事故の要因分析と対策案の検討結果 

 
出典：JET  

図 5.3.53 追加パイロット事業区間の対策 1 
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出典：JET  

図 5.3.54 追加パイロット事業区間の対策 2 

 
出典：JET  

図 5.3.55 追加パイロット事業区間の対策 3 

 

5.3.4 MOT および関係機関によって実施される事故多発地域でのパイロット事業の支援 

これまでの DOH の交通安全対策事業は、道路メンテナンスの一環として、地域の Highway 

Bureau 及びその下の District Office が対策を検討、図化、数量計算、コスト算出を行って本部に

申請し、本部の Highway Safety Bureau が標準図（Standard Drawing Book）に照らし合わせ、予算

承認をしている。 

各パイロット事業については、JET と DOH により合意したコンセプトプランを基に、DOH の各

Highway Safety Bureau 及び District Office にて、詳細設計および施工が行われる。ただし、線形

改良や大規模な工事が必要なもの（本プロジェクトでは、Prachin Buri 県及び Nakhon Ratchasima
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県のパイロットプロジェクト）については、DOH の本部の Design Bureau にて設計や積算がなされ

る。一方、路面標示や標識の新設等の道路改築の必要のない対策については、所管する

Highway Bureau や District Office（さらにその下の Depo）で設計や数量が計算され、施工会社に

発注して施工する（小規模なメンテナンス等はインハウスで行う場合もある）。 

JET は各対策について、各 District Office との協議や現地での確認を通じて、対策の導入に向

けた支援を行ったが、実施段階になってタイ政府の政権交代により予算執行が通常よりも遅れた

2024 年 4 月となるとのことが確定し、プロジェクト期間内に施工が完了しないことが分かった。でき

るだけ早期に対策効果を測定するため、安価で調達・施工可能な短期対策を切り分け、2 段階で

対策実施することで DOH と議論し、維持管理予算を使いながらできることから導入を進めた。 

2024 年 5 月末時点の各プロジェクトの実施状況を以下に示す。 

表 5.3.2 各プロジェクトの実施状況 

 

出典：JET  

 

以下に、各パイロットプロジェクトの対策の実施状況、実施にあたっての課題及び留意点を示す。 

(1) Prachin Buri 県の Black Spots（パイロット事業 1） 

Prachin Buri 県の Black Spots の対策については、 2022 年 11 月に JET が現地に入り、DOH と

共に各種注意喚起看板等の詳細検討を行った。現地滞在中に合同現地視察を行い、設置位置

や適用性について確認した。その後、District Office 及び所管している地域道路局（Office of 

Long term

Items expected schedule
whether consider

countermeasure or not

Prachin buri
(7km, long
down slope)

1) Warning sign (Overhead
sign 2, Overhang Sign 4)
2) Truck lane + Rehabilitation
of pavement, Road Marking
3) Curve package
4) Repair and maintenance for
VMS (already get budget by
HTOC)

4) Repair and maintenance for VMS
(already get budget by HTOC)

2) Rehabilitation of pavement +
Median Opening for Emergency
Access

1) Warning sign (Overhead sign
2, Overhang Sign 4)
2) Truck lane , Road Marking
3) Curve package (without anti-
skid)

Waiting for budget approval for
next fiscal year
Procurement : October -
December, 2024 (3 months)
Construction : January - June
,2025 (6 months)

2) Truck Rest Area
3) CCTV (law enforcement)

Nakhon
Ratchasima
(500m)

1) Changing Alignment
2) Warning sign +road
marking

- -
1) Changing Alignment
2) Warning sign +road marking

Waiting for budget approval for
next fiscal year
Procurement : October -
December, 2024 (3 months)
Construction : January -
September, 2025 (9 months)

-

Suphan buri
(350m +Uturn)

1) Motorcycle lane (400m)
2) Traffic Signal (1 location)
3) Road marking for crossing
4) Warning sign

4) Warning sign before T-junction,
cut bush and tree in median +
Introducting opitical speed bar at
1st & 2nd lane

1) Motorcycle lane (400m)
- -

2) Traffic Signal (1
location)

Samut Sakorn
(300m)

1) New pedestrian crossing
2) Pedestrian signal
3) Barrier for prevention
against jaywalking
4) Replace Warning sign
5) Zigzag marking, shif
stopline

4) Replace warning sign 5) Zigzag marking, shift stopline

1) New pedestrian crossing
2) Pedestrian signal
3) Barrier for prevention against
jaywalking

Waiting for budget approval for
next fiscal year
Procurement : October -
December, 2024 (3 months)
Construction : January - June
,2025 (6 months)

-

Suphanburi
(Alternative
Location)

1) reducing the size of the
traffic islands to increase the
capacity of the turning lanes
on highway 3531 from 1 lane
to 2 lanes.
2) Road marking for direction
change before intersection
3) Introducing yellow hatching
4) Removing U-turn signage
and install prohibited u-turn
sign
5) Installing warning sinage
6) Moving and installing new
luminous
7) Fix flash light
8) Introducting opitical speed
bar at 3rd lane

1) reducing the size of the traffic
islands to increase the capacity of
the turning lanes on highway 3531
from 1 lane to 2 lanes.
2) Road marking for direction
change before intersection
3) Introducing yellow hatching
4) Removing U-turn signage and
install prohibited u-turn sign
5) Installing warning sinage
6) Moving and installing new
luminous                                    7)
Fix flash light
8) Introducting opitical speed bar at
3rd lane

- - - -

Pilot Province
Current Status

（Completed as of may,2024)
Proposed final

countermeasure

Middle term countermeasure (by September 2025)
Short term countermeasure (by

September 2024)
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Highways 10）にて、詳細設計やコスト算出を行い、予算申請を行う予定であったが、7km にわたる

大規模な事業となるため、本部の Design Bureau との協議がなされ、エスケープランプの新設、休

憩施設の新設、舗装の打ち換え、付近の U ターン路設置などが追加されることになった。 

 

対策の実施状況 

提案した対策案のうちの一つである 3 か所の VMS の修復が DOH により実施された。走行して

いる車両の速度を計測機で計測し、車両の速度を VMS で表示してドライバーに注意喚起するこ

とを提案したが、現時点では規制速度を表示するのみとなっている。提案している VMS の活用方

法（実際の車両速度の表示）については今後の本格施工時に対応するとの回答を得ている。 

残りの提案した対策は、事業が大規模であることに加え、これまで DOH では実施した経験のない

対策が含まれることから、実施の判断を DOH の Deputy Director General まで上げることになり、

DOH 内部で議論した結果、JET と協働した対策案の一部が、2024 年度（10 月から）の予算に盛り

込まれることが決まった。当該区間の対策事業については、2 つのフェーズに分け、フェーズ１とし

て U ターン路の設置（本提案対策外）、フェーズ 2 として舗装の打ち換えと合わせて残りの提案し

た対策の実施を予定している。 

 
出典：JET  

図 5.3.56 修復された VMS 

実施にあたっての課題・留意点 

1）滑り止め舗装の導入 

Prachin Buri 県でのパイロット事業で実施予定のすべり止め舗装については、タイに現地法人の

ある本邦道路会社や、EXAT へのヒアリングを通した情報収集を行い、日本で一般的に使われる

ニート工法の導入可能性、その他舗装の導入可能性について検討を行った。ヒアリングの結果、

滑り止め舗装の材料については、日本のニート工法に使っている骨材及び樹脂のバインダー、ト

ップコートについては、タイ国での入手が難しく輸入にならざるを得ないことから高価になるため、

持続可能なものにはならないことが分かった。一方、DOH でも独自に滑り止め舗装の材料につい

ての調査を行っており、現地の業者からの材料が提案され、Highway Safety Bureau の職員と複数

回の議論を行った。その結果、全体の事業費を踏まえたうえで、ニート工法ではなく、タイで入手

できる材料での滑り止め舗装が DOH にて検討された。 

しかしながら、DOH では過去に行った別の材料による滑り止め舗装によって事故が多発し道路

利用者からの苦情が殺到した経験があり、対策実施は見送られる方向になりそうである。JET とし
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ては、この対策の効果なしにはプロジェクト目標の 30％の交通事故死傷者削減は困難なことから、

舗装にスリットを入れる代替案の提案も行っているが反応がなく、これ以上対応ができないため、

技術資料にその優位性を入れることで、将来の活用の提言を行った。 

 

 
出典：JET  

   図 5.3.57 すべり止め舗装資料（日・タイ比較） 
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2）ボラードの設置 

事故の要因となっている大型車の速度超過対策として、ギアを低速にして走行できるトラックレー

ンを設けることを提案しているが、物理的に他の車線を分離する必要があることから、ボラードの設

置間隔、ボラードの種類や仕様、緊急時の開口部の設置間隔等について、日本の事例等を踏ま

えて説明および議論を行った。タイでは車線分離に用いるボラードのコストが高いことから、最初

の 1～1.5km の区間のみボラードを設置し、誘導することとした。施工後、状況をみて追加するか

を判断するとのことである。 

 
出典：JET  

図 5.3.58 Truck lane を分離するボラードの設置のイメージと緊急時の開口部の検討図 

 

 

出典：JET  

図 5.3.59 Truck lane を分離するボラードの材質の検討 
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出典：JET  

図 5.3.60 ボラード等の種類及び設置間隔と種類の事例 

 

詳細設計のレビュー及び最終化 

コンセプトプランをもとに、DOH の地方局（Highway Bureau No.10）にて対策の詳細設計及びコ

スト算出が行われた。JET によるレビューを行い、2022 年 9 月 5 日に DOH Highway Safety Bureau、

DOH Highway Bureau No.10、DOH District Office、TSOC、Highway Police と JET による会議及

び現地点検を行い、レビュー結果の報告と改善案（コスト制約による対策の実施の調整含む）につ

いての議論を行った。この会議結果をもとに、DOH により詳細設計が最終化され、予算申請後に

施工が行われる。 

 
出典：JET  

図 5.3.61 Prachin Buri のパイロット区間詳細設計（注意喚起対策）のサンプル 

 

パイロットプロジェクトの効果を最大化させるための広報計画の立案 

パイロットプロジェクトは、主に工学面（Engineering）の対策になっているが、その効果を最大化さ
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せるためには、3E の残りの教育（Education）や取り締まり（Enforcement）も一体となって取り組む必

要がある。そのため、1 年次の戦略として交通安全啓発を促進するための広報を挙げている。 

 
出典：JET  

図 5.3.62 パイロット事業の戦略と活動 

これらを具体化するため、Prachin Buri 県のパイロットプロジェクトを開始する前に、広報活動につ

いていくつかアイデア出しを行い DOH や関連機関との意見交換を行った。以下に示すように、工

学的対策の効果を最大化させるための広報計画を現地調査や議論を通じて、オンサイトとオフサ

イトの広報活動を提案した。 

 
出典：JET  

図 5.3.63 Prachin Buri のパイロット事業における広報戦略 

 

広報のコンテンツとして、実写版とアニメーション版の 2 つの啓発動画を作成した。車両故障を生

じる要因として、フットブレーキのみを使うことによりベーパーロック現象を生じることが考えられ、そ
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の対策としては、低速ギアとしたエンジンブレーキと排気ブレーキを活用することが重要であること

が分かった。2 社のトラックメーカーや DLT へのヒアリングを行い、その内容を確認した上で、上記

内容を含めた動画とした。 

  
出典：JET  

図 5.3.64 大型車の速度超過抑制のための啓発用ビデオ（左：実写編、右：アニメーション編） 

 

オンサイトの広報としては、大型車との分離レーンの入り口にある休憩施設にて、啓発動画を配

信することとを提案した。DOH では、正月やソンクランなどの長期休暇に入る際に、国道の休憩施

設等で、飲料水等を配り安全運転を呼び掛けるキャンペーンを行っている。2024 年の正月休み前

に行われた交通安全キャンペーンが当該区間の付近の休憩施設で行われ、DOH の District 

Office により、作成したビデオを使った安全運転の啓発が行われた。 

  

出典：DOH 

図 5.3.65 Prachin Buri の休憩施設での正月休み前の交通安全キャンペーンの様子 

 

なお、この啓発動画は、大型車による急勾配区間の運転の仕方を普及するものであり、本区間

のみのものではない。そのため、DOH の SNS を始めとする各種広報媒体にて活用するように働き

かけを行った。 

 



タイ国交通安全に関する組織能力および実施能力向上プロジェクト 

プロジェクト事業完了報告書 

 

5-48 
 

 
出典：JET  

図 5.3.66 パイロット事業の広報を想定している各種媒体 

 

(2) Nakhon Ratchasima 県の Black Spots（パイロット事業 2） 

交通事故データやビデオ調査の分析の結果、道路線形改良が必要であることから、JET より線

形改良の対策として、DOH や ASSHTO、ASIAN HIGHWAY の基準をもとに 3 案立案した。概算

事業費及びメリットデメリットを示したうえで、DOH と協議をし、コストや施行中の用地の確保の面か

らできるだけ切土をすくなくする案（図 5.3.67 左側の図）が優位という結果になり、DOH Highway 

No.10 が詳細設計および積算を行った。 

 

出典：JET  

図 5.3.67 線形改良の比較対象 3 案 
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出典：DOH  

図 5.3.68 Nakhon Ratchasima のパイロット区間詳細設計（線形改良）案 

 

選定された対策案は、山側の切土量が課題であり、DOH と議論した結果、曲線半径を大きくし、

谷側へシフトさせて切土量を減らすように修正することになった。また、Nakhon Ratchasima 県のパ

イロットプロジェクトについては、道路線形改良のみが詳細設計されているが、Prachin Buri 県での

パイロットプロジェクトの事例を参考に、注意喚起対策や滑り止め舗装の実施などを DOH が検討

し、JET によりレビューを行った。 

 

対策の実施状況 

線形改良が伴う大規模の施工のため、予算確保に時間がかかりプロジェクト期間内での施工は

できないこととなった。 

実施にあたっての課題・留意点 

線形改良を伴う工事のため、施工中は片側交通にしての施工にならざるを得ず、工事に時間

がかかることが想定される。ブロークンバックカーブを是正することにより、大幅な改善が見込まれ
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るが、それでも重大事故が多く発生した場合は、追加対策として、滑り止め舗装等の対策の実施

を提案した。 

 

(3) Suphan Buri 県の Black Spots（パイロット事業 3） 

コンセプトプランを具体化するにあたり、DOH より二輪車専用レーンの標準案と当該区間に設置

を予定している信号設置の現示の設定の提案があった。いずれも現地の状況にあった対策案で

あり、当該区間への適用について議論を進めた。また、二輪車レーンの新設にあたり、Deputy 

Director からは、地元説明や詳細設計を行う前に、二輪車レーンに関する標識や路面標示の標

準化が必要だとの指摘があり、それらの検討のためのアイデアを JET と DOH 双方で出し合うこと

となった。U ターン箇所での二輪車の横断方法についての検討、乗用車の速度超過対策につい

ても議論を行った。 

 

出典：DOH 

図 5.3.69 DOH が提案した Suphan Buri の二輪車専用レーン設置の案 

 

 

出典：JET 

図 5.3.70 二輪車レーン設置時の横断方法の検討 

短期対策として実施する T 字交差点手前の速度を減速させるオプティカルスピードバーについ

ては、カーブの区間長及び DOH の標準図から必要延長を算定した。 
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出典：JET  

図 5.3.71 オプティカルスピードバーの設置必要延長 

 

対策の実施状況 

短期対策で提案した、視距を確保するための植栽の剪定が行われた。これにより、DRR 道路か

ら流入する車両の様子が本線上から見やすくなった。 

DOH によると、その他、中期対策である二輪車専用レーンについては、2,000 万バーツの予算を

既に確保済みで、9 月までに施工を完了する予定である。U ターン部の信号設置については、二

輪車レーンの設置後の交通状況をみて判断するとのことである。 

  
出典：JET  

図 5.3.72 植栽剪定の状況と剪定後の視距 

 

実施にあたっての課題・留意点 

本パイロットプロジェクトで提案した二輪車専用レーンは、二輪車と速度の速い乗用車とを区分

する対策であり、二輪車利用者が活用されなければ効果は発現されない。DOH 管内でこれまで

二輪車専用レーンの導入事例は Suphan Buri 地域でもあるものの、まだ浸透しているとは言い難

く、この対策の意義の浸透や利用促進のために地域住民への説明や広報が必要である。その一

環としても、本プロジェクトでは地域の代表者も含めたワークショップを実施しているが、対策実施
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時に District Office 及び Highway Police 及び地域コミュニティ、地域住民への広報が重要である。 

 

(4) Samut Sakhon 県の Black Spots（パイロット事業 4） 

提案したコンセプトプランを基に、DOH にて歩行者の安全のための横断安全対策が検討され、

詳細設計が行われた。施工にあたっては、道路工事の重複をさけるため、路面標示と舗装の打ち

換えを同時に行う必要があるため、プロジェクト期間内でのジグザグの路面標示、交通島の設置

等の抜本的対策の実施・完了が叶わなくなった。以下に DOH で設計した図面を示す。 

 
 

出典：DOH  

図 5.3.73 Samut Sakhon パイロット事業における路面標示の詳細設計案 

対策の実施状況 

2024 年 5 月現在、の「高視認性化」と「横断歩道標識の移設」のみが実施されている。その他は

舗装更新に合わせて実施する。 
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出典：DOH  

図 5.3.74 実施された対策（両方向の高視認性標識への変更）   

 

実施にあたっての課題・留意点 

本パイロットプロジェクトで提案したジグザクの速度抑制路面標示は、DOH 管内でこれまで導入

事例はあるものの当該地域では初めての導入である。また、二段階横断施設も DOH 管内での導

入実績はない。この対策の意義の浸透や利用促進のための地域住民への説明や広報が必要で

ある。その一環としても、本プロジェクトでは地域の代表者も加わったワークショップを実施している

が、対策実施時に District Office 及び Highway Police 及び地域コミュニティ、地域住民への広報

や交通安全キャンペーンが重要である。 

JET からは、乱横断の防止は、工学的対策のみでは解決できないところもあるため、地元住民の

交通安全に関する啓発が必要であることについて日本の事例を紹介し、対策が完了した際に、付

近の大型スーパーマーケットや Highway Police などとの連携した交通安全キャンペーンの実施を

提案した。 
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出典：JET  

図 5.3.75 Samut Sakhon パイロット事業での提案した交通安全キャンペーン活動の例 

 

(5) Suphan Buri 県の追加 Black Spots（パイロット事業 5） 

DOH によると、フェーズ 1 として当初予定されていた国道 321 号線から国道 3531 号線の交差点

部の改良が DOH により実施された。交差点改良は、左折導流路の路肩の拡幅と、中央分離帯の

縮小による右折車線の 2 車線化である。 

JET が提案した直線区間の追加対策（50 万バーツ以内の予算）は、フェーズ 2 として 2024 年４

月に提案された対策案のうち、発光鋲以外の対策が実装された。 

 

出典：DOH 

図 5.3.76 Suphan Buri 追加パイロット事業における改良された交差点 
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出典：DOH  

図 5.3.77 Suphan buri Rd321 の U-turn 区間で実施された対策  

 

5.3.5 交通流の前後比較分析に基づいたパイロット事業の有効性評価 

 DOH では、事故多発地点（Black Spot）や対策箇所を選定するプロセスは概ね固まっているもの

の、対策後の効果検証がほとんど実施されていないため、JET から日本の効果評価の仕組みを提

案した。事前の整備効果予測として、ロジックツリー図を用いた事故件数の減少の推定ができる。 

また、道路交通環境の改善による事故対策の効果を把握するためには、対策前後の事故データ

の比較と危険な運転挙動の事前事後を比較する手法を提案した。 

 

(1) 事故データによる評価 

交通事故は、偶発的かつ複雑な要因で発生するため、対策後数カ月や 1 年単位での評価は

確実性がなく、最低でも 2 年間の事故件数を蓄積して評価する必要がある。そのため、事故デー

タを活用した対策効果は、一般的に中間と全体の評価を実施するものとする。 

・中間評価：対策実施年を挟んだ前後 2 年間の対策区間の総事故件数で比較する。 

・総合評価：対策実施年を挟んだ前後 4 年間の対策区間の総事故件数及び着目した事故となる

事故の件数で比較する。 
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出典：JET 

図 5.3.78 事故データによる事故対策の効果評価 

中間評価で事故件数が減少していれば、継続的にモニタリングを行い、4 年後の総合評価で判

断する。一方、中間評価で事故件数が横ばいもしくは増加している場合には、どのような事故が増

加しているかを確認した後、現場にて調査を行い、追加の対策の有無について検討する。 

(2) 運転挙動の分析による評価 

事故対策実施後の事故データの収集には数年かかるため、効果判定は事故につながる危険

な運転挙動を分析した。交通事故の原因は、「認知」、「判断」、「操作」の遅れやミスが大半を占め

ており、交通事故の発生に起因する危険な運転挙動に着目し、対策前後の車両の挙動の変化を

ビデオ観測で把握することで迅速に対策の効果を検証することとする。 

DOH と JET は、ビデオ撮影調査を実施し、AI 画像処理を用いて実施前の運転挙動を分析し

た。 表 5.3.3 に評価指標を示す。  

表 5.3.3 事故類型と運転挙動の評価指標 

 
出典：JET 

Evaluation before 
implementation 

Indicator / CriteriaVehicle TypeCollision TypePilot Section

Done Rate of violating speed limit (%)
 No.lane change vehicle with over 

speed (%)

Pick-up
Passenger car

Off-carriagewayNakhon 
Ratchasima

Under analysis Rate of violating speed limit (%)
 No. vehicle of changing lane
 No. vehicle of reverse driving 
 PET (post-encroachment time)

MC
Pickup

Side-Swipe,
Rear-end

Suphan Buri

Under video 
shooting

 Rate of jaywalking (%)
 Rate of sudden braking

MC, Mix traffic
Pedestrian 

Side-Swipe,
Hit pedestrian

Samut Sakhon

Done Rate of violating speed limit (%)
 Vehicle occupancy per lane 
 Vehicle position within a lane

6 where truckOff-carriagewayPrachin Buri
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撮影したビデオ画像を AI 画像解析ソフトで解析し、個車の軌跡（タイムスタンプ付きの位置情

報）を追跡することで、当該区間の車種区分を含めた交通量、走行速度、車線変更の有無、前後

の車両との位置関係などを分析することが可能である。近年は、ウェブで動画をアップロードする

ことで画像解析が可能な従量課金のサービス（Data From Sky, Good Vision 等）もあり、手頃な価

格で解析することができ、個車の速度、加速度（急ブレーキの有無）なども分析できる。 

 
出典：JET 

図 5.3.79 AI 画像解析による車両の走行軌跡 

 

出典：JET 

図 5.3.80 AI 画像解析により出力したデータを使った分析の例 
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ビデオ調査にあたっては、DOH が所有するドローン、JET が本プロジェクト用に購入したドローン、

ネットワークカメラ、を DOH、TSOC、現地傭人の協力のもと、JET が遠隔で確認しながら実施した。 

 
出典：DOH 

図 5.3.81 ドローンで撮影したビデオの画角 

 

出典：DOH 

図 5.3.82 ネットワークカメラの設置状況 

本プロジェクトで活用しているサブスクリプション AI 画像解析ソフト（Data From Sky）の使用方法

及びその解析後データの交通事故要因分析への活用方法に関するトレーニングを 4 日間にかけ

て DOH Highway Safety Bureau に行った。Suphan Buri のパイロットプロジェクトをケーススタディと

して、車線別交通量、車線別距離別定点速度、車線変更、急ブレーキ回数等の分析の仕方につ

いて講義した。これらの講義で活用した研修資料は技術資料の添付資料として、カウンターパート

に提供された。 

  

出典：JET 

図 5.3.83 AI 画像解析のトレーニングの状況 
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表 5.3.4 AI 画像解析を用いた事故分析のトレーニングのプログラム 

 
出典：JET 

 

(3) パイロット事業の効果評価 

表 5.3.2 に示している通り、5 つのパイロット事業のうち、Suphan Buri（R340）、Samut Sakhon

（R3091）については部分的（短期対策）実施、Supan Buri (R321)については一部を除いて概ね提

案された対策が実施されたため、事前事後の運転挙動をドローンで撮影し、その動画を比較分析

することで評価を行った。その結果を以下に示す。 

1) Suphan Buri（R340） 

当該パイロット事業区間では表 5.3.5 に示す通り、カーブ区間への車両進入速度、車線変更を

する車両台数、車線変更時の急ブレーキ回数および自動二輪車専用車線の使用率を評価指

標として設定した。 

2024 年 5 月の時点で、実施された対策は視界を確保するための植生の除去と警告標識の設置

のみであった。これら対策の評価として、実施前後の運転挙動を画像解析による比較した。表 

5.3.5 に示す通り、設定した 4 つの評価指標の内、カーブ区間への車両進入速度と車線変更時の

急ブレーキ回数では大きな変化は観測されなかったが、車線変更車両台数と自動二輪車専用車

線の使用率では大きな改善が観測された。詳細は別添資料に示す。 

表 5.3.5  Suphan Buri Rd.340 の対策の効果概要 (部分対策実施) 

 指標 事前評価 事後評価 対策効果 全対策実施後の最終

的なベンチマーク 
1 カーブ区間への車

両進入速度 
 

カーブ区間への進入

速度 85 kmph かつ

その後も同じ速度で

走行 

カーブ区間への進入

速度 90 kmph を確

認 

確認できず 
（視距がよくなり逆に

速度が増加。当初提

案している対策の実

施が必要） 

速度の減少 

2 車線変更車両台数 
 

急な割込みは、接続

道路から 100m ほど

手前までの区間を通

して確認 

急な割込み現象は約

21％減少し、すべて

の現象は接続との交

差点から 40m 以内に

収集 

改 善 （ 折 込 区 間 が

100ｍから 40ｍに短

縮） 

二輪車専用レーン整

備後には、急な割込

み減少はほぼゼロ 

Today’s GoalAbout the analysis tools SubjectDate
 Upload the video file to DFS to the 

DFS server.
 Understand frequently used DFS 

operations.

 DFS : Tracking log > Manual Geo-Registration
 DFS : Tracking log > Adding Gate, Region etc

• How to set up DFS
• Basic output analysis files

29/01 /2024
Mon.

 Understand the capabilities of DFS 
for counting traffic by lane and
Origin Destination traffic volume. 

 DFS : Analysis > Trajectories Gate to Gate
 DFS : Analysis > Gate Crossing Events

• Index4. MC lane usage rate 
(Lane usage rate)

 Calculate the point speed from the 
difference between the position and 
time of two points on the trajectory 
of one vehicle.

 DFS : Analysis > Trajectories Gate to Gate
 DFS : Analysis > Gate Crossing Events

• Index1. Approach speed to 
curve

30/01 /2024
Tue.

 Measure the position of lane 
changes.

 DFS : Analysis > Trajectories all
 DFS : Analysis > Trajectories Gate to Gate
 DFS : Analysis > Gate Crossing Events

• Index2. Number of weaving 
and lane change vehicles

31/01 /2024
Wed.

 Identify the location of sudden 
deceleration

 DFS : Analysis > Trajectories Gate to Gate
 DFS : Analysis > Safety Analysis > Heavy Braking

• Index3. Number of heavy 
breakings when weaving

01/02 /2024
Thu.
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3 自動二輪車専用車

線の使用率 
88％の二輪車が路肩

からウィービング区間

に進入したため、

DRR 道路から約

100m 手前まで二輪

車が他の車両と急な

割込みが発生 

45％の二輪車が路肩

からウィービング区間

に進入し急な割込み

が減少、ウィービング

区間も 30ｍに減少 

改善（43 ポイント）  
レーンの規律が守ら

れる 
（二輪車専用車線未

整備） 

二輪車専用レーン導

入後の二輪車専用レ

ーン利用率 100％ 

4 車線変更時の急ブ

レーキ回数 
急ブレーキは確認さ

れず 
逆走二輪車に起因す

る、急ブレーキが確

認された。 
 

観測された事象は重

大な懸念ではない  
(二輪車双方向専用

道路が整備できれば

解決する可能性大） 

二輪車専用レーン導

入後の急ブレーキは

ほぼ 0％。 

注：2024 年 5 月現在、実施されている対策は、横断歩道標識の高視認性化と移設対策のみである。上記の表は、これらの

対策実施後のデータを反映している。 

 

2) Samut Sakhon（R340） 

当該パイロット事業区間では表 5.3.6 に示す通り、乱横断する歩行者人数、横断歩道手前での

車両停車率、横断歩道手前での車両減速開始距離、Post Encroachment Time (PET)および車両

走行速度を評価指標として設定した。2024 年 5 月時点では、横断歩道標識の高視認性化と

移設のみ対策が実施されている。対策の評価として、実施前後の運転挙動を画像解析による比

較した。表 5.3.6 に示す通り、設定した 6 つの評価指標の内 5 つの指標で明らかな改善が観

測された。詳細は別添資料に示す。 

表 5.3.6 Samut Sakhon の対策の効果概要 (部分対策実施) 

指標 事前評価 事後評価 対策効果 全対策実施

後の最終的

な目標パフ

ォーマンス 
1 乱横断歩行者人数 

 
乱横断者数は両方向で

16 人 
乱横断者数は両方向で 6
人(減少） 

改善（38％） 乱横断者

数ゼロ 
2 歩行者が横断する

前に停止せずに通

過する車両 

上から下への方向 
6 車線 33% 
5 車線 33% 
4 車線 33% 

上から下への方向 
すべての車線でゼロ 

改善（100%） 歩行者が横

断する前に

停止せずに

通過する車

両が減少 下から上への方向  
6 車線 45%、車線 82%、

4 車線 86%、3 車線 68%, 
2 車線 92%,1 車線 40% 

下から上への方向  
すべての車線でゼロ 

改善（100%） 

3 横断歩道手前での

車両減速開始距離 
 

右から左へ：18 回停止 
30ｍ～60ｍでの停止 2 回 

右から左へ：44 回停止 
30ｍ～60ｍでの停止 17 回 

一部改善 
(停止回数

140％増加も横

断歩道直前で

の停止) 

車両の減速

は、横断歩

道から離れ

た位置から

開始 

左から右へ：16 回停止 
30ｍ～60ｍでの停止 7 回 

左から右へ：22 回停止 
30ｍ～60ｍでの停止 4 回 

4 Post encroachment 
time   

20％の車両が PET<=3 秒 25％の車両が PET<=3 秒 
 

未改善(当初提

案した対策を

実施する必要) 

PET が伸び

る PET 値

が 3 秒未満

のイベント

が減少 
5 横断歩道手前の車

両走行速度 
 

左から右へ 
(第 6～4 車線) 
横断歩道直前からの減速 

左から右へ 
(第 6～4 車線) 
横断歩道 30-60ｍからの減

速がみられる 

緩やかな改善 
 

全車線の平

均走行速度

は、横断歩

道手前 50m
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右から左へ 
(第 3～1 車線) 
横断歩道直前からの減速 

右から左へ 
(第 3～1 車線) 
横断歩道 30-60ｍからの減

速がみられる 

緩やかな改善 以内では時

速 30km と

なる 

6 待ち時間の短縮 
 

70％は待ち時間が 10 秒

未満だった。 
残りの約 30％は横断時に

10 秒から 20 秒待つ。 

80％は待ち時間が 10 秒未

満だった。 
残りの約 20％は横断時に

10 秒から 20 秒待つ。 

改善 およそ

100％が 10
秒未満の待

ち時間 
 

注：2024 年 5 月現在、実施されている対策は、横断歩道標識の高視認性化と移設対策のみである。上記の表
は、これらの対策実施後のデータを反映している。 

 

3) Suphan Buri（R321） 

当該パイロット事業区間では表 5.3.7 に示す通り、Post Encroachment Time (PET)、U ターン地点

を使用する 4 輪車両と自動二輪車の間の Time To Collision （TTC）、車両走行速度、各車線の車

両占有率および U ターン地点における U ターン位置を評価指標として設定した。対策の評価とし

て、実施前後の運転挙動を画像解析による比較した。表 5.3.7 に示す通り、設定した 5 つの効

果指標の全てにおいて効果が確認された。詳細は別添資料に示す。 

表 5.3.7 Suphan Buri R321 の対策の効果概要  

 指標 事前評価 事後評価 対策の 
パフォーマンス 

1 PET 
（コンフリクト数 
PET<=2s/方向出口交

通量） 
 

東行：東側出口車両の 9.2％に

危険事象発生 
東行：危険事象の発生件数が

4%まで減少 
改善された（5.2 ポイント） 

西行：西側から出る二輪車の

3.1%(1.21+1.44+0.43)に危険事

象が発生 

西行：二輪車の危険事象は

2.3%に減少  
改善された（0.8 ポイント） 

2 平均 TTC 西行：二輪車 X 乗用車の平均

TTC=0.7 秒 
西行：二輪車 X 乗用車の平

均 TTC=2.2 秒 
改善された（214%） 

TTC 回数(<=2s)/U タ

ーン車線数+第 3 車

線 (西行き道路）  

西行：2 秒以下の TTC イベント

数を 16 件発生 
西行：2 秒以下の TTC イベント

数を 11 件まで減少 
改善された（31%） 

3 対向車線を走行する

車両の速度（東行き道

路） 
 

東行：第 3 車線  
進入速度は時速 60km、出口

（U-ターン付近）最低速度は時速

20km 以上 

東行：第 3 車線 
進入速度が時速 50km に減

速、出口では最低速度が時速

5km 減速 

改善された 
  進入：60kph->50kph 
 出 口 （ U- タ ー ン 付 近 ） : 
20kph5kph 

西行：第 3 車線  
進入速度は時速 40km、出口

（U-ターン付近）最低速度は時速

10km 以上 

西行：第 3 車線  
進入速度は時速 60km に上

昇、出口（U-ターン付近）最低

速度は時速 0km 

一部改善された 
  出口: 10kph0kph 
  進入：40kph->60kph  
第 3 車線に車線変更による割

込みがなくなったため 
4 各車線の車両占有率 

 
東行：22 台の二輪車が U ターン

へのアプローチ区間で第 2 車線

から車線変更 

東行：4 台の二輪車が U ター

ンへのアプローチ区間で第 2
車線から車線変更 

改善された(81%) 

西行：19 台の二輪車が U ターン

へのアプローチ区間で第 2 車線

から車線変更 

西行：0 台の二輪車が U ター

ンへのアプローチ区間で第 2
車線から車線変更 

改善された(100%) 

5 U ターン区間での車

両位置計測による U
ターン挙動 
 

23％の車両が危険な U ターン行

動を行い、約 1％が逆走して違

法な旋回を行った。 

車両が危険な U ターン行動が

3%まで減少 
改善された(20 ポイント) 
しかし、バイクの違法な逆走・

転回が依然として確認された 
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(4) 各パイロットプロジェクトの進捗と今後の対策実施予定 

前述の通り、5 つのパイロット事業のうち、Suphan Buri（R340）、Samut Sakhon（R3091）について

は部分的（短期対策）実施、Supan Buri (R321)については、一部を除いて概ね提案された対策が

実施され、事故の削減につながるような運転挙動の変化が見られた。また、DOH のヒアリングから

残された対策の実施予定を確認した。これらを記載した表を示す。 

表 5.3.8 各パイロットプロジェクトの進捗と評価結果 

 

 

(5) パイロットプロジェクト対象区間の交通事故死者数 30％削減の実現性 

各種対策が、プロジェクト目標の事故死者数 30％削減につながっているどうかの有効性を評価

するために、事故のメカニズムを整理したツリー図を作成し、対策毎の事故削減度合いの実現性

評価を行った。 

パイロットプロジェクトの一部実施を踏まえての事前事後の運転挙動の変化の分析において、ツ

リーに Traffic behavior として示している効果発現がでてきていることから、提案された対策案が確

実に実施されれば、30％削減は十分実現できると考えられる。以下に各パイロットプロジェクトでの

事前評価結果を示す。 

Province Section Major 
countermeasures Status Performance 

Evaluation
Schedule after the 

project
Nakhon 
Ratchasima
(NH304)

Straight + 
Normal Curve

 Improve alignment
 Warning signs Completed 

Detailed Design ー Oct-Dec, 2024: Procurement 
Jan-Sep, 205 :Construction   

Suphan Buri
(NH340)

Straight
U-turn, T-
junction

 Exclusive MC lane
 Optical speed bar
 Warning signs, etc.

Partially 
Implemented 
(cut tree, 
signages)

 Weaving section was 
shortened by 60m

 Lane discipline improved 
(reduced sudden 
changed lane 43%) 

May 2024: OSB
~Sep 2024: Motorcycle lane 
(400m)

Samut
Sakhon
(NH3091)

Straight
Crossing

 Pedestrian island (2 
steps crossing)

 Shift stop line
 Zigzag road marking
 Pedestrian barriers 

Partially 
Implemented 
(Relocate 
signages) 

 Jaywalking reduced by 
38% 

 Slow down vehicle 
increased by 140%

 Waiting time decreased

~Sep 2024:  Rehabilitation of 
pavement, Zigzag marking, 
shift stop line
Oct-Dec,2024 : Procurement, 
Jan-June, 2025: Construction 

Prachin Buri
(NH304)

Curve on 
sharp slope

 Overhead signages
 Dedicated slower lane
 Fix VMS with camera
 Curve package 

Completed 
Detailed Design ー

~Sep 2024:  Rehabilitation of 
pavement,
Oct-Dec,2024 : Procurement, 
Jan-June, 2025: Construction 

Suphan Buri
(NH321)

Straight
U-turn, T-
junction

 Optical speed bar
 Warning signs
 Replace flashlights

Implemented 
(Signages, OSB) 

 Significance 
Improved :PET*, TTC *

 Approach speed 
reduced

 Risky U-turn reduced

ー

*PET: Post encroachment time, TTC: Time to Collision, *OSB: Optical Speed Bar
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出典：JET 

図 5.3.84 Nakhon Ratchasima パイロット事業での整備効果の事前評価 

 

 
出典：JET 

図 5.3.85 Suphan Buri パイロット事業での整備効果の事前評価 
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出典：JET 

図 5.3.86 Samut Sakhon パイロット事業での整備効果の事前評価 

 

 
出典：JET  

図 5.3.87 Suphan Buri 追加パイロット事業での整備効果の事前評価 
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注：事故件数は、2020 年のデータを使用 
出典：JET  

図 5.3.88 Prachin Buri 追加パイロット事業での整備効果の事前評価 

上記の分析を踏まえ、以下に 2018～2022 年までの事故件数と、これらをまとめた各パイロットプ

ロジェクトの事故削減の想定を示す。提案されたすべての対策が実施されれば、交通事故死者数

は 100％削減、総事故件数もすべての箇所で 30％以上削減されると期待される。 

 

出典：JET 

図 5.3.89 2018-2022 年の事故件数及び期待される事故削減率 

 

(6) パイロット県における交通事故死者 30％削減に向けた提案 

パイロットプロジェクトを行った 4 つの Province での 2018~2022 年までの交通事故死者数は、

1,077 人であった。 図 5.3.90 に示すように、そのうち、1,074 人がパイロットプロジェクトで対策検

討した Staight, Normal Curve, Intersection で事故が発生している。パイロットプロジェクトの対策立

Province Accident Type 2018 2019 2020 2021 2022 2018-2022 Expected 
Reduction

Reduction 
Rate

all accident 32 6 4 8 8 26 20 77%

faital accident 0 0 0 0 0 0 0 100%

Death 0 0 0 0 0 0 0 100%
all accident 1 3 1 5 4 14 9 64%
faital accident 1 0 0 0 0 1 1 100%
Death 1 0 0 1 0 2 2 100%
all accident 4 1 3 1 0 9 4 44%
faital accident 0 0 1 0 0 1 1 100%
Death 0 0 1 0 0 1 1 100%
all accident 1 40 29 32 54 156 150 96%
faital accident 0 9 8 2 5 24 24 100%
Death 0 13 8 2 5 28 28 100%
all accident 0 3 6 5 3 17 9 53%
faital accident 0 1 0 0 0 1 1 100%
Death 0 1 0 0 0 1 1 100%

* For Nakhon Ratchasima,  since new surface was implemented in 2018, prediction was caluculated using 2019-2022 accident

Section

Straight +T-junction 

Samut Sakhon
(NH3091)

Suphan Buri
(NH340)

Suphan Buri
(NH321)

Km242+730 – 
Km242+835,

Km119+000- 
Km120+000,

Km18+500 – 
Km19+500,

Km102+700- 
Km103+300,

Prachin Buri
(NH304) 

Km 215+000– 
Km207+000

Nakhon 
Ratchasima
(NH304)

Straight + Normal 
Curve (500m) 

Straight
U-turn, T-junction
 (350m)

Straight
Crossing
(300m)
Normal Curve
On slope
(7km)
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案から実施までの過程と、その他の DOH の過去の好事例をとりまとめた、技術協力作成資料であ

る、「交通安全技術グッドプラクティス集」を参考に、事故多発地点での対策を効果的に行えば、

対象とする Provinice での 30％の交通事故死者数の削減は達成できると考えられる。 

 
出典：JET 

図 5.3.90 各県 DOH 道路で 2018-2022 年発生した事故の発生場所 

 

(7) 技術協力プロジェクトの活動によるキャパシティディベロップメントの結果 

本技術協力プロジェクトにおける活動による DOH 職員の能力向上を図るため、プロジェクトの

終盤において、活動に加わった、DOH Highway Safety Bureau、及びパイロット県の 13 名に対し

て、工学的交通安全対策の各段階においての手法についてのクイズ形式の設問を行った。その

結果、平均で 82％の正解率となり、交通安全対策の手法が理解されたことが確認された。成果品

である技術資料を Highway Safety Bureau を中心に他の地域にも展開し、DOH 全体の能力向上

を行われることが期待される。また、技術資料は、一過性なものにせず、適宜更新していくことが期

待される。 

 

出典：JET 

図 5.3.91  実施したキャパシティディベロップメントに関する評価手法 

Straight Normal curve Intersection Others Total
Nakhon Ratchasima 371 30 31 3 436

Suphan Buri 295 57 68 0 420

Samut Sakhon 61 5 5 0 71

Prachin Buri 104 37 9 0 150
1077

Number of Death on DOH roads in the Pilot Provinces from 2019 to 2022 (HAIMS)
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出典：JET 

図 5.3.92 キャパシティディベロップメントに関する評価結果
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5.3.6 パイロット事業にて得られた成果を含む交通安全に係る技術マニュアル「交通安全技術グ

ッドプラクティス」の作成 

 DOH には設計に関するマニュアル、安全対策に関するガイドライン、交通安全監査マニュアル、

標識・路面標示に関するマニュアルが存在するが、本プロジェクトで実施した事故の分析から安全

対策の検討、実施に至るまでの各種ステップ、方法についてのドキュメントはなく、今回のプロジェ

クトにて実施したパイロットプロジェクトの結果及び技術移転した内容について、交通安全に係る

技術マニュアルとして、技術資料「Good Practice Guide on Road Safety Engineering」を作成した。 

DOH との議論の結果、これまでの各パイロット事業の活動を通じて工学的対策の各プロセスの

説明、パイロット事業の区間の選定、各パイロットプロジェクトをケーススタディとした対策案の検討

を含めることとした。また、パイロット区間は 5 事業のみであるが、今後 DOH の各地域での参考と

なるよう、13 の Highway Bureau（地方道路局）からグッドプラクティスの情報を収集し含めることとし

た。「Good Practice Guide on Road Safety Engineering」の目次を図 5.3.93 に示す。 

  

 

 

 

 

 

  

出典：JET 

図 5.3.93 技術資料「交通安全に係る工学的対策のグッドプラクティス集」の目次構成 
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5.4 技術協力作成資料 

成果 2 に関する技術協力作成資料は以下の通りである。 

表 5.4.1 成果 2 に係る技術協力作成資料 

No. 資料名 別添資料番号 

 1 Good Practice Guideline on Road Safety Engineering TD2-1 
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